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Ⅰ．建学の精神・大学の基本理念、使命・目的、大学の個性・特色等 

・ 広島国際大学、広島国際大学大学院及び広島国際大学助産学専攻科（以下「本学」と

いう）の設置者は、学校法人常翔学園（平成 20(2008)年 4 月に学校法人大阪工大摂南

大学から改称）（以下「本学園」という）である。 

・本学園は、本学に加え大阪工業大学、摂南大学、常翔学園中学校・高等学校、常翔啓 

光学園中学校・高等学校（以下「姉妹校」という）を設置している。 

 

1．本学園の建学の精神 

・本学園の「建学の精神」は、次のとおりである。 

世のため、人のため、地域のため、 

理論に裏付けられた実践的技術をもち、現場で活躍できる専門職業人を育成する。 

・本学園は、大正 11(1922)年に創設した関西工学専修学校が始まりである。 

・関西工学専修学校は、本庄京三郎（甲陽土地社長・大正信託代表取締役）を校主と 

し、校長・工学博士の片岡安（大阪工業会理事長）をはじめ、池田實（大阪府建築課 

長）を中心に、島重治（大阪府土木課長）、中村琢治郎（大阪府営繕課長）、直木倫太 

郎（大阪市港湾部長兼都市計画部長）、澤井準一（大阪市水道部長）、清水凞（大阪市 

電気鉄道部技師長）、奥村泰助（大阪府土木主事）、田上憲一（大阪府技師）、境田賢吉 

（日本電力株式会社土木部長）、小野捨次郎、大橋導雄、岡崎忠三郎等の協力を得て 

創設されたものである。 

・当時、わが国の工業教育に対する認識は浅く、とくに商業中心の大阪での工業教育機 

関は微々たるものに過ぎなかった。このような時代に、将来、工学技術者の必要な時 

代が必ず到来することを察知し、私立学校の経営では最も難しいといわれる工業教育 

に、あえて踏み切った関係者のパイオニア精神は注目に値する。 

・ 関西工学専修学校の創設にかかわったうちの一人である初代校長の片岡安の情熱は、

「工業化する大阪の現場に即戦力として活躍できる人材、都市改造の現場ですぐに役

立つ人材を輩出すること」であり、本学園の「建学の精神」は、その情熱を受け継い

だものである。 

 

2．本学園の経営理念 

・本学園の経営理念「四位
よ ん み

一体
いったい

」は、次のとおりである。 

「学生・生徒」「保護者」「卒業生」「教職員」を一つの「家族」（絆～きずな～）とと 

らえた経営を行うことで全員が一丸となって多くの優秀な人材を世の中に送り出し、 

社会と学園の永続的な成長と発展を目指す。 

・この四位
よ ん み

一体
いったい

の理念に基づく経営を行うために必要なものは、「互いの信頼関係」とそ 

の信頼を生み出す「コミュニケーション」である。 

・そこには、家族として互いを認め、理解し、信頼することが根底になければならない。 

上記の「四位
よ ん み

」が信頼で結ばれ一体となることで社会に対して大きな力となり、また相 

互の指導や切磋琢磨により常に成長を続けることが可能である。本学園では、「四位
よ ん み

」 

が共に上位の成果をめざしてチャレンジし、その過程において自らも大きく成長してい 

けるような学園運営を理念としている。 
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3．本学園の長期ビジョン 

・ 本学園は、平成 34(2022)年に創立 100 周年を迎える。100 周年に向けて次のとおりビ

ジョンを定め、日々の活動に取り組んでいる。 

次代の要請に的確に応え、社会から選ばれる教育機関であり続けるために、「透明性 

の高い経営」を推し進め、「魅力ある教育」を実現する。 

 

4．本学の目的 

・本学園の中で、本学は広島国際大学（以下「本大学」という）、広島国際大学大学院（以 

下「本大学院」という）及び広島国際大学助産学専攻科（以下「助産学専攻科」とい 

う）を設置し、本学園の姉妹校とも連携し、建学の精神である「現場で活躍できる専 

門職業人の育成」を行っている。 

(1)本大学の目的 

・本大学は、「保健・医療と福祉を軸に世界平和を創造する大学」という理念のもと、保 

健医療学部と医療福祉学部の 2 学部で平成 10(1998)年 4 月に開学した。 

・その後、「Ⅱ．沿革と現況」に示すように総合大学をめざし、工学部等を設置したが、 

平成 25(2013)年度、開学 15 周年の節目に、本大学の目的や教育の理念を改めて問い 

直し、健康・医療・福祉分野の総合大学として本格的な一歩を踏み出すことを決め、

大規模な改組を行った。 

・これに伴い、広島国際大学学則第 1 条（目的）に規定している本大学の目的を改定し 

た。 

広島国際大学は、ひとと共に歩み、こころに届く医療を実践する専門職業人を育成 

し、加えてあらゆるひとの健康と幸福に資する研究を推進する。もって広く社会に 

貢献する。 

・本大学は、この目的を達成するために、平成 27(2015)年度に、学部・学科を以下の構 

成とし、広島国際大学学則第 3 条に規定している教育研究上の目的を改定した。 

1)保健医療学部診療放射線学科 

2)保健医療学部医療技術学科 

3)総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科 

4)総合リハビリテーション学部リハビリテーション支援学科 

5)医療福祉学部医療福祉学科 

6)医療経営学部医療経営学科 

7)心理学部心理学科 

8)看護学部看護学科 

9)薬学部薬学科 

10)医療栄養学部医療栄養学科 

(2)本大学院の目的 

・本学は、本大学院の目的を、広島国際大学大学院学則第 1 条（目的）に次のように規 

定している。 

広島国際大学大学院は、高度にして専門的な学術の理論および応用を教授研究し、 

その深奥を究め、または高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識およ 
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び卓越した能力を培い、文化の進展と人類の福祉に寄与することを目的とする。 

・平成 30(2018)年度における研究科・専攻の構成は以下のとおりであり、広島国際 

大学大学院学則第 4 条に規定している。 

1)看護学研究科看護学専攻 

2)医療・福祉科学研究科医療工学専攻 

3)医療・福祉科学研究科医療福祉学専攻 

4)医療・福祉科学研究科医療経営学専攻 

5)心理科学研究科臨床心理学専攻 

6)心理科学研究科コミュニケーション学専攻 

7)心理科学研究科実践臨床心理学専攻 

8)薬学研究科医療薬学専攻 

・心理科学研究科コミュニケーション学専攻は、学生募集を停止し、平成 31(2019)年度 

をもって廃止予定である。 

 

(3)助産学専攻科の目的 

・本学は平成 23(2011)年 4 月に、助産学専攻科を設置した。その目的を、広島国際大学 

助産学専攻科規定第 2 条（目的）に次のように規定している。 

本専攻科は、その専門性が高度に求められる職業を担うための学識および卓越した 

助産実践能力を培い、高度医療化や国際化にも対応できるリプロダクティブ分野に 

おけるスペシャリストを育成するとともに専門的な学術の理論およびその応用を教 

授研究することにより、地域の周産期医療や福祉および国際協力に寄与することを 

目的とする。 

 

5．本学の教育の理念 

・平成 25(2013)年度、健康、医療、福祉を軸とした健康・医療・福祉分野の総合大学と 

して大学の方向性を定め、それに基づいて教育の理念を改定した。 

・本学の教育の理念は次のとおりである。 

本学における教育は、命の尊厳と豊かな人間性を基本理念とする。この理念に基づ 

き、新しい時代が求める専門的な知識と技術の修得を進めるとともに、健康、医療、 

福祉の分野において活躍しうる職業人を育成する。 

 

6．本学の将来像 

・平成 27 年（2015）年度、開学 20 周年を前に学園創立 100 周年に向けて、大学の将 

来像を「ともにしあわせになる学び舎」と定めた。 

・健康・医療・福祉の分野で高い専門性と豊かなこころを備えたひとを育成し、地域と 

社会の未来に貢献する。また、生涯にわたり学び続ける人をサポートする。 

 

７．本学の個性・特色 

・本学は、本学園の建学の精神及び本学の目的の具現化をめざし、健康、医療、福祉の 

分野を主力とした大学教育を展開し、地域社会と国際社会へ貢献することをめざして 
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いる。そのために、本学は、以下の特色ある教育体制及び学生支援体制を備えている。 

(1)専門職業人の育成 

・本学の教育の理念に基づき、健康、医療、福祉の分野において活躍しうる職業人を育 

成している。 

・具体的な取り組みのひとつとして、国家試験合格に向けた各学部・学科及び助産学専 

 攻科独自の徹底した学修支援を行っている。それにより、各学部・学科とも国家試験

の合格率は高い。 

・在学中に本学が指定する資格試験に合格した、あるいは、一定の基準点に達した場 

合、奨励金を支給する制度を設けている。 

(2)海外研修・国際交流 

・全学の海外研修プログラムとして「海外語学研修（英語・韓国語）」、「海外医療英語研 

修」、「学生短期海外研修」を実施している。さらに、学部・学科独自に海外研修を企 

画・実施している。 

・大学院においては休学の必要がなく、本学が留学にかかる渡航費及び滞在費を援助す

る「海外留学支援事業」を実施している。 

・平成 25(2013)年度に設置した「総合教育センター」において、海外研修、海外留学に 

かかる事前の語学力向上を支援している。 

・本学園は、中国・清華大学、ベトナム・ホーチミン医科薬科大学及び国立薬用天然物 

研究所、韓国・大田大学校と協定を結んでいる。さらに本学は、米国・ノースカロラ 

イナ大学、米国・ベルビュー大学、英国・オックスフォードブルックス大学、台湾・ 

中台科技大学、中国・蘇州大学文正学院、中国・蘇州大学応用技術学院、中国・蘇州 

科技大学、台湾・慈済科技大学と大学間協定を結んでいる。学部間では、米国・テネ 

シー大学薬学部、米国・マーサー大学薬学部、中国・首都医科大学リハビリテーショ 

ン医学院と協定を結んでいる。 

(3)四位
よ ん み

一体
いったい

による学生支援 

・学生指導の面で、1 年次に少人数制の演習「チュートリアル」を用意し、担当教員が 

学修を含む大学生活全般をサポートすることで安心して学べる環境を整えている。 

・本学学生の保護者からなる「後援会」組織と連携して「HIU 保護者ミーティング」 

（HIU:Hiroshima International University）を開催している。 

・本学卒業生からなる「校友会」が組織されており、ホームカミングデーをはじめ、 

卒後教育、研修会や懇親会等を通じて卒業後のネットワーク作りを支援している。 

・大学生活、授業や単位取得、進路や就職活動等の疑問や悩みについて、学生同士が 

相互に助け合う学生ボランティアによる支援体制を構築し、この任に当たるピア･サポ 

ーターが活躍している。 

(4)学生の教育支援 

・ 大学教育全般の向上を推進し、広く社会に貢献できる専門職業人の育成を支援するこ

とを目的として、平成 25(2013)年 4 月に総合教育センターを設置した。総合教育セン

ターでは本学の教育の理念のもと、「学力推進部門」、「共通教育検討部門」、「教学企画

運営部門」、「専門職連携教育（IPE）推進部門」（IPE:Interprofessional Education、

以下「 IPE」という）、「FD・SD 部門」（FD:Faculty Development、SD:Staff 
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Development）、「ICT 活用教育推進部門」（ICT：情報通信技術）、「キャリア教育推進

部門」、「医学教育推進部門」の 8 部門を設置して教育活動の質的向上を推進し、学修

支援や教育方法の改善等を通じて、教育活動を全面的に支援している。 

(5)専門職連携教育（IPE） 

・本大学では、健康・医療・福祉分野の総合大学ならではの教育として、平成 25(2013) 

年 4 月から、時代が求める医療人を育成するために、学部・学科の垣根を越えた全学 

的な「広島国際大学 IPE」を開始した。 

・本大学の IPE は、初年次に健康、医療、福祉に関わる分野の専門職の仕事を理解する 

 ことから始まり、専門職のチームとはどのようなものか、また、学生各自がめざす専 

 門職がどのように利用者に携わることができるかを在学中に学ぶものである。 

 

Ⅱ．沿革と現況 

1．本学の沿革 

平成 10(1998)年 広島国際大学を開学 

保健医療学部（看護学科、診療放射線学科、臨床工学科）と医

療福祉学部（医療福祉学科、医療経営学科）を設置 

平成 13(2001)年 人間環境学部（臨床心理学科、言語・コミュニケーション学科、

感性情報学科）を増設 

平成 14(2002)年 社会環境科学部（建築創造学科、住環境デザイン学科、情報通

信学科）を増設 

平成 15(2003)年 保健医療学部の看護学科を看護学部看護学科に改組 

大学院を開設し、看護学研究科に看護学専攻（修士課程）、総

合人間科学研究科に臨床心理学専攻（博士課程）、医療工学専

攻（修士課程）、医療経営学専攻（修士課程）を設置 

平成 16(2004)年 薬学部（薬学科）を増設 

大学院総合人間科学研究科に医療福祉学専攻（修士課程）を増

設 

平成 17(2005)年 大学院総合人間科学研究科に医療工学専攻（博士課程）を増設 

平成 18(2006)年 保健医療学部に理学療法学科を増設 

人間環境学部（臨床心理学科、言語・コミュニケーション学科、

感性情報学科）を心理科学部（臨床心理学科、コミュニケーシ

ョン学科、感性デザイン学科）に改称 

薬学部（薬学科）を 6 年制に移行 

大学院に社会環境科学研究科を増設し、建築・環境学専攻（修

士課程）と情報通信学専攻（修士課程）を設置 

平成 19(2007)年 社会環境科学部（建築創造学科、住環境デザイン学科、情報通

信学科）を工学部（建築学科、住環境デザイン学科、情報通信

学科、機械ロボティクス学科）に改組 

大学院総合人間科学研究科にコミュニケーション学専攻（修士

課程）と実践臨床心理学専攻（専門職学位課程）を増設し、臨
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床心理学専攻を博士課程から博士後期課程に改組 

平成 20(2008)年 大学院総合人間科学研究科に感性デザイン学専攻（修士課程）

を増設 

学校法人大阪工大摂南大学を学校法人常翔学園と改称 

平成 21(2009)年 大学院総合人間科学研究科を医療・福祉科学研究科（医療工学

専攻、医療福祉学専攻、医療経営学専攻）と心理科学研究科（臨

床心理学専攻、コミュニケーション学専攻、感性デザイン学専

攻、実践臨床心理学専攻）に改組 

大学院社会環境科学研究科を工学研究科へ改称 

平成 23(2011)年 保健医療学部の理学療法学科を総合リハビリテーション学科、

心理科学部のコミュニケーション学科をコミュニケーション

心理学科、医療福祉学部の医療経営学科を医療経営学部医療経

営学科に改組 

助産学専攻科を設置 

心理科学部の感性デザイン学科及び工学部の建築学科と機械

ロボティクス学科の学生募集を停止 

平成 24(2012)年 大学院に薬学研究科医療薬学専攻（博士課程）を設置 

大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）を博士課程に課程

変更 

平成 25(2013)年 保健医療学部の総合リハビリテーション学科を総合リハビリ

テーション学部（リハビリテーション学科、リハビリテーショ

ン支援学科）、保健医療学部の臨床工学科を医療技術学科に改

組 

工学部の住環境デザイン学科と情報通信学科の学生募集を停

止 

平成 26(2014)年 医療栄養学部医療栄養学科を増設 

平成 27(2015)年 心理科学部（臨床心理学科、コミュニケーション心理学科）を

心理学部心理学科に改組 

大学院心理科学研究科の感性デザイン学専攻の学生募集を停

止 

平成 29(2017)年 大学院工学研究科の学生募集を停止 

 

2．本学の現況（平成 30(2018)年 5 月 1 日現在） 

・大学名 

広島国際大学 

・所在地 

東広島キャンパス： 広島県東広島市黒瀬学園台 555 番地 36 

呉キャンパス    ： 広島県呉市広古新開 5 丁目 1 番 1 号 

広島キャンパス ： 広島県広島市中区幟町 1 番 5 号 
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・学部の構成 

学部 

保健医療学部 診療放射線学科 

医療技術学科 

総合リハビリテーション学部 リハビリテーション学科 

リハビリテーション支援学科 

医療福祉学部 医療福祉学科 

医療経営学部 医療経営学科 

心理学部 心理学科 

看護学部 看護学科 

薬学部 薬学科 

医療栄養学部 医療栄養学科 

  

研究科  

看護学研究科 看護学専攻（博士前期課程・博士後期課程） 

医療・福祉科学研究科 医療工学専攻（博士前期課程・博士後期課程） 

医療福祉学専攻（修士課程） 

医療経営学専攻（修士課程） 

心理科学研究科 臨床心理学専攻（博士後期課程） 

コミュニケーション学専攻（修士課程） 

実践臨床心理学専攻（専門職学位課程） 

薬学研究科 医療薬学専攻（博士課程） 

 

助産学専攻科 

助産学専攻科  
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・学生数、教員数、職員数 

学科別学生数 

学部 学科 入学定員（収容定員） 在籍学生数 

保健医療学部 

診療放射線学科 

臨床工学科 

医療技術学科 

総合リハビリテーション学科 

70(280) 

― 

130(520） 

― 

338 

3 

539 

1 

総合リハビリテーショ 

ン学部 

リハビリテーション学科 

リハビリテーション支援学科 

130(520） 

30(120） 

591 

120 

医療福祉学部 医療福祉学科 
4 年次 120 

1～3 年次 100（440） 
300 

医療経営学部 医療経営学科 
4 年次 140 

1～3 年次 90（410） 
361 

心理科学部 
臨床心理学科 

コミュニケーション心理学科 

― 

― 

17 

1 

心理学部 心理学科（*）  90(380) 348 

看護学部 看護学科 120(500) 508 

薬学部 薬学科［6 年制］ 120(760) 723 

医療栄養学部 医療栄養学科  60(240) 232 

合  計 940 (4,170） 4,082 

平成 30(2018)年 5 月 1 日現在（単位：人）［（*）：学年進行中］ 

学生募集を停止している学科は、入学定員をハイフンとしている 

収容定員には編入学定員を含む 
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専攻別学生数 

研究科 専攻 入学定員(収容定員) 在籍学生数 

看護学研究科 

看護学専攻 

博士前期課程 
10(20) 3 

看護学専攻 

博士後期課程 
 3( 9) 1 

医療・福祉科学研究科 

医療工学専攻 

博士前期課程 
10(20) 19 

医療工学専攻 

 博士後期課程 
 2( 6) 12 

医療福祉学専攻 

修士課程 
 5(10) 4 

医療経営学専攻 

修士課程 
 5(10) 2 

心理科学研究科 

臨床心理学専攻 

博士後期課程 
 2( 6) 3 

コミュニケーション学専攻 

 修士課程 
 5(10) 0 

実践臨床心理学専攻 

 専門職学位課程 
20(40) 23 

薬学研究科 
医療薬学専攻 

博士課程 
 2( 8) 7 

合計 64(139) 74 

平成 30(2018)年 5 月 1 日現在（単位：人） 

学生募集を停止している専攻は、入学定員をハイフンとしている 

 

助産学専攻科学生数 

専攻科 入学定員（収容定員） 在籍学生数 

助産学専攻科［1 年制］ 10(10) 6 

平成 30(2018)年 5 月 1 日現在（単位：人） 

 

学科別教員数 

平成 30(2018)年 5 月 1 日現在（単位：人）[（*）：学年進行中] 

               心理科学部は学生募集を停止している 

 

学部 学科 教授 准教授 講師 助教 助手 合計 

保健医療学部 
診療放射線学科 

医療技術学科 

9 

11 

6 

8 

2 

9 

2 

1 

1 

0 

20 

29 

総合リハビリテ

ーション学部 

リハビリテーション学科 

リハビリテーション支援学科 

10 

8 

4 

1 

10 

2 

1 

1 

0 

0 

25 

12 

医療福祉学部 医療福祉学科 9 5 4 3 0 21 

医療経営学部 医療経営学科 8 3 3 0 0 14 

心理科学部 
臨床心理学科 

コミュニケーション心理学科 

1 

0 

8 

2 

2 

0 

1 

0 

0 

0 

12 

2 

心理学部 心理学科（*） 5 3 3 1 0 12 

看護学部 看護学科 9 13 4 11 7 44 

薬学部 薬学科 18 14 7 12 0 51 

医療栄養学部 医療栄養学科 11 1 1 1 4 18 

合計 99 68 47 34 12 260 
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専攻別教員数 

研究科 専攻 授業担当教員 
特別研究 

指導教員 
専任教員数 

看護学研究科 

看護学専攻 

博士前期課程 
5 14 0 

看護学専攻 

博士後期課程 
0 9 0 

医療・福祉科

学研究科 

医療工学専攻 

博士前期課程 
30 39 0 

医療工学専攻 

 博士後期課程 
10 23 0 

医療福祉学専攻 

修士課程 
7 7 0 

医療経営学専攻 

修士課程 
12 12 0 

心理科学研究

科 

臨床心理学専攻 

博士後期課程 
0 7 0 

コミュニケーション学専攻 

修士課程 
0 5 0 

実践臨床心理学専攻 

 専門職学位課程 
10  7 

薬学研究科 
医療薬学専攻 

博士課程 
13 20 0 

合計 87 136 7 

平成 30(2018)年 5 月 1 日現在（単位：人） 

実践臨床心理学専攻には特別研究の授業科目はない 

特別研究指導教員には補助教員を含む 

 

 

助産学専攻科教員数 

平成 30(2018)年 5 月 1 日現在（単位：人） 

 

 

職員数一覧 

 専任職員 嘱託職員 臨時要員 派遣社員 合計 

人数 94 人 25 人 9 人 7 人 135 人 

割合 69.6％ 18.5％ 6.7％ 5.2％ 100.0％ 

平成 30(2018)年 5 月 1 日現在 

臨時要員には、授業補助等は含まない 

専攻科 教授 准教授 講師 助教 助手 合計 

助産学専攻科 1 2 0 0 1 4 
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Ⅲ．評価機構が定める基準に基づく自己評価 

 

基準 1．使命・目的等 

1－1 使命・目的及び教育目的の設定 

1-1-① 意味・内容の具体性と明確性 

1-1-② 簡潔な文章化 

1-1-③ 個性・特色の明示 

1-1-④ 変化への対応 

 

（1）1－1 の自己判定 

基準項目 1－1 を満たしている。 

 

（2）1－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

1-1-① 意味・内容の具体性と明確性 

・ 学校法人常翔学園（以下「本学園」という）の建学の精神を踏まえた広島国際大学（以

下「本大学」という）の目的は、広島国際大学学則第 1 条（目的）に定め、具体的に

明文化している。 

・ 広島国際大学大学院（以下「本大学院」という）の目的は、広島国際大学大学院学則

第 1 条（目的）に定め、具体的に明文化している。 

・ 広島国際大学助産学専攻科（以下「助産学専攻科」）の目的は、広島国際大学助産学専

攻科規定第 2 条（目的）に定め、具体的に明文化している。 

・ 広島国際大学、広島国際大学大学院及び広島国際大学助産学専攻科（以下「本学」と

いう）の教育の理念を定め、本学ホームページや学生手帳等に明示している。 

 

1-1-② 簡潔な文章化 

・本学園の建学の精神、本学の目的及び教育の理念に基づき、学部・学科、研究科・ 

専攻ごとの特性を生かした教育目的を定め、「教育研究上の目的」として学則等に明記 

し、簡潔に文章化している。助産学専攻科については、助産学専攻科の目的に教育研 

究上の目的が含まれている。 

 

1-1-③ 個性・特色の明示 

・本学は、健康・医療・福祉分野の総合大学であり、健康、医療、福祉の分野で活躍で 

きる専門職業人を育成することで広く社会に貢献することをめざし、様々な教育体制 

及び学生支援体制を整備している。これら本学の個性・特色は「大学案内」や本学ホ 

ームページ等に明示している。特に、専門職連携教育（IPE：Interprofessional  

Education、以下「IPE」という）については、詳細に示している。 

 

1-1-④ 変化への対応 

・平成 25(2013)年度の本大学の学部改組に伴い、関係学科の教育研究上の目的を見直し、 
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学則を改正した。 

・平成 26(2014)年度の医療栄養学部医療栄養学科及び平成 27(2015)年度の心理学部 

心理学科設置に伴い、当該学科の教育研究上の目的を定めた。 

・さらに、健康・医療・福祉分野の総合大学として、社会の要望に応えるため、本大学 

の目的を見直し、学則を改正して、平成 27(2015)年度から施行した。 

 

（3）1－1 の改善・向上方策（将来計画） 

・教育目的は具体的かつ明確に定められているが、学生のニーズや社会的需要の変化に 

応じて、必要が生じれば見直し、学則等に明記する。 

・社会の要望に応じた大学の目的を定め、個性・特色を明示しているが、今後も必要に 

応じて見直す。 

 

1－2 使命・目的及び教育目的の反映 

1-2-① 役員、教職員の理解と支持 

1-2-② 学内外への周知 

1-2-③ 中長期的な計画への反映 

1-2-④ 三つのポリシーへの反映 

1-2-⑤ 教育研究組織の構成との整合性 

 

（1）1－2 の自己判定 

基準項目 1－2 を満たしている。 

 

（2）1－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

1-2-① 役員、教職員の理解と支持 

・本学の教育研究にかかる基本方針について、本大学は「学部長会議」、本大学院は「大 

学院委員会」、助産学専攻科は「助産学専攻科委員会」において審議している。また、 

決定した基本方針は教授会、研究科委員会等を通じて学内構成員に周知されている。 

・理事会は、寄附行為の定めにより、法人設置各大学長、評議員互選、法人関係及び学 

識経験者からなる理事で構成されている。 

・理事会では、大学の目的に関する学則の改正、学部設置や改組等の審議を行うほか、 

入学志願者数や教学に関する事項の日常的な大学の動向も報告されている。 

・さらに、理事会では、学長が学部設置や改組の内容、日常的な大学の動向等を詳細に 

説明し、質疑にも答弁しており、役員の理解と支持を得ている。 

 

1-2-② 学内外への周知 

・本学園の建学の精神及び本学の目的、教育の理念及び各学科、各専攻の教育目的は 

「学生手帳」をはじめとする印刷物及び本学ホームページをとおして、学内外に周知し 

ている。 

・本学ホームページへのアクセス数は、平成 29(2017)年度については 136 万 6,031 件 

であり、学内外に十分周知されている。 
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・入試センターを中心に、オープンキャンパスや高校訪問時にも「大学案内」等を用い 

て周知している。 

・本学園の全教職員に建学の精神を記載した「COMPLIANCE CARD」を配付すること 

で周知し、理解を得ている。 

・平成 25(2013)年度に本学の教育の理念を変更したことにより、本学園の建学の精神と 

 本学の教育の理念を記載した周知用ポスターの内容を更新して掲示した。平成 28 

(2016)年度に建学の精神を変更したことにより、さらに周知用ポスターの内容を更 

新した。 

・学生と教職員に対して、建学の精神の浸透と自校理解を促すため、「広島国際大学読 

本」を発刊している。「広島国際大学読本」は、必修科目の授業や学内行事等を通じ 

て新入生へ配付・説明し、本学の使命・目的を浸透させている。 

 

1-2-③ 中長期的な計画への反映 

・ 本学の中長期目標は、本学の教育研究上の目的に基づき、本学園本部の経営企画室が

主導し、各設置大学の企画課と連携を図り立案し、理事会の了承を得ている。 

 

1-2-④ 三つのポリシーへの反映 

・ 本学の教育研究上の目的を検討する際に、同時にディプロマ・ポリシー、カリキュラ

ム・ポリシー、アドミッション・ポリシーを策定し、教育研究上の目的を 3 つの方針

に反映し、ホームページに公表している。 

 

1-2-⑤ 教育研究組織の構成との整合性  

・本学の教育の理念を実現し、本学の使命・目的を達成するために、図 1－2－1 の組織 

を設置している。 

・本学における教育研究に関する審議機関は、学部長会議、大学院委員会、教授会、大

学院研究科委員会、助産学専攻科委員会等であり、さらに、入試委員会、教務委員会、

学生委員会、総合教育推進委員会等の委員会を設置している。 

・入試委員会、教務委員会、学生委員会、総合教育推進委員会等教育に係る事項を審議

する委員会には、各学部・学科から教員が委員として出席しており、教育研究組織の

構成との整合性はとれている。 

 

（3）1－2 の改善・向上方策（将来計画） 

・建学の精神、大学の目的等について、新規採用の専任教員及び事務職員に対して、新 

任教員オリエンテーションや職員研修等を通じてさらなる浸透を図る。 

・大学院について、使命・目的及び教育目的を踏まえ、働きながら進学できる環境・体 

制を整備し、研究科・専攻の枠を越えた教育課程や資格取得が可能な教育課程を整備 

するなど、改組・再編を検討する。 

 

［基準 1 の自己評価］ 

・使命・目的及び教育目的は明確に定められ、簡潔に文章化されている。 
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・使命・目的及び教育目的は、法令に適合しており、本学の個性・特色に反映されてい 

る。 

・社会の要望に応えるため、本学の目的を見直している。 

・使命・目的及び教育目的は、学内外に周知されている。 

・使命、目的及び教育目的は、本学の中長期目標や三つのポリシーに反映させている。 

また、教育研究組織との整合性がある。 

・以上のことから、使命・目的及び教育目的は、明確性、適切性、有効性を満たしてい 

ると判断する。 
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図1－2－1 教育研究組織 
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看護学研究科 事　務　室

心理科学研究科 事　務　室

事　務　室

研究科委員会
医療・福祉科学研究科

薬　学　部 薬　学　科
教授会 事　務　室

国際交流センター 事　務　室

 

庶　務　係
医療栄養学部 医療栄養学科

教授会 事　務　室 庶　務　係
看 護 学 部 看 護 学 科

教授会

教授会 事　務　室 庶　務　係
心 理 学 部 心 理 学 科

庶　務　係

  
 

 

事　務　室 庶　務　係
教授会

臨床心理学科
心理科学部

コミュニケーション心理学科

庶　務　係
教授会 事　務　室

教　務　係
医療経営学部 医療経営学科

学　生　係

教授会 事　務　室 庶　務　係
大学院委員会 医療福祉学部 医療福祉学科

専門職学位課程
　　教員選考委員会

医療技術学科

事　務　室 庶　務　係
教授会

リハビリテーション学科
総合リハビリテーション学部

リハビリテーション支援学科

心理臨床センター
(広島国際大学） 学　長 副学長

事　務　室 庶　務　係
教授会

教員選考委員会 診療放射線学科
保健医療学部

呉　分　館
広 島 分 館

人権侵害防止委員会 情報センター運営委員会
教育・研究システム係

個人情報保護委員会 情報センター 事　務　室
システム管理係

自己評価委員会

図書館運営委員会 庶　務　係
図　書　館 事　務　室 図　書　係

学部長会議
図書利用係

（
担
当
理
事

）

広島保健室
入試委員会

学生募集係　
入試センター 事　務　室

入 試 係
キャリア支援委員会

就　職　係
キャリアセンター

教職教室

学生委員会
厚　生　係

学　生　部
学生相談室

学　生　課 呉 学 生 係

営　繕　係

事　務　室

(摂南大学） 教　務　部 呉 教 務 係

総合教育センター 事　務　室

教　務　課
教務委員会 教　務　係

企　画　課 企　画　係

庶　務　課
庶　務　係
学長秘書

(学園本部） ＩＲセンター
(大阪工業大学）

　 　

学　長　室 会　計　課 会　計　係
営　繕　課

法務部門
地域連携部門

学　生　係

障がい学生支援室
ボランティアセンター

保　健　室
呉保健室

呉 就 職 係
広島就職係
エクステンション係
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基準 2．学生 

2－1 学生の受入れ 

2-1-① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と周知 

2-1-② アドミッション・ポリシーに沿った入学者受入れの実施とその検証 

2-1-③ 入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 

 

（1）2－1 の自己判定 

基準項目 2－1 を満たしている。 

 

（2）2－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-1-① 教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と周知 

[全学] 

・広島国際大学、広島国際大学大学院及び広島国際大学助産学専攻科（以下「本学」と 

いう）のアドミッション・ポリシーは、学校法人常翔学園（以下「本学園」という） 

の建学の精神、本学の教育の理念・方針に基づき、明確に定められている。 

[学部・学科] 

・本学のアドミッション・ポリシーに基づき、学生募集単位（学科・専攻）でアドミッ 

ション・ポリシーを明確に定めている。 

・それぞれのアドミッション・ポリシーは、本学の公的印刷物及び本学ホームページ上 

に明示するとともに、高等学校・予備校等での学生募集活動において、広く学内外に 

周知している。 

 

2-1-② アドミッション・ポリシーに沿った入学者受入れの実施とその検証 

・入学選考（試験）は、本学の学則に則り、適切な方法及び体制の下で実施され、ア 

ドミッション・ポリシーに沿った多様な学生を受け入れている。 

・入学選考（試験）の制度等は、入試委員会において「広島国際大学入試委員会規定」

に従って毎年検討の上、見直しを図っている。 

・本学の入学選考（試験）に関する業務及び学生募集活動に関する業務は入試センター

が担当している。 

・アドミッション・ポリシーに沿った多様な学生を受け入れるために、様々な入学選考

（試験）を入試種別ごとに趣旨を定めて実施している。 

・一般入試前期Ｂ日程において、経済的に困窮する受験生に対しても広く門戸を開くこ 

とを目的とし、特待生入試（奨学金付き入試）を実施している。 

・入学選考（試験）の実施については、担当者に対して、入学選考（試験）実施に係る 

説明会を開催し、入試実施要項・注意事項等を周知徹底することで、厳正な入学選考 

（試験）の実施に努めている。 

・公募制推薦入学選考においてグローバル化に対応できる人材育成のため海外留学経験 

者、英語能力関連資格取得者に対して、得点を加点し、優遇する制度を設けている。 

・すべての入試種別及び入試科目において、入試問題は学長が委嘱した教員が作成し、 

作題責任者及び入試センター職員により内容をチェックした後、「入試問題等（原稿） 
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受付簿」を用いることで、受け渡しに誤りがないようにして、入試委員長に提出し、 

入試センターが管理している。 

・入試問題は作題者による校正に加え、作題者以外の別グループによる校正を行い、ミ 

ス防止に努めている。 

・IR センターが作成した「退学・除籍者の傾向分析」等を用いた入試制度の検証によ 

り、AO 入試において学科・専攻毎に定められたアドミッション・ポリシーに基づく 

実技試験、模擬講義を受講し、その内容の理解度を問う理解度測定試験、受験生の高 

校での様々な活動内容を評価する活動レポートなど学科独自の選抜方法を設定した。 

 

2-1-③ 入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持 

 [全学] 

・平成 10(1998)年度に広島国際大学（以下「本大学」という）が開学して以来、健康、 

医療、福祉の分野を主力とし、社会基盤系の分野も含めた総合大学をめざして、学部・ 

学科を増設して学生数を増やしてきた。 

・平成 27(2015)年度に、心理科学部の臨床心理学科とコミュニケーション心理学科を、 

心理学を活かして、ひとをつなぐ、実践型エキスパートを養成する心理学部心理学科 

に改組した。 

・本学の進むべき方向性を健康・医療・福祉分野の総合大学と定めたことにより、学部・ 

学科の改組を進め、平成 30(2018)年度の学部・学科構成は表 2－1－1 に示すとおりで 

ある。 

・平成 28(2016)年度より適切な学生受け入れ数を維持し、教育を行う環境を確保するた 

め、社会情勢を鑑み、入学定員の見直しを行った。 

・広島国際大学大学院（以下「本大学院」という）の研究科・専攻の構成及び規模は、 

表 2－1－2 に示すとおりである。 

・広島国際大学助産学専攻科（以下「助産学専攻科」という）の構成及び規模は表 2－1 

－3 に示すとおりである。 
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表 2－1－1 年度別入学定員及び在籍学生数 

 

学部 学科 

入学定員 
収容 
定員 

在籍 
学生数 

収容定
員充足
率 

平成
26 年
度 

平成
27 年
度 

平成
28 年
度 

平成
29 年
度 

平成
30 年
度 

保健医療学部 

診療放射線学科 

臨床工学科 

医療技術学科 

総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学科 

70 

― 

130 

― 

70 

― 

130 

― 

70 

― 

130 

― 

70 

― 

130 

― 

70 

― 

130 

― 

280 

0 

520 

0 

338 

3 

539 

1 

1.21 

 

1.04 

 

総合リハビリ
テーション学
部 

リハビリテーション学科  

リハビリテーション支援学科 

130 

60 

130 

30 

130 

30 

130 

30 

130 

30 

520 

120 

591 

120 

1.14 

1.00 

医療福祉学部 医療福祉学科 120 120 100 100 100 440 300 0.68 

医療経営学部 医療経営学科 140 140 90 90 90 410 361 0.88 

心理科学部 
臨床心理学科 

コミュニケーション心理学科  

100 

60 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

0 

0 

17 

1 

 

 

心理学部 心理学科（*） ／ 90 90 90 90 380 348 0.92 

看護学部 看護学科 120 120 120 120 120 500 508 1.02 

薬学部 薬学科［6 年制］ 120 120 120 120 120 760 723 0.95 

医療栄養学部 医療栄養学科 60 60 60 60 60 240 232 0.97 

合  計 1,110 1,010 940 940 940 4,170 4,082 0.98 

平成 30(2018)年 5 月 1 日現在（単位：人）[(*)：学年進行中] 

学生募集を停止している学科は、入学定員をハイフンとして 

いる 

学生募集開始前の年度は、入学定員を斜線としている 

収容定員には編入学定員を含む 

 

表 2－1－2 研究科・専攻の入学定員及び在籍学生数 

  

研究科 専攻 

博士前期課程 
または修士課程 

博士後期課程 
または 

博士課程 
（４年制） 

専門職学位課程 合計
収容
定員 

在籍 
学生
数 

収容
定員
充足
率 

入学 
定員 

収容 
定員 

入学 
定員 

収容 
定員 

入学 
定員 

収容 
定員 

看護学研究科 看護学専攻 10 20 3 9   29 4 0.14 

医療・福祉科学

研究科 

医療工学専攻 10 20 2 6   26 31 1.19 

医療福祉学専攻 5 10     10 4 0.40 

医療経営学専攻 5 10     10 2 0.20 

心理科学研究科 

臨床心理学専攻   2 6   6 3 0.50 

コミュニケーション学専攻 5 10     10 0 ― 

実践臨床心理学専攻     20 40 40 23 0.58 

薬学研究科 医療薬学専攻   2 8   8 7 0.88 

合  計 35 70 9 29 20 40 139 74 0.53 

平成 30(2018)年 5 月 1 日現在（単位：人） 
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・広島国際大学助産学専攻科（以下「助産学専攻科」という）の構成及び規模は、 

表 2－1－3 に示すとおりである。 

 

表 2－1－3 助産学専攻科の入学定員及び在籍学生数 

専攻科 入学定員 収容定員 在籍学生数 
収容定員 

充足率 

助産学専攻科 10 10 6 0.60 

平成 30(2018)年 5 月 1 日現在（単位：人） 

 

[学部・学科] 

・ 本大学における平成 30(2018)年 5 月 1 日現在の学部の在籍学生数は表 2－1－1 に示

すとおり 4,082 人である。 

・ 近隣への医療系大学の設置や学部の増設といった社会情勢の中、本大学における収容

定員である 4,170 人に対する在籍学生数比率は 0.98 であり、学生数は適正である。 

・ また、在籍学生数比率が、1.3 を超える学科はない。 

・ なお、在籍学生数比率が、0.9 未満の学科については、学生募集停止もしくは入学定

員の変更を行っている。 

・ 在籍学生数は、休学・復学については学部長が、また、退学・除籍については、学長

が許可した後、学生情報管理システムに登録して管理している。 

・平成 30(2018)年度の入学者数は表 2－1－4 に示すとおり 943 人であり、入学定員 940 人 

の入学定員に対する入学者数比率は 1.00 であり、教育を行う環境は十分確保できている。 

・過去 5 年間の学部・学科別の入学定員に対する入学者比率は、表 2－1－4 に示すとお 

りである。医療経営学部において、入学者数比率が平成 27(2015)年度は 0.55 と入学 

定員を大きく下回ったため、平成 28(2016)年度の学生募集に向けて入学定員を 140 

人から 90 人とした。その結果、平成 30(2018)年度は 1.06 となった。医療福祉学部に 

おいても過去 5 年間入学定員を確保することができなかったため、平成 28(2016)年度 

の学生募集に向けて入学定員を 120 人から 100 人とした。また、医療技術学科におい 

て、平成 27(2015)年度に 1.3 を超え、大幅な入学定員超過となったため、次年度以降、 

合格者数を見直し、充足率の改善を行った。 
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表 2－1－4 学部・学科別入学定員及び入学者数 

学部 学科 区分 
平成 26 年

度 

平成 27 年

度 

平成 28 年

度 

平成 29 年

度 

平成 30 年

度 
平均 

保
健
医
療
学
部 

診療放射線

学科 

入学定員 70 70 70 70 70  

入学者 76 86 72 79 76  

充足率(倍) 1.09 1.23 1.03 1.13 1.08 1.11 

医療技術学

科 

入学定員 130 130 130 130 130  

入学者 152 174 130 127 139  

充足率(倍) 1.17 1.34 1.00 0.98 1.07 1.11 

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ 

ー
シ
ョ
ン
学
部 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

学科 

入学定員 130 130 130 130 130  

入学者 152 160 132 150 155  

充足率(倍) 1.17 1.23 1.01 1.15 1.19 1.15 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

支援学科 

入学定員 60 30 30 30 30  

入学者 40 36 30 28 24  

充足率(倍) 0.67 1.20 1.00 0.93 0.80 0.92 

医
療
福 

祉
学
部 

医療福祉学

科 

入学定員 120 120 100 100 100  

入学者 99 85 70 56 66  

充足率(倍) 0.83 0.71 0.70 0.56 0.66 0.69 

医
療
経 

営
学
部 

医療経営学

科 

入学定員 140 140 90 90 90  

入学者 86 77 69 74 96  

充足率(倍) 0.61 0.55 0.77 0.82 1.06 0.76 

心
理
科
学
部 

臨床心理学

科 

入学定員 100      

入学者 70      

充足率(倍) 0.70     0.70 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

心理学科 

入学定員 60      

入学者 18      

充足率(倍) 0.30     0.30 

心
理 

学
部 

心理学科 

入学定員  90 90 90 90  

入学者  90 82 88 97  

充足率(倍)  1.00 0.91 0.98 1.07 0.99 

看
護 

学
部 

看護学科 

入学定員 120 120 120 120 120  

入学者 130 127 125 136 133  

充足率(倍) 1.08 1.06 1.04 1.13 1.10 1.08 

薬
学
部 

薬学科 

入学定員 120 120 120 120 120  

入学者 138 88 120 109 105  

充足率(倍) 1.15 0.73 1.00 0.91 0.87 0.93 

医
療
栄 

養
学
部 

医療栄養学

科 

入学定員 60 60 60 60 60  

入学者 58 68 62 59 52  

充足率(倍) 0.97 1.13 1.03 0.98 0.86 0.99 

合計 

入学定員 1,110 1,010 940 940 940  

入学者 1,019 991 892 906 943  

充足率(倍) 0.92 0.98 0.95 0.96 1.00 0.96 

（単位：人） 

[研究科・専攻] 

・本大学院における平成 30(2018)年度の在籍学生数及び収容定員に対する在籍学生数 

の比率は、表 2－1－2 のとおり、それぞれ 74 人、0.53 である。内訳は博士前期課程 

または修士課程で 28 人及び 0.40、専門職学位課程で 23 人及び 0.58、博士後期課程 

で 16 人及び 0.76、4 年制博士課程（医療薬学専攻）で 7 人及び 0.88 となっている。 

平成 30(2018)年度の入学定員及び入学者数については、博士前期課程または修士課程 
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の入学定員 30 人に対し入学者数 10 人、入学者数比率は 0.33、専門職学位課程の入学 

定員 20 人に対し入学者 7 人、入学者比率は 0.35、博士後期課程については入学定員 

7 人に対し入学者数 3 人、入学者数比率は 0.43、4 年制博士課程（医療薬学専攻）の 

入学定員 2 人に対し入学者数 3 人、入学者数比率は 1.71 である。 

 

[助産学専攻科] 

・助産学専攻科における平成 30(2018)年度の在籍学生数及び収容定員に対する在籍学 

 生数の比率は表 2－1－3 のとおり、6 人及び 0.60 となっている。平成 30(2018)年度 

の入学定員及び入学者数については、入学定員 10 人に対し入学者数 6 人、入学者数 

比率は 0.60 である。 

 

（3）2－1 の改善・向上方策（将来計画） 

[学部・学科] 

・各種入試制度及びオープンキャンパスの内容を再検討するとともに表 2－4－1 に示 

す各種奨学金の充実を図る等、入学者数を維持するため、更なる工夫に注力する。 

・カリキュラム改定に伴う 3 つの方針、特にアドミッション・ポリシーを学外へ周知 

し、アドミッション・ポリシーに沿った学生確保を行っていく。 

 

[研究科・専攻] 

・入学定員を確保するため、社会人を対象とした説明会や学内進学者を対象とした説明

会を開催する等、各研究科・専攻の魅力を広く周知していく。また、社会人等の多様

な学びに対応できるよう長期履修制度の導入を検討する。 

 

2－2 学修支援 

2-2-① 教員と職員等の協働をはじめとする学修支援体制の整備 

2-2-② TA(Teaching Assistant)等の活用をはじめとする学修支援の充実 

 

（1）2－2 の自己判定 

基準項目 2－2 を満たしている。 

 

（2）2－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-2-① 教員と職員等の協働をはじめとする学修支援体制の整備 

 [全学] 

・本学の学生支援組織は教務部等本学の教育研究組織の他に保護者からなる後援会、卒

業生からなる校友会がある。後援会の事務は本学庶務課が所管している。校友会につ

いては、本学卒業生が運営しているが、本学と密接に連携を取っている。 

・教務事項については、直接学修支援にかかわる組織として、教務部（教務課、総合教

育センター）及び医療経営学部事務室が設置されている。教務部及び医療経営学部事

務室教務係は、教務部長の指示により、業務を行っている。教務課、医療経営学部事

務室は、学籍・履修・成績管理等の実務と教務委員会等の学修支援関連の各種委員会
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の事務を担当している。 

・全学の教育に関する事項は教務部長が教務委員会の委員長となり、審議している。 

・教務委員会には教員と事務職員が委員として参加しており、教職員協働体制を確立し

ている。 

・学科、教務課・医療経営学部事務室では、前・後期の初めに履修ガイダンスを実施し、

修学上の指導・説明を行っている。なお、これらのガイダンス時には履修指導の他、

生活指導も行っている。 

・各学科・専攻には、教務担当教員を設け、学生からの修学上の質問・相談等の対応を

行い、事務組織と連携することで組織的な学生の支援体制を確立している。 

・授業支援に関しては、FD 委員会を設置し、教員と事務職員が委員として参加して、

教職員協働体制を確立している。 

・障がい学生に対する様々な支援は、「障がい学生修学支援に関するガイドライン」を制

定して学生部と教職員が連携して行っている。 

・障がい学生に対する修学・進路支援を強化するため、平成 25(2013)年 4 月に「障がい

学生支援室」を開設し、障がい学生に対する支援の強化を図っている。 

 

2-2-② TA(Teaching Assistant)等の活用をはじめとする学修支援の充実 

[学部・学科] 

≪入学前教育≫ 

・ 入学後の大学生活を円滑にスタートするための一助として、全学部全学科において、

入学前教育を行っている。 

≪オフィスアワー≫ 

・ 全専任教員及び助手が授業時間以外にオフィスアワーを週 1 時限（90 分）以上設け、

学生に周知し、学生の学修支援・教育相談を行っている。 

≪TA(Teaching Assistant)、SA(Student Assistant)、臨時要員≫ 

・ 平成 30(2018)年度の TA 採用数は表 2－2－1 に示すように実習科目において 2 人の大

学院生を TA として採用し、教育効果を高めている。 

・ TA の活用は一部の学科に限られており、十分な人数を採用して活用しているとは言

い難い。その理由としては、職業に就いていたり、自己学修や学外でのアルバイトの

ために TA として働く時間がとれない大学院生が多いという事情がある。 

・このことから、情報演習や 1 年次生の演習・実習科目において、学部学生の上級生を 

臨時要員として採用し、教育の質が低下しないように配慮している。平成 30(2018) 

年度の臨時要員の採用数は表 2－2－2 に示すとおりである。 

・ また、数学・物理等の補習教育・学修支援の補助のため、平成 28(2016)年 10 月より、

本学学生を SA として採用している。平成 30(2018)年度の SA の採用数は表 2－2－3

に示すとおりである。 

≪新入生オリエンテーション≫ 

・新入生がお互いの親睦を深めるとともに、在学生や教員との関係を築く重要なイベン

トとして新入生オリエンテーションを実施している。 

・学内・学外施設等を活用し、「学内ウォークラリー」や「クイズ大会」、「宿泊体験」な
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どを在学生が自ら企画するなど、学年の垣根を越えた人間関係を築く重要な機会とな

っている。 

・本イベントは、友だちづくりやピア・サポートの要素もあり、新入生が大学生活を送

るうえで重要なものとして位置付け、退学・除籍率改善の一助としている。 

 

 

 



広島国際大学 

24 

表 2－2－1 2018 年度 TA 人数 

科目区分 

TA 人数 

前 期 後 期 

計 東広島 

キャンパス 

呉 

キャンパス 

広島 

キャンパス 

東広島 

キャンパス 

呉 

キャンパス 

広島 

キャンパス 

実習 2 0 0 0 0 0 2 

実験 0 0 0 0 0 0 0 

演習 0 0 0 0 0 0 0 

計 2 0 2 

平成 30(2018)年 5 月 1 日現在（延べ数）（単位：人） 

 

表 2－2－2 2018 年度臨時要員人数（学生による授業補助） 

科目区分 

臨時要員人数 

前 期 後 期 

計 東広島 

キャンパス 

呉 

キャンパス 

広島 

キャンパス 

東広島 

キャンパス 

呉 

キャンパス 

広島 

キャンパス 

実習 0 0 0 0 0 0 0 

実験 0 0 0 0 0 0 0 

演習 10 0 0 10 0 0 20 

計 10 10 20 

平成 30(2018)年 5 月 1 日現在（延べ数）（単位：人） 

表 2－2－3 2018 年度 SA 人数 

科目区分 

SA 人数 

前 期 後 期 

計 東広島 

キャンパス 

呉 

キャンパス 

広島 

キャンパス 

東広島 

キャンパス 

呉 

キャンパス 

広島 

キャンパス 

実習 0 0 0 0 0 0 0 

実験 0 0 0 0 0 0 0 

演習 0 0 0 0 0 0 0 

講義 1 0 1 0 0 0 2 

その他 4 0 0 0 0 0 4 

計 6 0 6 

平成 30(2018)年 5 月 1 日現在（延べ数）（単位：人） 

【その他】・・・総合教育センターに所属し、正課授業以外を担当 

 

≪退学、停学、留年者、障害のある学生への対応≫ 

・ 本大学では、学園の「四位一体」の経営理念のもと、保護者とのネットワークを構築、

運営し、保護者とアカデミック・アドバイザー（チュートリアル担当教員）等との連

携を図ることで学生の学修・生活状況を共有している。また、西日本各地で開催して

いる「HIU 保護者ミーティング（HIU:Hiroshima International University）」では、

保護者と直接面談する機会も設けている。 

・ 退学者や除籍者の IR 解析では、特に初年次の GPA の低い学生が対象になる場合が多

いことから、各学科の担当教員は、一定の GPA を下回った学生に対して個別面談を

行っている。さらに卒業に必要な単位の修得等を指導するとともに日々の学修指導に
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ついてもきめ細かなフォローを行うことにより、退学者や除籍者の抑制につなげてい

る。 

・ 本大学の平成 29(2017)年度の退学除籍率は全学部で 2.5％であり、国公立大学を含む

平成 24(2012)年度の全国平均の 2.65％を下回っている。 

・ 個々の授業に対する学生の要求は、FD 委員会が実施している「受講生満足度調査」

や「学修行動調査」の結果をとおして、継続的に取り入れている。 

・ 学生委員会による「学生意識・動向調査」を定期的に実施するとともに、学修者の実

態を把握し、改善事項に対応している。 

・ 学内の様々な問題について学生が直接、意見や要望を訴える VOS(Voices of Students)

制度を設けている。必要な対策を検討し、その結果を学生に直接回答している。 

・障がい学生支援室において、障がいのある学生からの要望により、学修支援の配慮を

授業担当者等に依頼し、障がいのある学生の要望に出来る限り対応している。 

 

（3）2－2 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 退学者について、退学に至った理由を組織的に検証し、個々のケースに沿ってきめ細

かく対応していく。 

・ 教育研究活動の支援策の一つとして、大学院進学者が増加してきている学部・学科に

おいては、条件整備を図り TA の一層の活用をめざす。 

・成績不振及び単位修得不良者に対しては、アカデミック・アドバイザーや SA を中心 

とした指導、支援を低学年次の段階から強化する。 

・ 卒業生からなる校友会は本学卒業生が運営しているが、「経営理念（四位
よ ん み

一体
いったい

）」を具

現化し、さらに連携を強化するために本学に事務局を設置することを検討する。 

 

2－3 キャリア支援 

2-3-① 教育課程内外を通じての社会的・職業的自立に関する支援体制の整備 

 

（1）2－3 の自己判定 

基準項目 2－3 を満たしている。 

 

（2）2－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-3-① 教育課程内外を通じての社会的・職業的自立に関する支援体制の整備 

≪キャリア教育≫ 

・ 平成 23(2011)年度の大学設置基準において、キャリア教育への取り組みが明文化され

たことから、社会のニーズに対応し、能力を発揮できるよう、入学直後から卒業まで

を一体的に捉えた「就業力育成プログラム」を構築し、高い職業倫理やその社会的責

任を有した人材を育成している。 

・「就業力育成プログラム」の効果を測定するため、以下の取り組みを行っている。 

 (1)学生のジェネリックスキル（社会的汎用能力）を測定する PROG(Progress Report  

On Generic skills)テストを主に一般企業への就職をめざす学部及び医療技術学科 

臨床工学専攻、リハビリテーション支援学科の 1 年次生及び 3 年次生を対象に実施 
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している。PROG テストの結果は、学生個人へのフィードバック及び教職員に向け 

て学生全体の傾向等の解説会を行っている。 

(2)3・4 年次生を対象にして実施している就業力育成プログラム評価アンケートや進 

路・学習就職指導総括シート等を通じて、キャリア教育推進部門会議、キャリア支 

援小委員会で PDCA サイクルに基づいて各評価内容を検証し、次年度プログラム 

に反映させている。 

≪進路支援≫ 

・ 学生の進路をサポートする専門部署としてキャリアセンターが設置されている。事務

職員の配置は、専任が東広島キャンパス 6 人、呉キャンパス 2 人、嘱託が呉キャンパ

ス 1 人、広島キャンパス 1 人となっている。相互に補完し合い学生の就職活動に対す

る相談・助言体制の充実を図っている。 

・ 各学部・学科に対応した合同企業説明会、合同病院説明会、合同施設説明会等、採用

担当者を招いて説明会を実施している。 

・一般企業の人事担当者と学生及び教職員との情報交換会（HIU キャリアフェア

（HIU:Hiroshima International University））を実施している。 

・西日本の 13 会場で開催する HIU 保護者ミーティングにおいてブースを設け、個別の 

就職・進学等進路相談を実施している。 

・ 本学の特色ある教育活動や就職データをまとめた「求人リーフレット」を作成し、訪

問先や来訪者があった際に配布している。 

・ 学生に向けた就職活動情報誌「キャリアガイドブック」を作成し、配付している。 

・ 学科の特性に合わせ、就職ガイダンス、筆記試験対策講座、エントリーシート対策講

座、履歴書作成指導、模擬面接、ビジネスマナー講座、就職情報サイト説明会、4 年

次生による就職活動体験報告会を実施している。 

・ 求人情報や説明会情報等のメール配信及び学内専用の情報配信システム（学内ポータ

ルサイト）にて求人情報を開示している。 

・ 就職をめざす学生（主に 3 年次生）を対象に、就職活動に必要な意欲やスキルを向上

させる 1 泊 2 日の「就勝合宿」を開催している。また、就職動向ガイダンス、先輩の

就活体験談、自己啓発セミナー、自己分析、面接対策講座、グループディスカッショ

ン対策講座を実施している。 

・ 早期から就職活動のスキルアップを図るため、これから企業への就職活動に臨む学生

をキャリアサポーターとして、キャリアセンター主催の就職支援行事（HIU キャリア

フェア、合同企業説明会等）に参加させ、就職に対する意識を高め、各学科内の就職

活動の牽引役となるよう意識付けている（キャリアサポーター制度）。 

・ 就職活動中の学生及び後輩への就職支援として、就職内定者を学内就職行事に講演者

として参加させている。 

・卒業生から在学生への個別のサポートを行う就職支援制度（卒業生サポーター制度） 

を設けている。進路決定時に卒業生サポーター制度への登録を学生一人ひとりに呼び 

かけ、1,289 人の卒業生が登録している（平成 30(2018)年 3 月末現在）。 

≪インターンシップ≫ 

・ 一般企業への就職をめざす学部ではインターンシップ参加のためのガイダンスを 3 キ
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ャンパスすべてで実施した。平成 29(2017)年度は参加者 48 人であった。 

・インターンシップでは、研修期間中に毎日報告書の作成を義務付け、研修の振り返り 

を行っている。また、平成 26(2014)年度よりインターンシップ参加による視野の広が 

りや、自身の能力向上の必要性等について改めて考える機会を持たせるため、インタ 

ーンシップ参加者による報告会を継続して実施している。 

≪資格取得支援≫ 

・学生に資格取得の機会を提供するため、本学にて安価で受講できるエクステンション 

講座を平成 29(2017)年度は 6 講座開講した。受講生は延べ 91 人であった。 

・ 年間 16,000 件の求人依頼 DM を発送し、学生の出身県及び実績等から就職を希望す

る地域の求人確保に努めた。 

・ 本学では、学生のスキルアップ及びキャリアアップを支援するため、表 2－3－1 に示

す資格取得奨励金制度を設けており、68 の試験に合格、あるいは一定の基準点に達し

た場合に奨励金を支給している。 

≪その他≫ 

・ 本学園 3 大学の就職担当部門で情報交換会を平成 29(2017)年度に年 5 回実施した。3

大学がそれぞれで実施する学内合同就職説明会において学園内大学在学生の参加を可

能としている。また、他大学で実施した企業を招いての就職懇話会に職員を派遣する

など交流も深めている。 

・ 年度終了時には、全学部において進路・学習指導の振り返りや、本学における就職支

援・キャリア支援の問題点や気付きを総括する進路・学習指導総括シートを各ゼミ担

当教員が作成している。 
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表 2－3－1 2018 年度広島国際大学資格取得奨励金対象資格一覧 

No 資格名 
2017 年度 

実績（人） 
 No 資格名 

2017 年度 

実績（人） 

1 NR・サプリメントアドバイザー 1  36 

日商簿記検定 

1 級 0 

2 登録販売者 1  37 2 級 0 

3 医療情報技師能力検定試験  1  38 3 級 0 

4 医療情報基礎知識検定試験  14  39 ファイナンシャル・プランニ

ング技能検定 

（ファイナンシャル・プラン

ナー） 

1 級 0 

5 診療情報管理士  0  40 2 級 0 

6 

医療事務技能審査試験 

医科 20  41 3 級 1 

7 歯科 0  42 サービス介助士 2 級 0 

8 医師事務作業補助技能認定試験 1  43 

全国手話検定 

1 級 0 

9 医業経営管理能力検定試験 17  44 準 1 級 1 

10 調剤報酬請求事務技能認定  1  45 2 級 1 

11 技術士第一次試験  0  46 

TOEIC 

750 点以上 0 

12 第 1 種放射線取扱主任者試験  4  47 650 点以上 2 

13 第 1 種 ME 技術実力検定試験  2  48 550 点以上 2 

14 第 2 種 ME 技術実力検定試験  9  49 

実用英語技能検定 

1 級 0 

15 健康食品管理士 8  50 準 1 級 0 

16 防災士 0  51 2 級 0 

17 危険物取扱者（丙種） 0  52 日本語能力試験(N1) 0 

18 危険物取扱者（乙種第 4 類） 1  53 

福祉住環境コーディネーター 

1 級 0 

19 

心電図検定 

1 級 0  54 2 級 37 

20 2 級 0  55 3 級 1 

21 3 級 3  56 宅地建物取引士 0 

22 医療経営士 3 級 0  57 IT パスポート試験 2 

23 

秘書技能検定(秘書検定） 

1 級 0  58 情報セキュリティマネジメント試験 ― 

24 準 1 級 0  59 基本情報技術者試験 ― 

25 2 級 2  60 応用情報技術者試験 ― 

26 

ビジネス文書検定 

1 級 0  61 IT ストラテジスト試験 ― 

27 2 級 0  62 システムアーキテクト試験 ― 

28 

サービス接遇検定 

1 級 0  63 プロジェクトマネージャ試験 ― 

29 準 1 級 24  64 ネットワークスペシャリスト試験 ― 

30 2 級 27  65 データベーススペシャリスト試験 ― 

31 

ビジネス能力検定 

1 級 0  66 エンベデッドシステムスペシャリスト試験 ― 

32 2 級 0  67 IT サービスマネージャ試験 ― 

33 

販売士 

1 級 0  68 システム監査技術者試験 ― 

34 2 級 0      

35 3 級 0    
 

 
 

 

（注）№58～№68 は 2018 年度から新規に追加 
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・ 以上の就職支援により、平成 29(2017)年度実績の全学での希望就職率は 98.3％と、広

島労働局発表（平成 30(2018)年 3 月 31 日集計）の広島県内の大学の就職率 95.7％と

比較して、高い就職率を達成しており、就職に対する相談・助言体制が適切に運営さ

れている（希望就職率：就職希望者に対する就職者の割合）。また、平成 29(2017)年

度卒業生の進路に対する満足度も、全学平均で 91.9％であり、良好な結果を示してい

る。 

・なお、卒業就職率（卒業就職率：卒業者から進学者を除いた者に対する就職者の割合） 

は、89.9％であった。卒業就職率に含まれていない 10.1％のうち、専門学校等への進学

者及び一時的な就労者は 3.3％、国家試験不合格のため就職内定取り消しや辞退等によ

り就職も進学もしなかった者は 6.7％であった（平成 29(2017)年度実績）。 

 

（3）2－3 の改善・向上方策（将来計画） 

・就業力育成プログラムの効果を測定するために導入した PROG テストについて、保 

 健医療機関への就職を目指す学部への導入も拡げ、今後も継続的にテストを実施し、 

就業力育成プログラムの効果を検証する。 

・ PROG テストや就業力育成プログラムの評価アンケート及び進路・学習指導総括シー

ト等を基に、キャリア教育推進部門会議、キャリア支援小委員会でプログラムの改善

点等について引き続き検討し、今後のプログラムに反映させる。 

・割合としては大きく減少しているが、6.7％（平成 29(2017)年度実績）の学生が、就 

職も進学もしなかったことから、入学直後からの就業力育成プログラムや国家試験の 

対策のさらなる充実を図り、就職・進学率及び就職満足度向上をめざす。 

 

2－4 学生サービス 

2-4 学生生活の安定のための支援 

 

（1）2－4 の自己判定 

基準項目 2－4 を満たしている。 

 

（2）2－4 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-4 学生生活の安定のための支援 

≪学生サービス、厚生補導のための組織≫ 

・ 東広島キャンパス、呉キャンパスに学生部学生課、広島キャンパスに医療経営学部事

務室をそれぞれ設置し、3 キャンパスの学生支援部門が連絡を密にして、学生の生活

支援を展開している。学生部長は、学生委員会を主宰し、各部署は、学生委員会を通

じて学生生活全般の諸問題を議論し、学生支援の内容の充実を図っている。また、学

生寮・学生研修棟（学生課）、幟寮（医療経営学部事務室）の管理運営も担当している。 

・ 啓発的人間形成支援のための各種講演会の開催や禁煙推進・マナー向上指導運動等、

安全で健康的な学生生活に向けた支援を行っている。ハラスメントの有無に関しては、

「学生意識・動向調査」の中で定期的に確認している。 

・ 課外活動団体による年間行事として、体育会本部・文化会本部主催の「スタートダッ
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シュ」、「フレッシュマンキャンプ」、「リーダーズキャンプ」、大学祭実行委員会が主催

する「大学祭」等を実施している。 

・ 東広島キャンパスと呉キャンパスの学生寮にはレジデント・リーダー（RL）を配置し、

新入生の寮生活へのスムーズな適応支援や、寮内のコミュニティ作りによる孤立学生

の支援、寮生同士の自主的学修の促進などを図っている。 

・ 本学には、株式会社常翔ウェルフェアが経営する食堂が 4 箇所ある。東広島キャンパ

スにあるレストラン龍王（400 席）及びレストラン野呂（600 席）、呉キャンパスにあ

るレストラン瀬戸（508 席）、広島キャンパスにある幟町カフェ（300 席）である。ま

た、東広島キャンパス 3 号館南側には、ファミリーマート広島国際大学店、呉キャン

パス 2 号館 1 階には、コンビニエンスストア（呉総合サービスセンター）、広島キャ

ンパス 15 階には、幟町カフェ内に売店がある。 

・ 東広島キャンパス及び呉キャンパスにブックセンターがある。 

・ 東広島キャンパス 1 号館に ATM（郵便局）が 1 台設置されている。 

・ 大学の各種証明書の発行については、証明書自動発行機により、利用の簡易化を図っ

ている。 

・IC 学生証による電子マネー Edy を学内の食堂やコンビニエンスストア等において利用 

可能にしている。 

・ 東広島キャンパスにおいては、キャンパスの立地上、約 1,000 台分の学生専用駐車場

を設置している。呉キャンパスについても、原則 2 年次以上の学生に対しては自動車

通学を認め、344 台分の駐車場を設置している。広島キャンパスについては、交通の

利便性が良いことから自動車通学を認めていない。 

・ 東広島キャンパス近辺でシャトルバスを運行し、学生の通学や生活の利便性向上に努

めている。 

・ JR 矢野駅から東広島キャンパス直行の路線バスにより、広島駅から東広島キャンパ

スまでの所要時間が大幅に短縮された。 

・ 平成 26(2014)年 12 月からは東広島・呉・広島キャンパスを巡回するバスを運行して

いる。 

≪経済的支援≫ 

(1)奨学金 

・ 表 2－4－1 に示すとおり、学内外の各種奨学金が用意されている。 

・ 学業成就と成績向上の助成を目的として「広島国際大学学内奨学金」を設け、本大学

の 2 年次生以上に在学し、学業・人物ともに優秀で経済的理由により就学が困難と認

められる学生に給付している。 

・ 平成 24(2012)年度の学園創立 90 周年に際して、平成 19(2007)年 4 月 1 日から平成

25(2013)年 3 月 31 日にかけて、学園の教職員をはじめとし、企業、在学生の保護者、

卒業生から「学園創立 90 周年記念事業募金」を募り、平成 22(2010)年度から「広島

国際大学学園創立 90 周年記念奨学金」及び「広島国際大学大学院学園創立 90 周年記

念奨学金」として学生に給付している。 

・ 「広島国際大学教育ローン金利助成奨学金」制度を設けており、本学の指定金融機関

の教育ローンにより借り入れをした学生へ、金利の一部を給付することにより学費支
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弁者の経済的負担の軽減を図り、学業成就を助成している。 

・ 医療福祉学部への入学を希望する生徒を対象とした、社会福祉法人と連携した独自の

奨学金制度を整備している。 

 

表 2－4－1 奨学金給付人数 

 

(2)学費の減免制度 

・ 学費支弁者の死亡、住居の罹災、家業の破産等により経済的に著しく困窮し、学業継

続が困難となった学生に対し、事由発生直後の学費の半額を減免する制度がある。 

(3)学生貸付金 

・ 親からの送金が都合で遅れた、急に帰省しなければならない等緊急に出費が必要にな

った場合は、「学生貸付金」の制度を無利子・無担保で利用できるようにしている。 

(4)学生寮、住居 

・ 東広島キャンパス学生寮 6 棟・呉キャンパス学生研修棟 3 棟、合わせて 9 棟、1,570

室を用意しており、各棟を男女別に分けている。また、広島キャンパスでは、平成 29

（2017）年度から研修室 79 室の内、32 室を幟寮として、医療経営学部の新入生へ提

供している。各室には、風呂、トイレ、ベッド、学習机、エアコン、電気コンロ等が

完備されている。 

・ 平成 28(2016)年度から、兄弟姉妹が同時に学生寮・学生研修棟に入居している場合、

部屋料（共益費込み）を 2 人目は通常の半額の月額 20,000 円、3 人目以降は月額 10,000

円とする兄弟姉妹の優遇制度を設けている。また、学生寮・学生研修棟の 1 階部分の

部屋料（共益費込み）を月額 20,000 円とし、学生への経済的支援を行っている。 

(5)学生互助会 

・ 学生互助会は、本学園で学ぶ学生が、学生生活における万一の事故・傷病に際し、互

いに助け合い、できるだけ軽い経済負担で学生生活を送れるようにするため設立され

奨学金の種類 
奨学生数 

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

広島国際大学 学内奨学金 89 人 88 人 87 人 83 人 86 人 

広島国際大学大学院 学内奨学金 21 人 22 人 22 人 21 人 19 人 

広島国際大学 

学園創立 90 周年記念奨学金 
27 人 31 人 24 人 8 人 8 人 

広島国際大学大学院 

学園創立 90 周年記念奨学金 
13 人 13 人 20 人 13 人 15 人 

広島国際大学 

教育ローン金利助成奨学金 
13 人 21 人 18 人 19 人 20 人 

学園校友会奨学基金 2 人 1 人 1 人 1 人 1 人 

特別奨学金（特待生） 17 人 32 人 33 人 25 人 30 人 

日本学生支援機構（学部） 2,224 人 2,229 人 2,231 人 2,156 人 2,142 人 

日本学生支援機構（大学院） 10 人 12 人 16 人 20 人 16 人 

日本学生支援機構（専攻科） 0 人 3 人 2 人 1 人 0 人 

地方公共団体、育英会、 

医療・福祉関連施設等奨学金 
61 人 54 人 63 人 63 人 57 人 
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た。 

1)学生互助会費：入学と同時に全学生が加入し、互助会事業の財源として、1 人当た

り入会金 1,000 円、年会費 5,000 円を徴収している。 

2)医療費の給付：学生互助会会員の学生へ、正課授業、課外活動、レジャー、帰省中

等の病気、怪我等で支払った治療費の自己負担分を給付する。 

3)死亡見舞金：学生互助会会員の学生が死亡した場合は、死亡見舞金 25 万円が遺族に

支払われる。正課、学校行事、課外活動中の事故が原因で死亡した場合は、50 万円

を限度に増額することがある。 

4)災害見舞金の給付：学生互助会会員の学生の住居や家財が、地震、火事等で損害を

受けた場合に、10 万円を限度に災害見舞金を給付する。 

5)障害見舞金の給付：学生互助会会員の学生が怪我や病気がもとで後遺障害を生じた

場合には、25 万円を限度に、障害の程度に応じて見舞金を交付する。 

(6)学生総合補償制度 

・株式会社常翔ウェルフェアが取り扱い代理店となっている学生任意加入の補償制度で、 

本人・保護者の災害に対し、各種の補償を行っている。 

(7)保険制度への加入 

・ 正課授業・学校主催の学校行事及び課外活動中の事故・不測の事態に備え、「学生教育

研究災害傷害保険（学研災）」に、また、正課授業、研究活動、学校行事、課外活動と

してのインターンシップ、介護等体験活動、学外実習、ボランティア活動等における

対人・対物損害賠償を補填する「学生教育研究災害付帯賠償責任保険（学研賠）」に全

学生が加入している。 

(8)アルバイトの紹介 

・ 学生課、医療経営学部事務室では、アルバイトの紹介を行っている。 

(9)外国人留学生に対する支援 

・上記の(1) から(8)に加えて以下の制度がある。 

1)在留資格が「留学」の外国人留学生を対象として授業料の 30％減免を行っている。 

2)「外国人留学生学内奨学金制度」と「外国人留学生学生寮、学生研修棟部屋料補助

制度」があり、月額 20,000 円が給付され、どちらか一方を選択できるようにして

いる。 

≪課外活動への支援≫ 

(1)課外活動団体 

・課外活動団体は体育会、文化会に区分され、その活動状況により、平成 29(2017)年度

末の時点で部 54 団体、同好会 14 団体、準備会 24 団体が公認され、活動している。 

(2)課外活動への経済支援 

・ 課外活動の活性化を経済的に支援するために、部、同好会（68 団体）に対して、表 2

－4－2 に示すとおり、平成 29(2017)年度は、①経常的な活動を支援する「課外活動

一般援助金」制度、②課外活動強化指定団体の活動を支援する「課外活動強化指定団 

体への特別援助金」制度で支援し、①については、49 団体に 829 万 5,000 円、 

②については、6 団体に 300 万円を支給した。 
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表 2－4－2 課外活動援助金 

【課外活動一般援助金】 

 

 

【課外活動強化指定団体への特別援助金】 

 

(3)課外活動への支援・奨励策 

・ 課外活動支援施設は、東広島キャンパスに、体育館、柔道場、剣道場、弓道場、陸上

競技場、野球場、サッカー場、ラグビー場、テニスコート、クラブハウスを、呉キャ

ンパスに、体育館、卓球場、トレーニングルーム、空手道場、グラウンド、テニスコ

ート、クラブハウスを設置している。 

・ 広島キャンパスでは、課外活動を支援する運動施設がないため、近隣の中学校の体育

館、グラウンドを借用する等し、テニス、バドミントン等の課外活動を行っている。 

・キャンパス整備計画の一環として、東広島キャンパスに全天候型の陸上競技場の整備 

工事を、呉キャンパスには、老朽化したクラブハウスの立替等を計画している。 

・ 課外活動の奨励のため、学長表彰の制度を設けており、規定に準拠し、優秀な成果を

収めた団体・個人を表彰している。また、学長表彰には至らないが、表彰するに値す

る様々な学生の活動に対して学内表彰の制度も設けている。 

・ 課外活動団体の次期役員を対象として、リーダーとしての資質向上、団体間の交流を

目的とした「リーダーズキャンプ」を 1 泊 2 日の日程で、毎年 2 月に開催している。 

・ 課外活動団体に入部した学生を対象に、団体間の交流を目的とした「フレッシュマン

キャンプ」を 1 泊 2 日の日程で、毎年 6 月に開催している。 

・本学園は、学生の課外活動支援の一環として、実費（1 泊 1,000 円）で利用できる研 

修・宿泊施設「研修室（東広島・呉・広島キャンパス）」及び「研修センター・OIT 

ホール」（大阪市旭区）を用意している。 

・課外活動に利用できる大学バス（大型バス・マイクロバス、運転手宿泊可能）を配備 

している。 

(4)広島国際大学チャレンジプロジェクト 

・ 平成 24(2012)年度までの学生支援プログラムであった「SSP(Student Society 

Partnership)プログラム」、「金曜ゆめプログラム」、「クローバープログラム」を集約

し、平成 25(2013)年度新たに「広島国際大学チャレンジプロジェクト」を設置した。 

年度 支給団体数 援助金額 備考 

平成 25 年度    54 団体 9,194,000 円 東広島 36 団体、呉 18 団体 

平成 26 年度 55 団体 8,508,000 円 東広島 35 団体、呉 20 団体 

平成 27 年度 56 団体 9,111,000 円 東広島 40 団体、呉 20 団体 

平成 28 年度 52 団体 8,629,000 円 東広島 34 団体、呉 18 団体 

平成 29 年度 49 団体 8,295,000 円 東広島 36 団体、呉 13 団体 

年度 支給団体数 援助金額 備考 

平成 26 年度 7 団体 2,700,000 円 東広島 7 団体 

平成 27 年度 7 団体 2,750,000 円 東広島 7 団体 

平成 28 年度 6 団体 3,000,000 円 東広島 6 団体 

平成 29 年度 6 団体 3,000,000 円 東広島 6 団体 
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・ 本制度は、学生の積極的なチャレンジ精神に応え、社会人基礎力にある「前に踏み出

す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の向上をめざし、学生を育てていく制度で

ある。募集テーマは、①イベント実施型プロジェクト、②地域課題解決型プロジェク

トの 2 区分としている。大学が認定した企画に対して原則 50 万円を上限として奨励

金を援助している。 

・平成 25(2013)年度から平成 29(2017)年度の奨励金交付実績は表 2－4－3 に示すとおり 

である。 

 

表 2－4－3 広島国際大学チャレンジプロジェクト等奨励金 

（注） 上表の認定企画件数・奨励金額は、東広島・呉・広島キャンパスの合算を 

示す 

 

≪健康相談、心的支援、生活相談≫ 

(1)学生相談室・保健室 

・ 3 キャンパスに、学生相談室を設置し、室長（医師）の下に学生相談カウンセラー（常

勤・臨床心理士）2 人、医師や看護・心理学を専門とする教員を中心に相談員を配置

し、学生の相談に対応している。また、3 キャンパスに看護師が 1 人ずつ常駐する保

健室を設け、学生の健康支援を図っている。 

・ 利用状況の年度別推移は表 2－4－4 に示すとおりである。 

(2)心身の健康維持 

・ 学生相談室でのカウンセリングは、学生相談カウンセラーが行っており、個人情報は

固く守られている。 

・ 東広島キャンパスでは、学生相談カウンセラーを平成 17(2005)年度から配置し、現在

は週 5 日 9 時から 17 時まで相談を受け付けている。また、相談体制を強化するため、

平成 25(2013)年度から学生相談カウンセラーを呉キャンパスに週 4 日 9 時から 17 時

まで、広島キャンパスに週 2 日（月・木）、9 時から 17 時まで配置している。 

 

年度 認定企画件数 奨励金額 備考 

平成 25 年度    25 件 2,928,417 円 東広島 13 件、呉 8 件、広島 4 件 

平成 26 年度 17 件 2,805,466 円 東広島 10 件、呉 5 件、広島 2 件 

平成 27 年度 16 件 2,270,609 円 東広島 10 件、呉 3 件、広島 3 件 

平成 28 年度 13 件 1,957,747 円 東広島 8 件、 呉 3 件、広島 2 件 

平成 29 年度 16 件 2,837,287 円 東広島 9 件、 呉 2 件、広島 5 件 
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表 2－4－4 利用状況の年度別推移（延べ件数）  

利用内容 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

健康チェック 1,129 1,080 1,496 798 585 

健康相談 2,407 2,022 1,786 1,453 1,401 

内科症状 1,325 1,210 1,031 813 1,060 

外科症状 600 483 387 330 455 

心の相談 3,613 2,950 2,836 2,149 1,602 

計 9,074 7,745 7,536 5,543 5,103 

（単位：件）    

・ 保健室では、毎年 4 月に定期健康診断を実施し、保健指導、健康相談を行っている。 

・ 健康の自己管理のために体組成計や血圧測定器、血管年齢測定器を設置している。結

果については、説明・指導を行っている。また、アルコールパッチテストも実施して

いる。 

・ 毎年 7 月に 3 キャンパス合同で「熱中症対策キャンペーン」を実施している。 

・ 東広島キャンパスでは、健康の基本である食事の大切さを学ぶ「料理教室」を毎年 2

回（5 月・11 月）開催している。また、食育月間に合わせて「食育キャンペーン」も

実施している。 

・ 毎年 12 月の世界エイズデーに合わせて、3 キャンパス合同で「世界エイズデーキャン

ペーン」を実施している。 

(3)安全と衛生の体制 

・ 「自動体外式除細動器（AED）」を、東広島キャンパスは 6 箇所、呉キャンパスは 5

箇所、広島キャンパスは 1 箇所に設置し、緊急の対応に備えている。 

・ 緊急時に対応できるよう、教職員を対象として救急救命処置及び AED の使い方の講

習会を年度初めに開催している。平成 29(2017)年度東広島キャンパス、呉キャンパス

において各１回実施した。 

・市街地から離れている東広島キャンパスでは、緊急時に学内で「ハリーコール」をか 

け、医師教員や救急救命士教員が迅速に対応できる体制をとっている。 

・ 本学では平成 25(2013)年 9 月より大学敷地内を全面禁煙とした。さらに、全面禁煙に

伴い、たばこの吸殻のポイ捨て等近隣住民への迷惑を防止することも含め、教職員が

中心となり定期的に学内外を巡回し、監視・指導を行っている。 

(4)ハラスメントへの対応 

・ セクシャル・ハラスメント、アカデミック・ハラスメント、パワー・ハラスメントに

は、本学に人権侵害防止委員会を設置し対応している。 

・ 通報及び相談を受け付ける窓口を学園に設け、公益通報体制を構築している。 

(5)その他 

・ 学修指導に使用している「広国大教職員ハンドブック」の中に学生との接し方等のマ

ニュアルも記載しており、学生支援や学生サービスの質の向上に努めている。 

 

（3）2－4 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 「広島国際大学チャレンジプロジェクト」や「海外留学支援事業」のような、学生の

自主的活動を支援する方策を拡充していく。 



広島国際大学 

36 

・ 急激に増加した心の相談の内容を精査・分析し、適切な対応が図れるよう、学生相談

室と保健室を中心に、精神衛生面の支援体制を整備していく。 

 

2－5 学修環境の整備 

2-5-① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理 

2-5-② 実習施設、図書館等の有効活用 

2-5-③ バリアフリーをはじめとする施設・設備の利便性 

2-5-④ 授業を行う学生数の適切な管理 

 

（1）2－5 の自己判定 

基準項目 2－5 を満たしている。 

 

（2）2－5 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

2-5-① 校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理 

≪施設設備≫ 

・ 本学は、東広島市に東広島キャンパス、呉市に呉キャンパス、さらに、広島市に広島

キャンパスを設置しており表 2－5－1、表 2－5－2、表 2－5－3 に示す施設を有して

いる。 

・ 校地・校舎は、表 2－5－4 に示すとおり、各キャンパスとも大学設置基準上必要な面

積を十分に上回り、その他教育研究活動に必要な施設設備も揃っており、ゆとりある

キャンパスとなっている。 

・全キャンパス図書館において書架が狭隘化している。また、2020 年 4 月の広島キャ 

ンパス移転により、広島キャンパス広島分館の図書を東広島キャンパス本館 3 号館と 

呉分館に移設予定である。 
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表 2－5－1 東広島キャンパスの主要施設概要 

施設名 延面積(m2) 階 主 要 施 設 

1 号館 25,279.22 7 学長室、応接室、広報室、学長室（企画課・庶務課・会計課・営繕課）、研究

支援センター事務室、社会連携センター事務室、会議室、東広島キャンパス学

部事務室（保健医療学部・総合リハビリテーション学部・医療福祉学部・心理

学部）、教員研究室、非常勤講師室、保健医療学部（診療放射線学科・医療技

術学科）の実習施設、医療福祉学部（医療福祉学科）の実習施設、ＲＩ実験室、

Ｘ線施設、ＭＲＩ施設、ＬＬ教室、総合教育センター、情報処理演習室、コン

ピュータ室、図書館本館 1 号館、医療・福祉学研究科院生研究室、教室、院生

ゼミ室、学生食堂、ブックセンター、防災センター、保健室、校員室、常翔ウ

ェルフェア広島事業部事務室 

2 号館 13,045.47 8 教務部教務課、学生部学生課、入試センター事務室、キャリアセンター事務室、

国際交流センター事務室、ボランティアセンター、障がい学生支援室、学生相

談室、会議室、教員研究室、教室、ゼミ室、学生食堂、コミュニティールーム、

多目的室（ラーニング・コモンズ） 

3 号館 19,845.73 10 東広島キャンパス学部事務室分室、教員研究室、教室、総合リハビリテーショ

ン学部（リハビリテーション学科、リハビリテーション支援学科）の実習施設、

ゼミ室、心理科学部（臨床心理学科・コミュニケーション心理学科）の実習施

設、心理学部（心理学科）の実習施設、マルチメディア教室、図書館本館 3

号館、実験実習室、院生講義室、非常勤講師室、会議室、心理科学研究科院生

研究室、院生ゼミ室、自習室 

講堂 6,356.35 5 2,149 人収容（身体障がい者用 4 席を含む） 

クラブハウス 2,065.77 4 部室、音楽練習場、茶室 

体育館 1,667.07 3 観覧席（287 人収容） 

第 1 練習場 301.00 2 柔道場 

第 2 練習場 222.87 1 剣道場 

弓道場 108.00 1 弓道場 

陸上競技場 14,650.00 － 鉄棒、砂場 

野球場 10,148.00 － 1 面 

サッカー場 17,599.00 － 1 面 

ラグビー場 17,599.00 － 1 面 

テニスコート 3,000.00 － 4 面 

学生寮 25,743.75 8 6 棟（A・B・C・D・E・F 棟〔878 室〕） 



広島国際大学 

38 

表 2－5－2 呉キャンパスの主要施設概要 

施設名 延面積(m2) 階 主 要 施 設 

1 号館 13,749.89 7 
学長室、応接室、広報室（呉）、教務部教務課、学生部学生課、キャリアセン

ター事務室、教員研究室、非常勤講師室、教室、ゼミ室、医療栄養学部（医療

栄養学科）の実習施設、IPE 演習室、情報処理演習室、総合教育センター、コ

ンピュータ室、メディアホール、学生食堂、防災センター、院生ゼミ室、院生

講義室、保健室、学生相談室、ラーニングコモンズ 

2 号館 13,443.10 11 看護学部長室、看護学部事務室、看護学研究科事務室、教員研究室、非常勤講

師室、会議室、教室、ゼミ室、看護学部（看護学科）の実習施設、多目的室、

看護学研究科院生研究室、院生ゼミ室、実験実習室、院生講義室、自習室、総

合サービスセンター 

5 号館 4,233.62 5 図書館呉分館、図書閲覧室、教室 

6 号館 13,774.08 10 薬学部長室、薬学部事務室、会議室、教員研究室、教室、実験室、薬学部（薬

学科）の実習施設、動物飼育室、NMR 室、RI 実験室、情報演習室、医療薬学

研究センター、教育支援センター、ゼミ室、薬学研究科院生研究室、院生講義

室、コミュニティルーム 

7 号館 479.01 1 総合実験棟 

体育館 3,883.45 3 アリーナ、第 1 練習場（卓球場）、第 2 練習場（トレーニングルーム） 

第 3 練習場 214.17 1 柔道場 

第 4 練習場 214.17 1 空手道場 

グラウンド 14,204.00 － サッカー場、野球場、鉄棒・砂場 

テニスコート 3,357.00 － 3 面（呉南キャンパス） 

クラブハウス 1,289.44 2 部室、更衣室 

学生研修棟 26,691.10 9 3 棟（A・B・C 〔692 室〕）（B のみ 10 階） 

薬草園 774 － 薬草園、温室 

 

 

表 2－5－3 広島キャンパスの主要施設概要 

施設名 延面積(m2) 階 主 要 施 設 

広島キャンパス 14,055.43 15 

～ 

B1 

学長室、医療経営学部事務室、実践臨床心理学専攻事務室、キャリアセンタ

ー事務室、心理臨床センター、教室、研修室、院生研究室、院生ゼミ室、教

員室、非常勤講師室、研究室、情報処理演習室、実験実習室、図書館広島分

館、応接室、会議室、自習室、多目的室 1・2・5、多目的室 3・4（ラーニ

ング・コモンズ）、課外活動団体ルーム、学生ミーティングルーム、幟町カ

フェ（ラーニング・コモンズ）、保健室、学生相談室、コミュニティールー

ム、幟町ギャラリー、受付（防災センター）、駐車場（地下） 

 

表 2－5－4 校地・校舎の面積 

区分 面積(m2) 大学設置基準上必要な校地・校舎面積(m2) 

校 地 415,250.58 43,400.00 

校 舎 111,995.86 38,839.00 

 

(1)図書館 

・本学図書館は、本館（東広島キャンパス 1 号館、3 号館）と呉分館（呉キャンパス 5 

号館）、広島分館（広島キャンパス）で構成されている。 
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・本館 1 号館は保健医療学部、医療福祉学部関連の図書、本館 3 号館は総合リハビリテ 

ーション学部、心理学部関連の図書、呉分館は看護学部、薬学部、医療栄養学部関連 

の図書、広島分館は医療経営学部、大学院心理科学研究科実践臨床心理学専攻関連の 

図書を所蔵している。 

・図書館コンピュータシステムにより、全キャンパス図書館の蔵書検索、利用状況問合 

わせ、図書貸出予約などを可能としている。また、他キャンパス図書館にある図書を 

利用者が所属するキャンパス図書館で受け取れるサービスを実施している。 

・その他、電子ブック・ジャーナル、データベースなど多くのサービスを利用者に提供 

している。 

 

(2)体育施設と運動場 

・ 表 2－5－1、表 2－5－2 のとおりの体育施設と運動場がある。 

 

≪施設設備の維持・運営≫ 

・呉キャンパスの 3 号館及び 4 号館（現在はいずれも解体済み）、5 号館、体育館、クラ

ブハウスは昭和 56(1981)年以前の旧耐震基準で建築されている。このうち、5 号館は

図書館及び教室として使用しており、使用頻度が高いため、平成 26(2014)年度に耐震

補強改修工事を行った。3 号館、4 号館及びクラブハウスについては、平成 30(2018)

年度にて立替えを予定している。 

・ 施設設備の維持・管理等については、専任職員を配置し、専門業者への委託等により、

法令を遵守した適切な保守点検、維持修繕、運営管理を行っている。 

・ 施設設備の防火・防災・防犯の管理について「防火・防災管理規定」を制定し、管理

責任者及び必要な事項を定め、各管理責任者のもと、保安管理、事故予防措置等施設

の安全性維持に努めている。 

・ 定期的に学生及び教職員を対象として各キャンパスにおいて、防火・防災訓練を行っ

ている。 

・ 事故発生等緊急時の対応組織・措置を明確にし、訓練を行い、その他施設設備等につ

いても、それぞれ規定を定め、安全性確保を図っている。具体的には以下のとおり

である。 

1)火災、地震、風水害による被害に対しては、緊急対策本部及び自衛保安隊を組織し

て、被害を最小限にとどめる措置を講じている。また、東広島キャンパス及び呉キ

ャンパスに防火・防災管理者、広島キャンパスに防火管理者をそれぞれ置くととも

に、各室の火元・戸締責任者を置き、火気類の管理、設備の耐震性確保、盗難犯罪

事故防止等の安全管理に関して必要な措置を講じている。 

2)防犯については、保安業務を委託し、24 時間の警備体制を敷いている。また、外部

訪問者には、名札等で区分する等、防犯の徹底化を図っている。 

3)放射線管理に関しては、本学の保健医療学部及び薬学部の RI 実験施設等での教育・

研究のために実施する実験・実習において放射性同位元素等の取扱を規制すること

により、これらによる放射線障害の発生を防止し、公共の安全を確保することを目

的とした「放射線障害予防規程」を各学部で制定し、規程に則った放射線管理を行
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っている。 

4)動物実験に関しては、本学において動物実験を計画し、実施する際に遵守すべき事

項を定め、科学的かつ動物福祉の観点から適正な動物実験の実施を図ることを目的

として「広島国際大学動物実験に関する規定」を定めるとともに、実験動物飼育施

設を整備し、適切な管理を行っている。 

5)廃液・廃棄物に関しては、教育・研究において、環境汚染の原因となる有害物質を

含む実験廃液及び実験系廃棄物が不正に排出されることを防止し、大学及び周辺地

域の生活環境の保全を図るべく「広島国際大学廃液・廃棄物処理規定」を定め、排

出される廃液・廃棄物の貯留、運搬から処理委託業者への引渡しに至るまでの徹底

した管理を行っている。 

・ 学生間のコミュニケーションを支援するために、キャンパス毎に、表 2－5－1、表 2

－5－2、表 2－5－3 のとおりコミュニティー・スペースを設置しており、多くの学生

が利用している。 

・ 全キャンパスとも平成 10(1998)年度以降に新築の建物には、車椅子対応エレベーター

及び身体障がい者用トイレ、教室に車椅子用机を整備しており、バリアフリーに対応

している。 

・ 施設設備に対する学生の意見は、全学生を対象とする「学生意識・動向調査」（第 1

回：平成 22(2010)年 11 月、第 2 回：平成 23(2011)年 11 月、第 3 回：平成 24(2012)

年 11 月、第 4 回：平成 28(2016)年 1 月）により把握し、営繕課にて検討し、適切に

対応している。 

 

2-5-② 実習施設、図書館等の有効活用 

＜実習施設等の有効活用＞ 

(1)情報施設 

・ 情報処理教育の充実を図るため、平成 26(2014)年 3 月に東広島キャンパスの第 1～第

5 情報演習室、第 1 マルチメディア教室、自習室、呉キャンパスの情報処理演習室 1・

2、パソコン演習室 1、情報演習室、広島キャンパスの第 1～第 3 情報演習室のパソコ

ン、ネットワーク機器、サーバを更新した。 

・ デスクトップパソコン及びプリンターを備えた情報演習室とマルチメディア教室に加

え、学生所有のノートパソコンの持込接続も可能な自習室を設置している。デスクト

ップパソコンの台数は、東広島キャンパスに 411 台、呉キャンパスに 277 台、広島キ

ャンパス 96 台である。平日 9 時～22 時、土曜日 9 時～16 時 30 分まで授業で使用し

ていない時は自由に利用可能としている。 

・ 各キャンパスには、授業で使用しないオープン利用専用教室も設置している。各教室

の空き状況は、情報演習室利用状況確認システムにより、Web にて確認できる。 

・ 学内の多くの場所で、無線 LAN にてノートパソコン・スマートホン・タブレット端

末等の学内ネットワークへの接続を可能としている。 

・ 図書館本館 1・3 号館及び図書館呉分館においては、貸出用のノートパソコン 24 台を

設置している。 

・ 電子メールについては、全学生・教職員にアカウントを交付している。 
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・ インターネット接続の回線速度は、東広島・呉キャンパスにおいて 1 Gbps×2 回線と

なっており、利用者の要求を満たしている。 

・ インターネット接続については、Firewall により外部からの不正アクセス等に対処し

ており、フィルタリングソフトを稼動させたサーバを必ず経由させることで、有害情

報へのアクセスを制限している。また、VPN(Virtual Private Network)装置を設置し

て、外部から学内ネットワークへの接続手段を確保している。 

・ 事務用のネットワークは、セキュリティのために、教育用とは物理的に別のネットワ

ークを敷設しサーバ、パソコンを設置している。また、事務用ネットワークから教育

用ネットワークへの接続は、Firewall を介して接続し、情報の漏えいを防いでいる。

学生データ管理については、事務用基幹システム（CampusMate）にて、各部署の扱

う電子データは事務用ファイルサーバにて管理している。 

・ 学内のパソコンについてマイクロソフト社のライセンス調査を受けた結果、ライセン

ス保有を証明できないものがあった。対策として、平成 27(2015)年 4 月から、包括ラ

イセンス契約を行い、ライセンス違反のない環境を担保している。 

(2)多目的室（ラーニング・コモンズ） 

・平成 25(2013)年度に東広島キャンパスの多目的室（2 号館 5 階）及び平成 26(2014)

年度に広島キャンパスの 14 階、平成 27(2015)年度呉キャンパスの 3 階にグループワ

ーク用の机・椅子、電子黒板、ホワイトボードを設置し、学生の自立的学修を支援す

る環境を整備した。 

(3)アクティブラーニングスタジオ・アクティブラーニング教室 

・アクティブラーニング等を可能とするグループワークや体験学習、高度情報化社会に 

適応できる能力を養う学修に適した環境整備を行うため、平成 29(2017)年度に東広島 

キャンパス 3 教室及び呉キャンパス 2 教室の固定式机・椅子を可動式へ改修、壁面を 

ホワイトボード化することで、アクティブラーニング教室として整備し、平成

30(2018)年度から運用を開始した。その中でも、東広島キャンパスの 122 教室（1 

号館 2 階）と呉キャンパスの 2701 教室（2 号館 7 階）においては、マルチプロジェ 

クター、遠隔講義システムの設置により遠隔講義も可能なアクティブラーニングスタ 

ジオとして稼働している。 

(4)附属施設 

・ 心理臨床センターを広島キャンパスの 2 階に設置し、心の問題を持つ人に対して心理

臨床的援助活動を行うことで地域社会に貢献するとともに、大学院心理科学研究科実

践臨床心理学専攻及び臨床心理学専攻博士後期課程の大学院生のための実習施設とし

ての役割も果している。開室時間は、月曜日から土曜日（水曜日を除く）の 10 時～

17 時で、平成 29(2017)年度の来所者数は、延べ 2,064 人である。 

＜図書館の有効活用＞ 

・ 東広島キャンパスには、図書館本館 1 号館と図書館本館 3 号館に合計 126,648 冊の蔵

書、71 種の定期購読雑誌、視聴覚資料 4,658 点を所蔵し、面積は 1,658.81 ㎡、閲覧

席は 365 席である。 

・ 呉キャンパス図書館呉分館には、75,506 冊の蔵書、85 種の定期購読雑誌、視聴覚資

料 2,890 点を所蔵し、面積は 1,962.50 ㎡、閲覧席は 158 席であり、その他の学習室
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として 112 席を確保している。 

・ 広島キャンパス図書館広島分館には、14,603 冊の蔵書、21 種の定期購読雑誌、視聴

覚資料 631 点を所蔵し、面積は 142.18 ㎡、閲覧席は 16 席である。 

・ このように、3 キャンパスの図書館はいずれも、十分な学術情報資料を有している。 

・ インターネットによる蔵書検索に加え、本学内ネットワークからのアクセスであれば、

電子ブック（2,853 冊）、電子ジャーナル（25 種）、データベース検索（17 種）の閲覧・

利用も可能としている。 

・ 開館時間は、平日 9 時～20 時、土曜日 9 時～17 時であるが、試験集中期間中は 22

時まで延長し、日曜・祝日も開館している。 

・ 平成 20(2008)年度からサービスの向上と効率化のため外部委託での運営を始め、平成

29(2017)年度の年間開館日数は、委託前の 260 日から 297 日となった。 

・ 平成 29(2017)年度の入館者は、4 館合計で 1 日平均 832 人であった。 

 

2-5-③ バリアフリーをはじめとする施設・設備の利便性 

・学生寮及び学生研修棟には、車椅子の学生が生活できる居室を用意しており、入居者

の障がいに応じて改修工事等をおこない、バリアフリーに対応している。 

・教室には、車イスで聴講できる座席を用意している。 

・食堂には、車イス席を用意している。 

・キャンパス内には身障者等に対応した多目的トイレを設置するとともに建物入口には 

スローブを設置している。 

 

2-5-④ 授業を行う学生数の適切な管理 

・ 教育効果の向上を図るため、原則として、演習、実習及び実験科目については、1 つ

の科目を複数教員が担当することで、教員 1 人当たりの学生数が少人数となるよう配

慮している。また、一部科目については、2 組に分け 1 クラスを 30 人から 60 人程度

としている。 

・ 講義科目においても、1 クラスの人数が多い場合には、クラス分けを行うことで教育

効果を得ている。 

 

（3）2－5 の改善・向上方策（将来計画） 

・図書館における書架の狭隘化への改善策として、広島国際大学図書廃棄規準を作成し、 

組織的に図書廃棄規準に該当する図書の廃棄を進めていく。 

 

2－6 学生の意見・要望への対応 

2-6-① 学修支援に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

2-6-② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の 

意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

2-6-③ 学修環境に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

 

（1）2－6 の自己判定 
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基準項目 2－6 を満たしている。 

 

（2）2－6 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

 

2-6-① 学修支援に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

・学生の意見・要望を汲み上げるために、以下のシステムがある。 

1)学生意識・動向調査 

・全学生を対象とする「学生意識・動向調査」（第 1 回：平成 22(2010)年 11 月、第 2

回：平成 23(2011)年 11 月、第 3 回：平成 24(2012)年 11 月、第 4 回：平成 28(2016)

年 1 月）を実施し、学生生活全般の意識・要望等を調査した。これらの結果は、毎

年調査後に学生へのフィードバックを行っている。さらに、平成 25(2013)年 6 月に

は、教職員向けの報告会を行い、大学の抱える課題等を提起した。 

2)VOS(Voices of Students) 

・VOS は個々の学生が直接、意見や要望を訴える制度である。学生は指定のフォーマ

ットに記名記述し、学内 6 箇所（東広島キャンパス 3 箇所、呉キャンパス 2 箇所、

広島キャンパス 1 箇所）に設置した回収箱に投函する。職員は学生の名前を伏せ、

当該部署等に回答を求め、同時に必要な対策を検討・実施し、結果を学生に知らせ

ている。 

3)学長 Cafe 

・学長が学生の要望や意見等を直接聴き、学生のニーズに応じた適切な支援につなげ

る「学長 Cafe」を各キャンパスで年複数回開催している。毎回 10 人前後の学生が

参加し、活発な意見交換がされている。 

4)ブックハンティング・館長カフェ 

 ・学生、教員、図書館スタッフが直接書店に出向き、共同で図書選書を行うブックハ 

ンティング、図書館長が学生から図書館に対しての要望や意見等を聴く館長カフェ 

を年 2 回開催している。2017 年度前期までは別日で開催していたが、2017 年度 

後期から、午前中にブックハンティング、午後から館長カフェを同日開催すること 

により、館長カフェにおいて学生が要望や意見を言い易い雰囲気づくりに努めてい 

る。2017 年度ブックハンティング学生参加者数 21 名、館長カフェ学生参加者数 13 

名であった。 

 

2-6-② 心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関する学生の意

見・要望の把握・分析と検討結果の活用 

・東広島キャンパス、呉キャンパス、広島キャンパスに学生相談室を開設し、心身に関

する健康相談、学生生活に関する相談を受付けている。 

・定期的に学生相談室カンファレンスを実施している。本カンファレンスでは学生から

の意見、要望や気付き等を情報共有し、対応策等を検討の上、次回の個別相談等にフ

ィードバックさせている。 

 

2-6-③ 学修環境に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用 
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・学生の意見・要望を汲み上げるために、以下のシステムがある。 

1)VOS(Voices of Students) 

・VOS は個々の学生が直接、意見や要望を訴える制度である。学生は指定のフォーマ

ットに記名記述し、学内 6 箇所（東広島キャンパス 3 箇所、呉キャンパス 2 箇所、

広島キャンパス 1 箇所）に設置した回収箱に投函する。職員は学生の名前を伏せ、

当該部署等に回答を求め、同時に必要な対策を検討・実施し、結果を学生に知らせ

ている。 

 

（3）2－6 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 急激に増加した心の相談の内容を精査・分析し、適切な対応が図れるよう、学生相談

室と保健室を中心に、精神衛生面の支援体制を整備していく。 

・ 今後も学生、教員、図書館スタッフが共同で図書館運営を行うために、ブックハンテ

ィング、館長カフェなどを継続的に企画開催し、学生のニーズに応じた蔵書構築、サ

ービスの向上を行う。 

 

［基準 2 の自己評価］ 

・本大学のアドミッション・ポリシー及び学科・専攻のアドミッション・ポリシーは明 

確であり、大学の公的印刷物や本学ホームページにより公表され、全教職員に認知さ 

れている。 

・アドミッション・ポリシーに基づいて受け入れた学生に対し、適切な教育課程の下に 

十分な人数の教職員と適切なクラスサイズで教育を行っている。 

・学生の就職状況や国家試験合格率から判断して、各学部・学科における現状の教育内 

容・方法はその目的に沿って機能しており、キャリア支援体制も適切に実施されてい 

る。 

・学生に対する様々な経済的支援を実施しており、さらに、教育及び学生生活を行うた

めの施設・設備も充実している。 

・授業、学生支援及び施設・設備に対する学生の意見・要望を汲み上げる仕組みは適切

に整備され、意見・要望の把握と分析結果に基づき、支援を行っている。 

 

基準 3．教育課程 

3－1 単位認定、卒業認定、修了認定 

3-1-① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーの策定と周知 

3-1-② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修

了認定基準等の策定と周知 

3-1-③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等の厳正な適用 

 

（1）3－1 の自己判定 

基準項目 3－1 を満たしている。 

 

（2）3－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 
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3-1-① 教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーの策定と周知 

・平成 23(2011)年度に全学のディプロマ・ポリシーを制定し、学生手帳及び本学ホーム 

ページ等に明示している。 

 

3-1-② ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修

了認定基準等の策定と周知 

≪単位認定≫ 

・ 単位については、本大学学則第 25 条、本大学院学則第 14 条、助産学専攻科規定第

14 条に単位の計算方法等で規定されている。1 授業時間（授業時間割の 1 時限）を

90 分とし、これを単位換算における 2 時間としている。講義及び演習については、15

時間から 30 時間までの範囲で、本学が定める時間の授業をもって 1 単位としている。

実験及び実習については、30 時間から 45 時間までの範囲で、本学が定める時間の授

業をもって 1 単位としている。 

・1 学期の授業は、16 週を確保し、そのなかで期末試験等を行っている。 

・ 期末試験等により、本学の定める授業時間を下回ることがないよう、シラバス作成時

にその旨を記載したシラバス作成要領を授業担当教員に配付している。 

・ ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準を策定し、新たな学修評価システムの

検討など継続的に見直しも行っている。 

  

≪進級、卒業認定、修了認定≫ 

[学部・学科] 

・ 修業年限は、4 年（薬学部は 6 年）である。 

・ 在学年数は、4 年以上 8 年以内（薬学部では 6 年以上 12 年以内）である。 

・ 薬学部では、上位年次配当科目の履修要件を年次ごとに設定しているが、その他の学

部では設定していない。 

・ 各学科の卒業要件は、学則第 30 条に規定されており、表 3－1－1 に示すように、そ

れぞれの学科で定めている。 

・ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認定基準を策定し、 

 新たな学修評価システムの検討など継続的に見直しを行っている。 



広島国際大学 

46 

表 3－1－1 卒業に必要な単位数 

 

学部 学科／専攻 
共通教育 

科  目 

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 

科 目 

オプション 

科  目 

専門教育 

科  目 
計 

保健医

療学部 

診療放射線学科 
18 単位 

以上 

6 単位 

以上 
 ー 

106 単位 

  以上 

130 単位 

以上 

医療技術

学科 

臨床工学専攻 
18 単位 

以上 

6 単位 

以上 
 － 

100 単位 

  以上 

124 単位 

以上 
臨床検査学専攻 

救急救命学専攻 

総合リ

ハビリ

テーシ

ョン学

部 

リハビリ

テーショ

ン学科 

理学療法学専攻 
19 単位 

以上 

6 単位 

以上 
－ 

99 単位 

以上 

124 単位 

以上 

作業療法学専攻 
19 単位 

以上 

6 単位 

以上 
  － 

106 単位 

 以上 

131 単位 

以上 

言語聴覚療法学

専攻 

19 単位 

以上 

6 単位 

以上 
  － 

103 単位 

  以上 

128 単位 

以上 

リハビリ

テーショ

ン支援学

科 

義肢装具学専攻 
19 単位 

以上 

6 単位 

以上 
－ 

99 単位 

以上 

124 単位 

以上 

医療福

祉学部 

医療福祉

学科 

医療福祉学専攻 
19 単位 

以上 

6 単位 

以上 
－ 

99 単位 

以上 

124 単位 

以上 
介護福祉学専攻 

保育学専攻 

医療経

営学部 
医療経営学科 

19 単位 

以上 

6 単位 

以上 
－ 

99 単位 

以上 

124 単位 

以上 

心理学

部 
心理学科 

34 単位 

以上 
－ － 

90 単位 

以上 

124 単位 

以上 

看護学

部 
看護学科 

19 単位 

以上 

6 単位 

以上 
 － 

103 単位 

以上 

128 単位 

以上 

薬学部 薬学科 
24 単位 

以上 
－  － 

162 単位 

 以上 

186 単位 

以上 

医療栄

養学部 
医療栄養学科 － 

15 単位 

以上 

10 単位 

以上 

100 単位 

 以上 

125 単位 

以上 

 

 

[研究科・専攻] 

・本大学院の修了及び学位の取得要件は本大学院学則に規定されており、研究科・専攻 

ごとに定められている。 

・本大学院の修了要件については、次の(1)から(4)のように決められている。 

1)博士前期課程及び修士課程 

・当該課程に 2 年以上在学して、所定の授業科目について 30 単位以上を修得し、 

かつ、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文の審査及び最終試験に合格すること。 



広島国際大学 

47 

2)博士後期課程 

・当該課程に 3 年以上在学して、所定の授業科目について 16 単位以上を修得し、 

かつ、必要な研究指導を受けたうえ、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。 

3)薬学研究科博士課程 

・当該課程に 4 年以上在学し、所定の授業科目について 34 単位以上を修得し、 

かつ、必要な研究指導を受けたうえ、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。 

4)専門職学位課程 

・当該課程に 2 年以上在学して、所定の授業科目について 50 単位以上を修得する 

こと。 

・本大学院のすべての課程において、進級要件は設けていない。 

 

[助産学専攻科] 

・修了要件は、助産学専攻科規定に規定されている。 

 

≪成績≫  

[全学] 

・シラバスに記載されている評価基準は、レポートや試験等の評価対象ごとの配分割 

合の合計が 100％になるよう示しているだけで、到達目標ごとの採点の基準は明確 

となっていない。 

・科目の成績は、平成 24(2012)年度以前の入学生については、「5・4・3・2・1・＊」 

の 6 種の評語をもって表し、「5・4・3」を合格とする。平成 25(2013)年度入学生か 

らは、「S・A・B・C・D・E・＊」の 7 種の評語をもって表し、「S・A・B・C」を 

合格とする。学業成績の評価基準は、表 3－1－2 に示すとおりである。 
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表 3－1－2 学業成績の評価基準 

平成 24(2012)年度以前の入学生 

評語 5 4 3 2 1 ＊ 

100 点満点 100～80 79～70 69～60 59～30 29～0 
評価不能 

合否 合格 不合格 

（注） ・非受験、レポート未提出及び授業に出席していない等により、成績が評価できない場合は、「＊」と表示する 

 ・編入学等で単位認定を受けた場合は「認」と表示する 

 ・大学院における演習及び特別研究は、単に合格または不合格をもって示すことがある 

 

平成 25(2013)年度以降の入学生 

（注） ・非受験、レポート未提出及び授業に出席していない等により、成績が評価できない場合は、「＊」と表示する 

 ・編入学等で単位認定を受けた場合は「認」と表示する 

 ・点数等で評価できない、実験・実習、特別研究等の授業科目の場合、合格は「G」、不合格は「F」と表示する 

[学部・学科] 

・既修得単位や外部試験の成績等による単位認定、留学生特例科目については、次の

1)から 6)のように決めている。 

1)他大学等での既修得単位の取り扱い 

・入学前における他大学または短期大学等での既修得単位の取り扱いについては、本 

大学学則第 23 条に基づき認定が行われる。 

・他大学を卒業あるいは 2 年以上在籍して中途退学した者、短期大学を卒業した者、 

高等専門学校を卒業した者、文部科学大臣の指定する専門学校を卒業した者が、そ 

れまでに修得した単位の取り扱いについて、当該学生の単位認定申請により、その 

学修教育内容及び単位数を本学の教育課程と照合のうえ、教務委員、学科長が調査 

を行い、30 単位を限度として、教授会の議を経て学部長が認定している。 

2)本学園が設置する大学間における既修得単位の取り扱い 

・本学園が設置する大学（本大学、大阪工業大学、摂南大学）間の転入学制度が設け

られている。この際に、学業成績の読み替えについては、上記(1)の他大学の場合と

同様に適切に行われている。 

3)転学部・転学科における既修得単位の取り扱い 

・転学部・転学科の制度が設けられており、志望先に欠員のある場合に限り、1～3 年

次年次への転学部・転学科を許可している。この際に、在学中の学業成績を基に志

望先学科の学科長、教務委員と受け入れの可否について面談を行い、教授会で審議

している。また、学業成績の読み替えについても教授会で審議され、適切に行われ

ている。 

4)外部試験の成績による単位認定  

・TOEIC の試験において、470 点以上で 1 単位、600 点以上で 2 単位を当該学生の申

評語 S A B C D E ＊ 

100 点満点 100～90 89～80 79～70 69～60 59～30 29～ 0 

評価不能 
GP 

（グレードポイント） 
4 3 2 1 0 0 

合否 合格 不合格 
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請により認定し、成績は「認」と表示する。認定対象科目は英語の共通教育科目が

指定されている。 

5)海外研修による単位認定 

・韓国大田大学校（大田広域市）において実施している海外語学研修（韓国語）に参

加し修了した学生で、単位認定の申請があった場合は、外国語科目「韓国語 a（韓

国語Ⅰa）」もしくは「韓国語 b（韓国語Ⅰb）」から 1 単位を認定し、学業成績通知

書に「認」と表示している。 

6)留学生特例科目 

・外国人留学生を対象として、「日本事情Ⅰ」、「日本事情Ⅱ」、「日本語Ⅰa」、「日本語

Ⅰb」、「日本語Ⅱ」を共通教育科目として 1 年次から 2 年次に開講し、修得した単

位を、「日本事情Ⅰ」は共通基礎社会科学の 2 単位、「日本語Ⅰa」、「日本語Ⅰb」、「日

本語Ⅱ」は外国語の 6 単位までとして代えることができる。 

 

3-1-③ 単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等の厳正な適用 

・各授業科目の成績評価は、本大学学則第 26 条、本大学院学則第 20 条、助産学専攻科 

規定第 15 条に規定されており、各授業担当教員が学生個々の学修過程と学修成果を 

総合的に判定し、厳正に評価している。評価基準は、各授業のシラバスに明記されて 

いる。 

・成績評価結果に疑義がある場合の申し立てについては、学期ごとに期間を定めて受付 

を行っており、評価の適正化に努めている。 

・保健医療学部、総合リハビリテーション学部、医療福祉学部、医療経営学部、看護学 

部では、平成 28(2016)年度の入学者より進級要件を年次ごとに設定している。 

・医療栄養学部では、平成 30(2018)年度の入学者より進級要件を設定している。 

・ 卒業判定は各学部の教授会において厳正に行われている。 

・修了判定は各研究科の研究科委員会において厳正に行われている。 

 

（3）3－1 の改善・向上方策（将来計画） 

・シラバス記載の評価基準が配点の比率のみのため、ルーブリック等を利用した明瞭な 

採点基準を検討していく。 

・本学のディプロマ・ポリシーに基づいた人材育成となるよう、在学中の成績推移の可 

視化による学修指導体制の整備や正課の学業成績だけでなく、正課外活動も取り入れ

た総合的なディプロマ・ポリシー達成度を計る学修評価システム（ディプロマ・サ 

プリメント）の構築を図っていく。 

 

3－2 教育課程及び教授方法 

3-2-① カリキュラム・ポリシーの策定と周知 

3-2-② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性 

3-2-③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成 

3-2-④ 教養教育の実施 

3-2-⑤ 教授方法の工夫・開発と効果的な実施 
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（1）3－2 の自己判定 

基準項目 3－2 を満たしている。 

 

（2）3－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3-2-① カリキュラム・ポリシーの策定と周知 

≪教育課程編成方針≫ 

・ 本学は、本学園の建学の精神、本学の目的に基づいた本学の教育の理念及び学部・学

科並びに研究科・専攻の教育目的を達成するために、平成 25(2013)年度に以下の「教

育・研究の指針」を定め、「学生手帳」及び本学ホームページ等に明示している。 

1)慈愛のこころ 

医療者として、教育機関の職員として、社会の一員として他者を慈しむ。 

2)探求のこころ 

健康・医療・福祉を学ぶひと、究めるひと、支えるひと、それぞれが新しいもの

を創造し、常によりよい方向を目指す。 

3)調和のこころ 

地域の人々、職場の人々と互いの異なるところを認め合い、それを踏まえて共に

力を合わせてまとめ上げていく。 

・ 全学のカリキュラム・ポリシーを平成 22(2010)年度に制定した。さらに、教育・研究

の指針に基づき、平成 25(2013)年度に改定し、「学生手帳」、ホームページ等に明示し

ている。 

・ 平成 25(2013)年度の全学のカリキュラム・ポリシーの改定と同時に、学部・学科、研

究科・専攻及び助産学専攻科のカリキュラム・ポリシーを制定し、ホームページに明

示している。 

 

3-2-② カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性 

・本大学では、カリキュラム・ポリシー及びディプロマ・ポリシーに基づいて各学部 

学科の教育目的を達成できるようカリキュラムを編成している。 

・カリキュラム・ポリシーはディプロマ・ポリシーが達成できるよう編成されている。 

 また、総合教育センターを中心に各ポリシーの内容や一貫性の点検を行える体制を 

構築しており、時代と共に変化する社会からの要請に対応できるよう、常に学修や 

 教育目標を見直している。 

 

3-2-③ カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成 

[全学] 

・本学の教育の理念を明確にするために、カリキュラム・ポリシーを制定し、ホームペ

ージ並びに学生手帳等に明示し、学内外に周知している。 

・ 本学の教育課程は、本大学及び各学部・学科、研究科・専攻並びに助産学専攻科のカ

リキュラム・ポリシーに基づき、体系的に編成されている。 

・ 各学部・学科、研究科・専攻及び助産学専攻科の教育目的は、以下の(1)から(5)に述べ
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る教育方法等に反映されており、本学の教育の特色となっている。 

1)少人数制教育 

・1 年次の「チュートリアル」、「アカデミックリテラシー（基礎ゼミナール）」及び各

学部の「卒業研究」をはじめとして、演習・実習、外国語科目等を少人数制で行い、

学生の実践的能力を高めている。 

2)実験・実習を重視した実践的・体験的な教育 

・各学科ともに、学内に現場同様の施設設備を有し、少人数による実験・実習を行っ

ている。 

・リハビリテーション学科の理学療法学専攻及び作業療法学専攻においては、学内教

育によって学外臨床実習に臨む学力や技術力が十分養えたかについて評価する客観

的臨床能力試験 (OSCE:Objective Structured Clinical Examination) を平成

26(2014)年度より外部評価者を交えて実施し、その成果を評価している。 

・薬学部では第 5 年次配当授業科目「学外実務実習」の履修に、薬学共用試験セン 

ターの客観試験(CBT)と客観的臨床能力試験(OSCE)の合格を必須の条件としてい

る。 

3)専門職連携教育（IPE:Interprofessional Education、以下「IPE」という） 

・高度化・専門化が進む健康、医療、福祉領域の現場において求められる「チーム医

療」の推進役となる人材を育成するために、平成 25(2013)年度入学生から全学科を

対象に、IPE を導入した。 

・この IPE を通じて、本学の学生は、健康、医療、福祉領域の職場だけではなく、一

般企業においてもチームとして活動するための必要な知識と力を身につけることが

できる。 

4)国際化への対応 

・2 年次に特講科目として、「Global Communication」を配置しており、英語のみを

使用した講義を行っている。 

・総合教育センターの「学力推進部門」を中心に、少人数制の英会話講座を実施して

いる。また、正課の授業科目である英語教育において、「習熟度試験（英語）」によ

り習熟度別クラス編成を行っている。 

・さらに、国際交流センターでは、学生の海外留学・研修の推進及び留学生の受け入

れ等に必要な指導助言を行っている。 

5)資格取得への体制とキャリア育成教育の充実 

・国家資格等の取得をめざす学科等においては、それぞれの養成施設の指定規則に則

った、カリキュラム編成とし、社会の要請に基づき、対応している。また、資格取

得に向けてきめ細かな学修支援を行っている。 

・共通教育では、一部の学部でキャリア開発科目「キャリア開発演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」を

開講しており、「キャリア開発演習Ⅰ」を必修としている。 

・国家資格をめざす学科では、「キャリア開発演習Ⅰ」に代えて、専門科目において、

めざす職業の専門性・業務内容を理解するためのキャリア教育科目を開講している。 

・エクステンション講座の開講や資格取得奨励金制度を設けて、キャリア育成を行っ

ている。 
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[学部・学科] 

・各学部・学科は、カリキュラム・ポリシーに基づいて、各学部・学科の教育目的を 

達成するためのカリキュラムを編成している。 

・資格取得については、表 3－2－1 に示した国家資格等の取得に向け、正課の授業科 

目に加えて特別講座を開講する等、積極的な学修支援を行っている。その結果、各 

種国家資格等の合格率は表 3－2－1に示すとおり概ね全国平均と同等あるいはそれ 

以上の好成績を残している。 

 

表 3－2－1 2017 年度国家資格等の合格率と全国平均合格率 

国家資格等 本学合格率 全国平均合格率 

診療放射線技師 100.0％ 75.3％(84.8％) 

臨床工学技士 93.0％ 73.7％(82.8％) 
臨床検査技師 90.2％ 79.3％(90.5％) 

救急救命士 96.0％ 85.0％(91.2％) 

理学療法士 95.0％ 81.4％(87.7％) 
作業療法士 100.0％ 77.6％(85.2％) 

言語聴覚療法士 96.4％ 79.3％(91.3％) 

義肢装具士 88.9％ 85.3％(89.5％) 

社会福祉士 64.6％ 30.2％(54.6％) 
精神保健福祉士 86.7％ 62.9％(76.9％) 
診療情報管理士(日本病院会認定) 71.8％ 66.3％(―) 
看護師 98.3％ 91.0％(96.3％) 
保健師 79.2％ 81.4％(85.6％) 
助産師※1 100％ 98.7％(99.4％) 
薬剤師 83.1％ 70.5％(84.8％) 
臨床心理士（日本臨床心理士資格認定協会）※2 100％ 65.5％ 

 

（※1）助産学専攻科 

（※2）大学院心理科学研究科実践臨床心理学専攻（専門職学位課程） 

表中の全国平均合格率における括弧は、新卒受験者の合格率である 

・共通教育科目では、それぞれの系列・分野ごとに卒業に必要な単位数を設け、修得す

る科目の偏りを防いでいる。 

・専門教育科目は、専門基礎とその学科特有の専門科目があるが、専門科目は、実務を

意識した系列・分野に分けられ、それぞれの系列・分野ごとに修得する単位数を設け、

偏りなく科目を修得するように配慮されている。 

・保健医療学部、総合リハビリテーション学部、医療福祉学部、医療経営学部、心理学

部、看護学部、医療栄養学部では、特定の実習科目、演習科目を履修するための先修

科目を設けて科目履修の順序性に配慮している。 

・単位制度の実質を保つため、履修登録単位数の上限を学科ごとに定めている。 

・薬学部では、上位年次配当授業科目の履修要件を設けている。 

・各学科のシラバスは、本学が定める統一した様式に従って記載され、共通教育科目は 

総合教育センター長により、また、専門教育科目は各学科長により点検、確認を受け 

た上で最終決定している。シラバスは電子化され、平成 19(2007)年度より、学内外に 

公開されている。 
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・共通教育科目と各学部の専門教育科目について、カリキュラムツリー（履修系統図） 

を作成し、学生がカリキュラムの体系性を認識できるよう、本学ホームページに掲載

している。 

・総合教育センターを中心に、各科目の到達目標とディプロマ・ポリシーに掲げる項目

が対応しているかどうかを検証し、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシー

の見直しも含め、平成 32(2020)年度に向けてカリキュラム改定を進める。 

また、学生の学修成果の評価について、本大学がその目的、達成すべき質的水準、評

価の実施方法などについて定めた「アセスメント・ポリシー」を整備する予定である。 

 

[教職課程] 

・表 3－2－2 に示す教員免許状を取得するための教職課程科目が設けられている。 

 

表 3－2－2 教職課程において取得可能な教員免許状 

学科・専攻 免許状の種類 免許教科 
2017 年度

取得者数 

医療栄養学部 栄養教諭一種免許状 － 9 人 

[研究科・専攻] 

・ 本大学院の教育課程は、各研究科・専攻の教育目的を達成するため、各研究科長・専

攻長を中心とした協議を経て編成されている。 

・ 各専攻のシラバスは、本学が定める統一した様式に従って記載され、各専攻長が点検、

確認を行い最終決定している。 

 

[助産学専攻科] 

・ 助産学専攻科の教育課程は、助産学専攻科の教育目的を達成するため、専攻科長を中

心とした協議を経て、編成されている。 

・ 助産師国家試験合格に向けた学修支援として、個別指導等を行っている。平成

29(2017)年度の合格率は 100％で全国平均を上回る結果であった。 

・助産学専攻科のシラバスは、本学が定める統一した様式に従って記載され、助産学専 

攻科長が点検、確認を行い最終決定している。 

 

3-2-④ 教養教育の実施 

・本大学では教養教育は共通教育科目（平成 30(2018)年度以降、順次スタンダード科目

及びオプション科目へ移行）によって行っている。 

・総合教育センターには、「学力推進部門」、「共通教育検討部門」、「教学企画運営部門」、

「専門職連携教育（IPE）推進部門」、「FD・SD 部門」、「ICT 活用教育推進部門」、キ

ャリア教育推進部門」、「医学教育推進部門」を設置しており、「共通教育検討部門」が

中心となって「学力推進部門」とともに本学の全学的共通教育全般について推進・改

善を図っている。 

・教務部長（副学長）を委員長とする「総合教育推進委員会」において、学長の方針の

下、共通教育を含めた全学的な教育に関する基本方針等の事項を審議している。 
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・共通教育の実施にあたっての学部単位あるいは全学的な取組みについては、総合教育

推進委員会小委員会と教務委員会の連携により決定される。 

・共通教育担当教員は、いずれかの学科に分属配置されていることから、専門教育と共

通教育の連携が図りやすくなっている。 

・さらに、共通教育を担当する教員の中から教務委員会の委員を選出し、教務委員会に

おいて委員とすることで専門教育と連携を取っている。 

・共通教育担当教員は平成 26(2014)年 4 月から、共通教育の組織的な運営の充実を図る

ため、各学科と総合教育センターとの兼任とした。 

・ さらに、平成 27(2015)年度から、各学部に配分されていた共通教育関係予算を総合教

育センター予算として配分することにより、共通教育の責任体制をより明確にした。 

・ 共通教育担当教員で構成される総合教育センターの「共通教育検討部門」と「学力推

進部門」とが連携を取りながら、本学の共通教育を充実するために企画・立案を行っ

ている。 

・ 総合教育センターの「共通教育検討部門」には、分野別に、「教養部会」、「数理部会」、

「情報・統計部会」、「保健体育部会」、「外国語部会」の 5 部会を設置し、各部会単位

で共通教育の改善について検討し、検討結果を「共通教育検討部門」で統合して、共

通教育の改善・向上に反映している。 

・総合教育センターの「共通教育検討部門」、「学力推進部門」、「教学企画運営部門」の

3 部門において共通教育の充実を図っており、「学力推進部門」には各学科の教員も加

わり、本大学の初年次における基礎学力の底上げを推進している。 

 

3-2-⑤ 教授方法の工夫・開発と効果的な実施 

[学部・学科] 

・平成 25(2013)年度入学生から、科目の成績の評語変更に伴い、GPA(Grade Point 

Average)制度を導入した。 

・平成 25(2013)年度入学生から、GPA 制度を教育の質の向上につなげるため、履修単

位数の上限（キャップ）を設定した。 

・GPA 及びキャップの制度については、履修申請要領や履修ガイダンスにより、学生に

周知している。 

・履修単位数の上限は各学科 48 単位に設定しており、原則として上限単位数以内での

履修をアカデミック・アドバイザーが指導している。 

・チュートリアル担当教員等がアカデミック・アドバイザーとなり、十分な指導を行っ

て、GPA 制度の導入を教育の質の改善につなげている。 

・履修単位数の上限は半期ごとに設け、履修申請直前半期の GPA が高い成績優秀学生

については、上限を超える履修登録を認めている。 

・学修意欲の高い学生については、アカデミック・アドバイザーが当該学生と協議の上、

学部長が許可した場合に履修単位数の上限を超える履修登録を認めている。 

・授業外学修時間を確保するため、シラバスの授業の流れのなかに準備学習の項目を設

け、予習や復習等を指示している。 

・FD 活動の一環として、学生の授業に関する意見を汲み上げる「受講生満足度調査」
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を毎年度前期及び後期に実施し、授業外学修時間を確認している。 

・FD 委員会は、「受講生満足度調査」に加え、教員相互の「授業公開」を実施して、教

員の授業改善の工夫等の実態把握に取り組んでいる。平成 29(2017)年度の授業公開数

は、前期 40 科目であった。後期からは、「授業参観ウィーク」として、より参加しや

すい実施方法に改善し、後期だけで 130 科目の公開があった。 

・平成 25(2013)年度より、双方向学修ツールとして「クリッカー」を導入している。こ

れにより、授業の質向上、即時のテストやアンケートによる学生の緊張感維持、学生

の理解度把握による授業の臨機応変な展開が可能となっている。 

・授業運営を効率よく支援する LMS（Learning Management System）として、平成

26(2014)年度から運用を開始した授業支援システム「CoursePower」により、学生へ

の教材・課題の提示や評価をインターネットを利用して行っている。授業時間だけで

なく授業時間以外の効率的な学修やスピーディな学生へのフォローを可能としている。 

・平成 29(2017)年度から「講義自動収録配信システム」を導入し、予習・復習に向けて

活用を推進している。 

・平成 26(2014)年度にタブレットを 100 台購入し、双方向コミュニケーションシステ

ム（PInT）を導入することで ICT を活用した教育方法の改善につなげている。 

・医学領域の基礎学力強化のために、平成 27(2015)年度から「目で見る病気」、「やさし

い栄養学」等医学や看護、保健関連のビデオ教材をネットワーク配信する「ビジュラ

ンクラウド」を導入している。 

・新入生の英語・国語・数学・理科・社会科目の基礎学力の確認及び向上を目的とし、

平成 27(2015)年度から e-learning システムとして「広国ドリル」を導入した。 

・共通教育の英語教育は、入学直後のプレイスメントテストにより、習熟度別のクラス 

編成を行い、レベルに応じた指導を行っている。平成 25(2013)年度より、新入生を対 

象として、数学習熟度試験を全学的に実施している。これは、基礎的な数学能力と入 

学後の学修に必要な論理的思考力について学生の状況を把握し、指導していくことを 

目的としている。 

・薬学部では、入学直後と初年次の前期終了時に、全国規模で開催される薬学部専用プ

レイスメントテストを実施して学生の学力を把握し、初年次教育、学生の個別指導に

活用している。 

 

[研究科・専攻] 

・各研究科（実践臨床心理学専攻を除く）とも、特別研究の中間発表会を開催するとと

もに関連学会・公開講座での発表を推奨して、教育研究の向上を図っている。実践臨

床心理学専攻については、特別研究の中間発表会に代わり、事例研究中間発表会を開

催している。 

 

[助産学専攻科] 

・ 助産学専攻科は、選択科目として、「国際母子保健学」、「家族関係論」を設置し、より

広い視野で母子の健康をとらえる能力を養う工夫を行っている。 
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（3）3－2 の改善・向上方策（将来計画） 

 [学部・学科] 

・平成 32(2020)年度には、学部学科の改組やカリキュラムの改定も予定している。 

・IPE プログラムについては平成 32(2020)年度から、導入する新カリキュラムにお 

いて、全て必修科目とする予定である。 

 

3－3 学修成果の点検・評価 

3-3-① 三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価方法の確立とその運用 

3-3-② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果の

フィードバック 

 

（1）3－3 の自己判定 

基準項目 3－3 を満たしている。 

 

（2）3－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

3-3-① 三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価方法の確立とその運用 

・「受講生満足度調査」を毎年度前期及び後期に実施し、学生の授業に対する要望を点 

検・評価している。 

・「受講生満足度調査」は、「学生の授業への取組み方」、「授業内容と教員の評価」、「授 

業の総合評価」の 3 つの大項目について実施しており、その結果を各教員へフィード 

バックすることで、授業の改善に役立てている。 

・授業評価は全教員を対象とし、前期・後期それぞれ 1 科目以上で実施している。平成 

29(2017)年度の「受講生満足度調査」は、前期 222 科目、後期 181 科目である。 

・「健康、医療、福祉の分野において活躍しうる職業人の育成」という教育目的の達成状 

況は、国家資格等の合格率及び就職率で示すことができると考える。 

(1)各種国家資格等の合格率は表 3－2－1 に示すとおり概ね全国平均と同等あるいは

それ以上の好成績を残している。 

(2)就職率は全学部で 98.3％（平成 29(2017)年度実績）と、高い率を達成した。 

・平成 27(2015)年 4 月に IR センターを設置し、IR を推進することで教育・研究の点検・ 

評価・改善を行うこととした。 

・ IR センターでは国家試験等の合格率や就職率の向上に向けてデータ収集・分析を行い、

関係学部や事務部署へフィードバックすることで教育目的の達成につなげている。 

 

3-3-② 教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・評価結果の

フィードバック 

・ 「受講生満足度調査」のアンケート結果は教員へフィードバックされ、それに基づき

授業改善につなげている。平成 24(2012)年度からは、教員が改善した内容について掲

示により学生にフィードバックしている。 

・ 「受講生満足度調査」の評価が高かった教員を、授業への取り組みについて FD 研修

会において教職員へ紹介することで顕彰し、他の教員の授業改善に役立てている。 
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・ 国家試験の合格率及び就職率により教育目的の達成度を評価し、その結果は学部長会

議や教授会等をとおして教職員へフィードバックされており、学部・学科で改善につ

いて個別に議論されているが、これらを全学的な改善につなげる体制にはなっていな

い。 

 

（3）3－3 の改善・向上方策（将来計画） 

[学部・学科] 

・ 平成 32(2020)年度の新カリキュラムの導入に向けて、総合教育センターの「FD・SD

部門」と FD 委員会を中心に、学修指導の改善を図る。 

・ 教員相互の「授業公開」における「公開授業聴講コメント」の内容と、学生による「受

講生満足度調査」との関連性を分析し、授業の改善に活かしていく。 

 

［基準 3 の自己評価］ 

・本大学のアドミッション・ポリシー及び学科・専攻のアドミッション・ポリシーは明 

確であり、大学の公的印刷物や本学ホームページにより公表され、全教職員に認知さ 

れている。 

・アドミッション・ポリシーに基づいて受け入れた学生に対し、適切な教育課程の下に 

十分な人数の教職員と適切なクラスサイズで教育を行っている。 

・学生の就職状況や国家試験合格率から判断して、各学部・学科における現状の教育内 

容・方法はその目的に沿って機能しており、キャリア支援体制も適切に実施されてい 

る。 

・授業、学生支援及び施設・設備に対する学生の意見・要望を汲み上げる仕組みは適切 

に整備され、意見・要望の把握と分析結果に基づき、支援を行っている。 

 

基準 4 教員・職員  

4－1 教学マネジメントの機能性 

4-1-① 大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップの確

立・発揮 

4-1-② 権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した教学マネジメントの構築 

4-1-③ 職員の配置と役割の明確化などによる教学マネジメントの機能性 

 

（1）4－1 の自己判定 

基準項目 4－1 を満たしている。 

 

（2）4－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-1-① 大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダーシップの 

確立・発揮 

・ 本大学の最高意思決定機関である学部長会議は、学長が招集し議長となり、重要な事

項を審議しており、学長のリーダーシップのもとに適切に整備され、十分に機能して

いる。 
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・ 学内意思決定機関である、学部長会議、大学院委員会、教授会、大学院研究科委員会、

その他各種委員会は、各分掌により諸問題を検討するとともに、学長の諮問事項につ

いて審議する機関としても機能している。 

・ 本学園の規定「職制に関する規定」の第 7 条において、「学長は、理事長の命を受け

て大学教学運営を統括し、所属職員を統督する」と規定している。 

・ 学長は年度当初までに、「理事長指針」に基づき「学長方針」を策定し、学部長会議、

教職員集会を通じて、教職員に年度の目標を明確に伝えている。 

・学長を補佐するために平成 26(2014)年 11 月から副学長を置き、副学長の職務は本学 

学則第 6 条に規定されている。 

 

4-1-② 権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した教学マネジメントの構築 

・ 本学の最高意思決定機関は、本大学は「学部長会議」、本大学院は「大学院委員会」で

ある。 

・ 学部長会議は広島国際大学学則第 7 条において、構成員や審議事項が規定されており、

権限及び責任が明確にされている。 

・ 本学の各学部には教授会を置いている。広島国際大学学則第 8 条及び本学園の規定「組

織規定」の第 43 条において、構成員や審議事項が規定されており、位置付け及び役

割も明確にされている。 

・ 教育研究に関わる意思決定は、学長・副学長・学部長レベルからのトップダウンの場

合も、学科内の教員の議論等から始まるボトムアップの場合も、教務委員会等の審議

を経て教授会に諮られ、最終意思決定は学部長会議で行われる。 

・ 学部長会議を経て決定された事項は、必要に応じて教職員集会を開催して、全教職員

へ周知している。 

・ 学部長会議、教授会及び教育研究に関わる各種委員会を経て決定された事項は、各学

科における学科会議において説明され、情報の共有が図られている。 

・ 学部長会議及び教授会は、原則として毎月 1 回／年 12 回開催され、必要に応じて臨

時会議も開催される。平成 29(2017)年度は、学部長会議を 14 回開催し、各教授会を

14 回～15 回開催した。 

・ 助産学専攻科では、学部長会議等で決定された事項は助産学専攻科委員会において説

明され、情報の共有が図られている。 

・ 助産学専攻科委員会は、助産学専攻科規定第 5 条に規定されており、権限及び責任が

明確にされている。 

・ 平成 29(2017)年度は、助産学専攻科委員会を 7 回開催した。 

・ 本大学院は、各研究科・専攻からの提案を研究科委員会で審議し、大学院委員会で最

終意思決定が行われる。 

・研究科委員会は各研究科に設けており、「組織規定」の第 99 条に規定し、当該研究科 

(専門職学位課程を除く)の教育研究上の重要な事項を審議する。 

・専門職学位課程委員会は、「組織規定」の第 99 条に規定され、専門職学位課程を置く 

研究科に設け、専門職学位課程の教育研究上の重要な事項を審議する。 

・ 本大学院の最高意思決定機関である「大学院委員会」は、学部長会議開催時に随時開
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催することとし、研究科委員会及び専門職学位課程委員会については、原則として年

8 回の開催に加えて臨時会議も開催される。 

・ 大学院委員会は、本大学院学則第 10 条に規定されており、権限及び責任が明確にさ

れている。 

・ 平成 29(2017)年度は、大学院委員会を 5 回開催し、各研究科委員会を 10 回、専門職

学位課程委員会を 11 回開催した。 

・平成 29(2017)年 11 月からは教育改革及び組織改革の各担当副学長を配置し、よりき 

め細やかな改革推進体制を整備した。 

・本学の共通教育、専門教育に加え、導入教育、キャリア教育、入学前教育等、本大学 

の教育全般について統合的かつ系統的な一貫教育システムを構築し、本学の使命、推 

進、改善を図ることを目的として、総合教育推進委員会を設置している。 

・副学長の組織上の位置付け及び役割は学則第 6 条及び本学園の規定「職制の規定」の 

第 9 条に規定しており、適切に運用されている。 

 

4-1-③ 職員の配置と役割の明確化などによる教学マネジメントの機能性 

・ 本学の職員は、平成 30(2018)年 5 月 1 日現在 135 人の専任職員と嘱託職員、派遣社

員及び臨時要員で構成しており、本学の目的を達成するための事務体制が構築されて

いる。 

・ 職員の採用については、新卒者に限定せず、即戦力として活躍が見込まれる中途採用

者を含め、広く有能な人材を確保している。 

・ 昇任、異動に際しては、人事考課により人材の適性を考慮するとともに、自己申告書

を参考に意欲を喚起するための配慮を講じながら適切な人事配置を行っている。 

・ 職員の任用（採用・昇任・転任・配置転換等）は本学園人事課で一括して行っている。

「任用規定」、「事務職員任用基準」、「医療職員任用基準」及び「事務系職員人事評価

規定」を設けて運用しており、同規定等において職員の区分、資格、募集・選考方法、

資格審査等の手続きを定めるとともに、人事考課、自己申告書及び面談等により、適

材適所での職員活用を行っている。 

・総合教育センターには専任職員を配置し、教学推進のための調査・企画とその運営を 

行っている。学力向上支援や授業評価など適切に対応できる体制を構築し、役割も明

確化している。 

 

（3）4－1 の改善・向上方策（将来計画） 

・意思決定組織は整備されており、今後も、学長がリーダーシップを発揮できるよう、

運営体制を維持していく。 

・ 本学園の期待する人材像のもと、適正な人事考課と効果的な研修を継続して行うこと

によって、職員のモチベーションを高め、さらなる資質向上を図る。 

・ 今後も事務職員のスキルアップを図るため、研修会の開催や支援制度を充実するとと

もに、時代の要請に応じた組織改編を行うことで、より一層教育研究支援を強化する

ための事務体制を整備する。 
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4－2 教員の配置・職能開発等 

4-2-① 教育目的及び教育課程に即した教員の採用・昇任等による教員の確保と配置 

4-2-② FD(Faculty Development)をはじめとする教育内容・方法等の改善の工夫・開

発と効果的な実施 

 

（1）4－2 の自己判定 

基準項目 4－2 を満たしている。 

 

（2）4－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-2-① 教育目的及び教育課程に即した教員の採用・昇任等による教員の確保と配置 

≪教員の確保と配置≫ 

・ 本大学における学部の専任教員数は 260 人で、大学設置基準上必要専任教員数 166 人

の 1.56 倍の人数を擁し、各学部・学科等に適切に配置している。 

・ 平成 30(2018)年 5 月 1 日現在で、教員１人当たりの学部学生数は 15.7 人であり、医

療系の大学としては標準的である。 

・ 本大学院については、基礎となる学部を母体に原則として専門教育を担当する教員が

研究指導を行っており、教員数については設置基準を満たし、適切に配置している。 

・ 実践臨床心理学専攻（専門職学位課程）については、7 人の専任教員を配置し専門教

育を行っている。 

・ 助産学専攻科については 4 人の専任教員を配置し、指導を行っている。 

・ 教員の年齢構成は、30 歳以下は 4.0％、31 歳～35 歳は 4.4％、36 歳～40 歳は 13.9％、

41 歳～45 歳は 15.8％、46 歳～50 歳は 17.2％、51 歳～55 歳は 15.4％、56 歳～60

歳は 13.2％、61 歳以上は 16.1％で、学科ごとに異なるが、大きな偏りはない。 

・ 専門分野間のバランスについては、採用時に十分な検討がなされ、主要科目について

は専任を置き、本学の教育課程の運営に支障のないようにしている。 

・ 本学は、授業を担当すべき 1 週間あたりの責任時間数を、1 授業時間の 90 分を単位換

算により 2 時間とし、卒業研究を指導する専任教員については 8 時間、その他の専任

教員については 10 時間と定めている。ただし、役職についている専任教員は「広島

国際大学専任教員の授業担当時間に関する規定」に従い責任時間を軽減している。平

成 30(2018)年度専任教員の 1週間当たりの平均担当授業時間数は表 4－2－1に示すと

おりである。卒業研究指導は随時行っており時間に換算できないため、含めていない。 

・ 表 4－2－1 の専任教員の 1 週間当りの平均担当授業時間数には、学外実習指導にかか

る担当時間を含めておらず、また、履修者数による非開講等により、担当授業時間が

変更になる可能性がある。また、改組等により旧カリキュラムの開講も必要な学部が

あることから、学部によって専任教員の 1 週間当りの平均担当授業時間数にばらつき

がある。 

 



広島国際大学 

61 

≪教員の採用・昇任の方針≫ 

・ 教員の採用・昇任の方針は、本大学の学部長会議等の承認を得て明確にされており、

規定等が整備され、適切に運用されている。 

・ 教員募集は、原則として公募としている。ただし、学部・学科、研究科・専攻・課程

等の新増設に伴う教員組織を構成する際に、専攻分野、特定の業務等の関係で人材が

極めて得にくい時、客員教授を採用する時等は随時採用を可能としている。また、公

募時の採用候補者の選考方法は第 1 次選考（書類選考）、第 2 次選考（面接選考・模

擬講義）、第 3 次選考（面接選考）を行うものとし、選考基準、選考方法、選考担当

者等を明確にし、教員選考委員会において選考を行っている。 

・ 昇任について、適任者がいる場合は積極的に昇任人事を進め、昇任者の選考及び審査

については、学部長が学長に推薦し、教員選考委員会において資格審査を行っている。 

・ 昇任者の選考及び資格審査に際しては、以下を考慮している。 

1)本学教員選考基準 

2)専門分野における業績と学会からの評価 

3)教育への貢献、FD 活動の結果、学内・学部内の各種委員としての活動 

4)学部・学科における教授・准教授・講師のバランス 

5)学内教員業務評価制度による評価 

・ 実践臨床心理学専攻（専門職学位課程）については、採用・昇任に際し以下の項目を

考慮し、選考している。 

1)専攻分野について、教育上または研究上の業績を有する者 

2)専攻分野について、高度の技術・技能を有する者 

3)専攻分野について、特に優れた知識及び経験を有する者 

 

≪教員の採用・昇任規定≫ 

・ 教員の採用・昇任については、「任用規定」において募集、選考、資格審査等の基準が

ある。教員の資格審査に関する基準規定として「広島国際大学大学院教員選考規定」、

「広島国際大学教員選考基準」、「特任教員規定」、「客員教員規定」が設けられ、これ

に基づいて運用されている。 
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表 4－2－1 2018 年度専任教員の 1 週間当りの平均担当授業時間数 

学部 教授 准教授 講師 助教 

保健医療学部 19.8(17.0) 14.7(12.6)  25.8(22.0)  25.7(19.2)  

総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部 15.4(13.5) 15.4(13.2) 15.8(15.3) 12.1(14.6) 

医療福祉学部 15.9(15.8) 16.9(17.3) 16.3(16.1) 16.2(16.2) 

医療経営学部 15.8(13.1) 15.4(14.3) 17.6(14.7) ‐(‐) 

心理科学部 10.0(12.3) 14.2(15.0) 12.4(13.4) 23.1(21.1) 

心理学部（*） 14.5(16.1) 16.4(18.5) 15.3(15.7) 15.1(6.9) 

看護学部 8.1(15.7) 6.9(18.6) 6.0(21.2) 5.5(16.6) 

薬学部 15.5(13.9) 17.0(14.9) 17.4(15.2) 13.3(9.9) 

医療栄養学部 12.1(12.4) 17.2(12.9) 14.9(6.8) 15.0(6.0) 

実践臨床心理学専攻 19.2(16.6) 20.0(16.9) 20.0(18.7) ‐(‐) 

助産学専攻科 6.7(‐)  6.8(30.0) ‐(‐) ‐(6.5) 

（注）1 授業時間を 90 分とし単位換算によりこれを 2 時間とする 

学内実習時間は含み、学外実習時間を含まない 

表中の括弧は、学外実習を含む 2017 年度の専任教員の 1 週間当りの平均担当時間数である 

該当専任教員がいない学科はハイフンとしている 

 

4-2-② FD(Faculty Development)をはじめとする教育内容・方法等の改善の工夫・開

発と効果的な実施 

≪FD 等の取組み≫ 

・本学では、教育研究活動の向上のために FD 委員会を設置し、平成 29(2017)年度は年

7 回開催した。 

・FD 委員会は年々審議内容が充実し、全教員の授業を対象とした「受講生満足度調査」

の実施、教員を対象に授業改善を目的とした「FD 研修会」や「FD 講演会」の開催、

「FD newsletter」の発行（年 2 回）、成績評価の基準作成等の活動を行っている。 

・FD 委員会では、授業評価と授業改善を 2 つの柱とし、それぞれについてワーキング

グループを編成し活動している。授業評価では、学生に対して年 2 回、「受講生満足

度調査」を実施している。調査結果は各教員へフィードバックすることで、授業の改

善に役立てている。 

・教授能力の向上と授業改善を目的に、「授業参観ウィーク」（授業公開）を実施してい 

る。授業聴講教員全員に聴講コメントの提出を求め、「授業公開」実施教員へフィード 

バックすることで更なる向上、改善に繋げている。 

・授業公開における実施報告の集約については、本学ホームページの総合教育センター

学内専用ページに公開をしている。 

・学内における FD 活動をまとめた「FD 活動報告」を 2 年毎に発行している。FD 委員 

会を中心として、全国的な規模の FD 研修会等へ参加し、研修内容を学内で共有して 

いる。 

・本大学院については、学部教員が大学院担当教員として教育研究に携わっているため、
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大学院として特別な FD 活動を行っていない。しかし、専門職大学院である心理科学

研究科実践臨床心理学専攻の教員は、学部の FD 委員会に所属し、FD 活動を行って

いる。また、同専攻においても独自の FD 講座を開催している。 

・一部の学科等で、研究成果等を掲載した定期刊行物を毎年発行している。 

・教員の教育研究活動は、平成 27（2015）年度より施策マネジメントシステムを利用 

し、学部・学科等における目標の達成度及び貢献度の評価、目標項目以外における教 

育活動、研究活動、その他大学運営に係わる取組み（地域連携等、学部・学科を越え 

た取り組みを含む）についての活動内容を評価した。 

・FD や SD、その他教職員への研修等においては、鋭意見直しを行っており、それぞれ 

 が実施する研修等も合同で実施することにより対象範囲の拡大を図るなど、組織的に 

見直しを図っている。 

 

（3）4－2 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 今後も必要な教員の確保や適切な配置の維持に努める。適切な人事計画を立てた上で、

教員の年齢構成や専門分野について若干偏りのある学科については、退職した教員の

補充や新任教員の採用を行う。 

・ 教員の採用・昇任の方針またはそれに基づく規定については、社会情勢や教育・研究

現場の状況を考慮し、修正を適宜行う。 

・学長方針に基づく目標を着実に実施し、将来像「ともにしあわせになる学び舎」を実 

現させるため、新たな教員業務評価制度のもと３つの評価『個人活動評価』、『学生評

価』、『組織評価』を 2020 年度にかけて段階的に導入することとし、平成 30（2018） 

年度は『個人活動評価』から導入し実施する。 

 

4－3 職員の研修 

 

（1）4－3 の自己判定 

基準項目 4－3 を満たしている。 

 

（2）4－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

4-3-① SD(Staff Development)をはじめとする大学運営に関わる職員の資質・能力向

上への取組み 

・ SD(Staff Development)を本学の改善策の重要な要因として位置付け、本学園の事業

計画として取り入れ、本学園職員研修課を中心に計画的な取組みとその見直しを行っ

ている。 

・ 学外における研修会、講演会及びフォーラム等への参加について、各事務担当部署に

おいて予算化し、各業務を遂行している担当職員が毎年研修会に参加し、職員の資質

向上を図っている。 

・ 本学において課長職以上の職員の連絡会を毎月定期的に開催している。これにより、

各部署間の問題を共有し、総合的視点による職員の資質向上を図るとともに、直面し

ている課題について、部署内にとどめることなく解決に向けて取り組んでいる。 
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・ 新採用の専任事務職員に対して、採用前研修を実施し、採用後においては、実務スキ

ル向上を図るエントリー系列研修等を引き続き実施している。 

・ 管理職者に対しては、毎年夏期に集合研修を実施し、外部講師を招き意識改革を図る

ほか、人事考課についても実質化するよう徹底している。 

・ 一般職を対象に、改革を推し進める人材育成を目的として、毎年夏期に集合研修を実

施している。平成 29(2017)年度は目標設定等級に応じた役割行動を発揮していくため

の意識改革とスキルアップを徹底した。 

・ 新任課長と一般職の昇任者等を対象に、各資格の役割に応じた階層別研修を実施して

いる。平成 30(2018)年度は、通年にわたる学内集合研修のほか様々な研修会、フォー

ラムに参加することにより、新たな等級に応じた意識と行動を徹底するための取組み

を行う計画である。 

・ 事務職員のスキルアップ支援として以下の制度を設けている。 

1)理事長表彰（業務改革）：教職員が多くの関係者とともに取り組んだ業務改革を表彰

する制度。 

2)部門スキル開発スタートアップ支援制度：関係部署で共有すべき専門知識とスキル

の不足を解消するため、他部署等を含めた研修等の実施を支援する制度。 

3)特定研究奨励制度：職場の仲間で業務改革に取り組むための一部を奨励金として支

給する制度。 

4)資格取得支援制度：業務に必要な資格取得を奨励する制度。 

 

（3）4－3 の改善・向上方策（将来計画） 

・職員の担うべき職務や業務領域は「質」「量」ともに拡大しており、経営・教育・学生・

研究支援、地域連携その他多彩な領域において、職員の力量の発揮が求められている。

本学園の期待人材像のもと、適正な人事評価と効果的な研修の実施により、職員のモ

チベーションを高め、さらなる資質向上を図る。 

・学園内での研修実施と人事評価制度を連動させることにより、期待人材像に沿った職

員の育成に寄与できる効果的な研修を行うとともに、資格昇任、キャリアなどを見据

え、長期的スパンでの研修体系の確立と計画的実施への移行を進めている。 

・職員個々のスキルアップを図るため、今後も研修会や研修支援制度を拡充し、時代の

要請に応じた組織改編を行うことにより、教育研究支援体制の一層の強化を図る。 

 

4－4 研究支援 

4-4-① 研究環境の整備と適切な運営・管理 

4-4-② 研究倫理の確立と厳正な運用 

4-4-③ 研究活動への資源の配分 

 

（1）4－4 の自己判定 

基準項目 4－4 を満たしている。 

 

（2）4－4 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 
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4-4-① 研究環境の整備と適切な運営・管理 

・外部資金の獲得において、競争的資金の場合は間接経費として、直接経費の 30％に当 

たる額を、研究者の研究開発環境の改善や、研究機関全体の機能向上に活用している。 

・科研費の間接経費は、科研費説明会及び研究倫理講習会等への出張旅費として利用さ 

れ、また、研究成果の発表の場である「イノベーション・ジャパン」の出展に係る経 

費にも有効活用されている。 

・また、企業等からの委託研究、共同研究、学術指導においては、各々契約書を締結し、 

企業等から支払われる研究費の 10％を運営経費として、適切な運営・管理に必要な 

人件費及び、研究環境の整備に必要な光熱水費、施設保守費に充当している。 

 

4-4-② 研究倫理の確立と厳正な運用 

・大学が受けている社会からの信頼を失わないために、所属するすべての研究者等に対 

し、研究活動の社会に与える影響の大きいことを認識させ、常に責任と倫理を意識し 

て研究活動を遂行できるよう、表 4－4－1 に示す各種規定を整備し、不正防止体制の 

充実及び実効性のある制度の構築に努め、実施計画のとおり遂行している。 

 なお、研究活動に係る不正防止に関する規定で定められた目的を達成するために研究

倫理委員会を設置し、不正防止計画の策定および実施、学術研究倫理に係る研究者に

対する研修等を行っているほか、不正行為に係る調査等についても取り組んでいる。 

 

表 4－4－1 学術研究倫理に関する規定一覧 

規定 概要 

学校法人常翔学園行動規範 
本学園の構成員が遵守すべき基本的な行動指針を定

めている 

学校法人常翔学園学術倫理憲章 
本学園の研究活動に携わる設置大学すべての研究者

等の倫理的な態度、行動規範として制定している 

学校法人常翔学園研究者倫理に関する 

ガイドライン 

学術研究倫理憲章に則った行動指針であり、大学の責

務と研究者の責務について定めている 

広島国際大学における研究活動に係る 

不正行為防止に関する規定 
研究不正の防止と不正行為への対応を定めている 

広島国際大学研究倫理委員会規定 

「広島国際大学における研究活動に係る不正行為防

止に関する規定」および「広島国際大学における研究

費の不正使用防止に関する規定」に定める研究倫理委

員会について必要な事項を定めている 

広島国際大学における研究費の不正使用防止 

に関する規定 
研究費不正の防止と不正行為への対応を定めている 

 

≪実施計画≫ 

【平成 29（2017）年度～平成 31（2019）年度（共通）】 

・各ガイドライン（研究活動・公的研究費）に基づく、体制整備（責任体系の見直し 

等）・実施（随時） 
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・一般財団法人公正研究推進協会の e-learning 教材によるコンプライアンス教育の実

施 

 ※学生への研究倫理教育については、学部 1 年次生は「チュートリアル」の授業、 

学部最終年次学生は「卒業研究」、大学院生は「特別研究」において実施している。 

なお、実施に際しては日本学術振興会の研究倫理 e-learning コースを受講させて 

いる。 

・体制整備等自己チェックリスト・履行状況調査等の作成・整備（研究活動・研究費） 

 ・公正な研究活動の遂行に向け、統括管理部門である研究支援・社会連携センターに 

おいて、科学研究費の執行状況等について定期的に監査を実施（年 3～4 回程度） 

 

【平成 29（2017）年度】 

・独立行政法人日本学術振興会「eL CoRE」教材の分析 

・受講修了証有効年限（5 年）に伴う、倫理教育再受講者の抽出及び倫理教育受講対 

象者に対するプログラムの実施 

※倫理教育再受講実施後、部局（コンプライアンス）責任者より統括管理責任者に 

報告し、最高管理責任者へ随時、報告を行っている。 

・研究記録管理に係る体制整備のための他大学情報収集・整理準備 

  ※平成 29（2017）年度より研究記録管理について、研究記録管理責任者から管理 

方法・状況について報告を年 1 回報告することとした。 

 ・統括管理部門である研究支援・社会連携センターが執行部門である会計課に対し 

て、科学研究費執行状況について定期的に書面監査を実施した。（計 4 回実施） 

※書面監査実施後、報告書を統括管理責任者へ提出し、随時報告を行った。 

 

【平成 30（2018）年度】 

・独立行政法人日本学術振興会「eL CoRE」教材の整備状況を踏まえ移行準備を検討 

  ※大学院生を対象とする研究倫理教育として導入した。 

・研究記録管理に係る体制整備の方向性を検討 

・大学院生倫理教育体制整備図を策定 

  ※体制整備に基づき、コンプライアンス教育責任者より最高管理責任者へ実施状況 

   について随時、報告している。 

・統括管理部門である研究支援・社会連携センターが執行部門である会計課に対して、 

科学研究費の執行状況について定期的に書面監査を実施すると共に、平成 30（2018）

年度より換金性の高い物品（消耗品）の現物監査の実施を計画している。 

※書面監査実施後、報告書にまとめを統括管理責任者へ報告している。また、現物 

監査に係る協力依頼を執行部門である会計課および検収をしている各学部事務室 

へ要請するなど、適正な執行管理に取り組んでいる。 
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4-4-③ 研究活動への資源の配分 

≪資源の適切な配分≫ 

・ 教員が使用できる研究費等には学部に配分する「学部予算」、個人の研究活動を助成す

る「経常研究支援費」及び競争的外部資金申請のための「研究の種」を培うことを目

的に学内の優れた研究に対し助成を行う「特別研究助成」制度がある。 

・「特別研究助成」は、2017 年度に従来の特別研究助成制度の「若手研究者科研費申請 

支援タイプ」の見直しを行うとともに、新たな支援策として「研究課題醸成タイプ」 

を構築している。 

・「若手研究者科研費申請支援タイプ」は若手研究者の研究力向上・大学の質向上の観 

点から、文部科学省・日本学術振興会の実施する科学研究費助成制度への採択を若手 

研究者の登竜門と捉え、当該研究者の科学研究費助成制度への申請支援を対象とし、 

採択者に対し、1 件上限 50 万円（総額 1,000 万円）を配分しており、2017 年度は 11 

名に対して交付を行っている。 

・「研究課題醸成タイプ」では、科学研究費助成事業採択への継続的な挑戦に対し支援 

を行う研究を対象とし、採択者に対し 1 件上限 100 万円（総額 1,000 万円）を配分し 

ており、2017 年度は 4 名に対して交付を行っている。 

・特別研究助成制度「ブランド研究創生タイプ」を 2016 年度に新設したが、文部科学 

省私立大学研究ブランディング事業に申請することが機関決定されたため、一時的に 

本事業の募集を凍結し、機関として私立大学研究ブランディング事業へチャレンジし 

ている。 

・平成 25（2013）年より企業との共同研究に結びつけるコーディネート業務を、外部 

コーディネーター機関（特定非営利活動法人 ATAC ひろしま）へ委託し、研究室を 

訪問することにより、研究シーズ発掘や知財化に向けた支援等を行っている。 

・平成 29（2017）年度より現行の学内特別研究助成制度にある学内特別研究助成制度 

における支援範囲（対象）の拡充・強化のための区分・制度を新たに策定し、それら 

を実行する仕組みを再構築することで、研究活動に対する資源配分及び支援を図った。 

・「経常研究支援費」の取り扱いに関しては必要な事項を定めた広島国際大学経常研究支 

 援費取扱要領に従って厳格に運用を行っている。 

 

（3）4－4 の改善・向上方策（将来計画） 

・学内研究助成制度の拡充・見直しを通して、本学の「特色ある研究を活用した外部 

資金の獲得」をキーワードに、研究支援・社会連携センターの自助努力による企業 

体との契約件数増加を図る。目標件数は社学連携による共同研究等の年間件数 13 

件である。 

 

［基準 4 の自己評価］ 

・学長のリーダーシップや補佐体制、権限の適切な分散と責任の明確化、必要な事務体 

制の整備を行っており、教学マネジメントの機能性は担保されている。 

・教育目的、教育課程に即した専任教員を確保し、適切に配置している。また、ＦＤ等 

の取り組みを積極的に行い、教育研究活動の向上に努めている。 
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・SD については本学園の事業計画として取り入れ、積極的に取り組みを行っている。 

・ 本学の社会的機関としての組織倫理は、行動規範として明確に定められており、組織

倫理を確立するために、本学園の諸規定、委員会が整備され、監事室、内部監査室及

び公益通報窓口を設ける等監視体制も適切に整備されている。 

・公正な研究活動を推進するために必要な体制整備を行い、不正行為等の防止を図るこ 

とで社会的責任を果たすとともに、各ガイドラインに基づく各種規定等の整備の完遂、 

学内における研究倫理教育の受講率 100％及び全受講者の理解度 80％以上の達成を

徹底することにより、研究倫理の確立と厳正な運用を図っている。 

・研究活動への資源の配分において、学内特別研究助成制度における支援範囲（対象） 

の拡充・強化を図るため新たな区分・制度を策定し、研究活動に対する資源配分およ 

び支援を行っている。 

 

基準 5 経営・管理と財務 

5－1 経営の規律と誠実性 

5-1-① 経営の規律と誠実性の維持 

5-1-② 使命・目的の実現への継続的努力 

5-1-③ 環境保全、人権、安全への配慮 

 

（1）5－1 の自己判定 

基準項目 5－1 を満たしている。 

 

（2）5－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-1-① 経営の規律と誠実性の維持 

・ 学校法人常翔学園（以下「本学園」という）寄附行為第 4 条において、法人の目的を

「この法人は、教育基本法・学校教育法その他の法令に従い、学校教育を行うことを

目的とする。」として、明確に定めている。 

・ 平成 19(2007)年 9 月、学校法人大阪工大摂南大学から学校法人常翔学園への正式な改

称に先立ち、「教育・研究に対する取組み」、「社会との共生」、「本学園構成員としての

態度」の 3 章からなる「学校法人常翔学園行動規範」を制定し、構成員が高い倫理観

を持って自覚と責任ある行動に努めることを学内外に宣言した。 

・ この行動規範は、建学の精神及び中長期目標とともに「COMPLIANCE CARD」に記

載し、全教職員に配付しており、教職員一人ひとりがコンプライアンス意識の高揚と

徹底を図っている。 

・ 行動規範のほか、組織倫理を確立するために「監事監査規定」、「内部監査規定」、「公

益通報等に関する規定」、「人権侵害の防止に関する規定」、「個人情報の保護に関する

規定」、「利益相反ポリシー」等を整備し、経営の規律性を担保する仕組みを整えてい

る。さらに、研究倫理を確立し、研究上の不正防止のため、平成 26(2014)年 3 月に「学

術研究倫理憲章」、「研究者倫理に関するガイドライン」等を制定した。 

・ これらを遵守するための組織として本学園に監事室、内部監査室、USR 推進委員会

（USR:University Social Responsibility）、人権侵害防止委員会、学園個人情報保護
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委員会を設けて、組織倫理の確立と適切な運営を行っている。 

・ 「研究機関における公的研究費の管理・監査ガイドライン（実施基準）（平成 26(2014)

年 2 月 18 日改正、文部科学大臣決定）」を受け、広島国際大学、広島国際大学大学院

及び広島国際大学助産学専攻科（以下「本学」という）において、研究活動を行う教

員、研究費を取り扱う事務職員を対象に、不正防止に関するコンプライアンス教育

（CITI Japan e-learning プログラムを活用）を実施した。 

・ 個人情報の管理を徹底するため、全教職員を対象に、個人情報保護と情報セキュリテ

ィに関する e ラーニング研修を平成 29(2017)年 9 月～12 月に実施した。 

 

5-1-② 使命・目的の実現への継続的努力 

・ 平成 34(2022)年の常翔学園創立 100 周年に向けた基本構想「J-Vision2022～常翔学園

創立 100 周年 これからの学園～」（以下、「J-Vision2022」という）を策定し、平成

24(2012)年 7 月開催の理事会において承認された。 

・ 「J-Vision 2022」は、建学の精神を拠りどころに、「経営理念（四位
よ ん み

一体
いったい

）」の経営理

念の下、長期ビジョンの実現に向けて学園教職員が一丸となって社会的使命を果たす

ための指針と位置付けている。また、これまで学園共通のビジョンとして掲げていた

目標を、現状・実態に即したより実効性のある内容に整理し、新たに各設置学校の将

来像及び教育目標として構築する等、学園全体のビジョンとしての統制化・体系化・

明確化を図った。 

・ 平成 26(2014)年 10 月に、これまでの長期ビジョンの趣旨は継承しつつ、「連携」、「戦

略」を新たなキーワードとして取り入れ、より透明性の高い経営を推し進めていくと

ともに、「質」、「量」ともにバランスのとれた魅力ある教育の実現に取り組むため、

「J-Vision 2022」を「New J-Vision 22－常翔学園創立 100 周年に向けて」（以下、「New 

J-Vision 22」という）に改訂した。平成 28(2016)年 1 月に、New を削除した表記と

した（以下「J-Vision 22」という）。また、J-Vision 22 の拠りどころである建学の精

神について、平成 29(2017)年 2 月に一部表現の見直しを行った。 

・ 本学園の基本構想に沿った長期ビジョン実現のための具体的な実行プランとして、平

成 20(2008)年度から常翔学園創立 100 周年となる平成 34 年(2022)年度までの 15 年

間を、5 年を一期間として中期目標・計画の策定、見直しを行っているが、現在はそ

の第Ⅲ期にあたる。部門（学校）別に目標達成度合や数値目標を設定し、継続した PDCA

サイクルが機能している。 

・ 各年度における事業や活動の推進にあたっては、年度当初までに提示する「理事長指

針」とそれに基づき策定する「学校長方針」の下、各設置学校及び法人本部部署毎に

私立学校法に規定する「事業計画」の策定と、「予算編成」を行っている。平成 30(2018)

年度の本学の事業計画は、表 5－1－1 に示すとおりである。 

・ 「事業計画」は、年度途中に経営会議において進捗確認を行い、年度末に「事業実績

報告書」として学内外へ公開している。 
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表 5－1－1 2018 年度事業計画（広島国際大学が取り組む事業） 

［1］ 教育改革 

（1）①第 2 次広国教育スタンダード導入に向けた教育課程の策定 

②カリキュラム編成ガイドラインに基づく 2020 年度改組対象学部の授業科目概要の作成 

（2）①健康スポーツ学部・健康科学部間の学部学科横断プログラムの策定 

②医療福祉学科・医療経営学科・心理学科間の学部学科横断プログラムの試行 

（3）①入学前科目等履修等について規定改正 

②教育ネットワーク中国単位互換制度への加入 

（4）「みらいの教室」等の ICT を利用した他キャンパス間の遠隔授業の実施 

（5）総合的な学修評価を記録し、学生自らの成長を定量的に検証できる仕組みの策定 

 

［2］ 研究推進 

（1）①健康寿命、健康阻外因子等の調査研究の実施 

②「動く」、「食す」、「休む」、「交流」の観点から住民の健康状態問題を解決するための介入研究の実施 

③「骨粗しょう症」、「骨関節障害」に関する基礎研究の実施 

（2）①学内における研究倫理教育の受講率 100％および全受講者の理解度 80％以上の達成 

②本学が利用する研究倫理教育プログラムの再検討・選定 

 

［3］ 改組・再編 

（1）健康・医療・福祉分野の総合大学としての特色を活かしたカリキュラム等競合他大学との差別化項目の 

設定 

（2）①健康スポーツ学部健康スポーツ学科設置認可申請書の提出（2019 年 3 月提出） 

②保健医療学部救急救命学科設置届出書の作成（2019 年 4 月提出）  

③健康科学部医療福祉学科、医療経営学科、心理学科、医療栄養学科設置届出書の作成（2019 年 4 月提 

出） 

④収容定員に係る学則変更認可申請書の提出（2019 年 3 月提出） 

 

［4］ ユニバーサルキャンパスの実現 

（1）東広島キャンパス 

①1・2 号館前正面外構およびスポーツ施設の竣工 

②1 号館 1 階エントランスの改修完了 

③健康増進センター（仮称）の設計完了 

（2）呉キャンパス 

①教育会館（仮称）およびクラブハウスの竣工 

②体育館の改修完了 

③5 号館改修の設計完了 

（3）市民大学「広国みんなの大学（仮称）」の開学によるプログラムの検証および 2019 年度に向けたプロ 

グラムの充実 

 

［5］ 開学 20 周年記念式典 

本学の歴史や将来計画を広報することによる、大学の認知度の向上 

 

 

・ このように本学園の経営理念に基づいた長期計画・中期計画が定められており、これ

に基づき本学の当該年度の目標及び予算が決定されている。 
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5-1-③ 環境保全、人権、安全への配慮 

≪組織倫理に関する規定≫ 

・ 個人の尊厳、人権の尊重と組織倫理及び社会的責務の遂行を目的として、表 5－1－2

に示す各種規定を定め、委員会を中心にその目的を達成している。 

 

表 5－1－2 組織倫理に関連する規定一覧 

 

・ 本学園は、公益通報等に関する規定に基づき、公益通報窓口を設置し、相談、通報を

受ける体制を確立している。 

・ 火災、地震、風水害及び施設設備の万一の不測の事態に備え、「防火・防災管理規定」

を定め、自衛保安隊を組織していることを始めとして表 5－1－3 に示す各種規定を定

め、危機管理体制を整備している。 

 

表 5－1－3 危機管理に関連する規定一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規 定 目 的 

人権侵害の防止に関する規定 

広島国際大学人権侵害防止委員会規定 
人権侵害の防止及び排除 

個人情報の保護に関する規定 

広島国際大学個人情報保護委員会規定 
個人の権利、利益保護 

ＵＳＲ推進委員会規定 社会的責任体制の構築 

公益通報等に関する規定 法令違反行為の早期発見及び是正 

広島国際大学人を対象とする医学系研究に関する倫理規

定 
医学系研究についての倫理的配慮を図る 

広島国際大学研究倫理委員会規定 研究活動及び研究費取り扱いにかかる不正防止 

広島国際大学利益相反マネジメント委員会規定 社会貢献活動の健全な推進を図る 

広島国際大学心理臨床センター倫理規定 専門的業務が及ぼす社会的責任の自覚 

規定 目的 

学校法人常翔学園危機管理規定 迅速かつ適切に対処するための危機管理体制の整備 

保安業務規定 盗難、犯罪、その他の事故等の防犯管理体制の整備 

防火・防災管理規定 本学の防火・防災・防犯体制の整備 

広島国際大学動物実験に関する規定 

広島国際大学動物実験委員会規定 

安全かつ適正な動物実験の実施及び法と規定に対 

する適合性の審査 

広島国際大学放射線管理委員会規定 放射線施設の管理運営、障害防止等の審議 

広島国際大学保健医療学部放射線障害予防規程 

広島国際大学保健医療学部放射線障害予防規程施行細則 
放射線障害の発生防止、公共の安全確保 

広島国際大学薬学部 RI 施設放射線管理運営委員会規 

定 
薬学部 RI 施設の安全管理、審議 

広島国際大学薬学部放射線障害予防規程 
RI 汚染物の適切な処理、放射線障害発生防止、安全確 

保 

広島国際大学遺伝子組換え実験等安全管理規定 実験の安全かつ適切な実施 

広島国際大学廃液・廃棄物処理規定 

広島国際大学無機系廃液取扱要領 

広島国際大学有機系廃液取扱要領 

広島国際大学写真廃液取扱要領 

広島国際大学実験系廃棄物取扱要領 

広島国際大学廃液等保管要領 

廃棄物の適切な処理、本学及び周辺地域の生活環境保

全、汚染防止 

広島国際大学電気工作物保安規程 電気工作物の工事、維持及び運用に関する保安確保 
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・平成 25(2013)年度から法人本部に危機管理室を設置し、学園全体の危機管理体制が整

備されている。 

・ 「学校法人常翔学園災害時行動マニュアル」を作成し学生・教職員へ常時携帯するよ

う周知している。さらに、教職員にはヘルメット及び非常持出袋を配付している。 

・ 平成 22(2010)年度から、自衛保安隊に関する内規を制定し、各キャンパスにおいて自

衛保安隊を編成している。 

・ 平成 25(2013)年度から、新たに緊急地震速報システムの導入、教職員を対象とした一

斉連絡・安否確認システムの導入及び救急救命体制の構築を行い、災害時及び緊急時

の体制を整備している。 

・ 平成 25(2013)年 4 月から、学生を対象とした「Yahoo!安否確認サービス」を導入して

いる。このシステムにより、災害発生時に、学生宛に安否確認のメールが送信され、

各学生の安否を迅速に確認・集計することが可能である。また、携帯電話へ安否確認

メールを転送することで即時に情報を確認することができる。年に 2 回程度安否確認

テストを行っているが、平成 29(2017)年 4月 28 日のテストでは返信率が 29.8%（1,261

件/4,227 件）に留まっている。なお、平成 28(2016)年 12 月 28 日に茨城県北部で発

生した地震に際しては、返信率 22.2％（955 件／4,294 件）であった。 

・ 「海外研修の実施にかかる危機管理体制」として、有事の際における緊急連絡網を定

めている。 

・ 平成 25(2013)年度に海外へ留学する学生等の危機管理意識の向上を目的に作成した

「海外安全ハンドブック」について、平成 26(2014)年度に内容を更新し、第 2 版とし

て、学生、教職員へ配布した。 

・ セクシャル・ハラスメント、アカデミック・ハラスメント、パワー・ハラスメントに

は、本学に人権侵害防止委員会を設置し対応している。 

・ 平成 23(2011)年 4 月に「教職員のためのハンドブック～学生の模範となる存在となる

ために～」を作成し、さらには、平成 26(2014)年 2 月にハラスメント防止にかかる研

修会を開催する等、継続してハラスメント防止に努めている。 

・ 学園ホームページ等を通じ、公益通報体制を構築している。 

 

（3）5－1 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 「J-Vision 22」について、学園構成員である教職員への浸透度を高めるための啓発活

動を促進し、本学園の全教職員がその実現に向けて、実践できる体制へと強化を図っ

ていく。 

・ 「第Ⅲ期中期目標・計画」、「事業計画」の進捗確認・自己点検（毎年度途中）、並びに

自己評価（毎年度末）を実施することで、PDCA サイクルを展開し、「J-Vision 22」

の実現をめざす。 

・ 本学における危機管理体制は、その重要性から年々整備を進めている。引き続き、「学

校法人常翔学園災害時行動マニュアル」等を教職員・学生に浸透させ、緊急時には迅

速に行動できる危機管理体制を確立する。 
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5－2 理事会の機能 

5-2-① 使命・目的の達成に向けて意思決定ができる体制の整備とその機能性 

 

（1）5－2 の自己判定 

基準項目 5－2 を満たしている。 

 

（2）5－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-2-① 使命・目的の達成に向けて意思決定ができる体制の整備とその機能性 

・ 使命・目的の達成に向けて戦略的意思決定ができるように、「学校法人常翔学園寄附行

為」に則って、理事会及び評議員会を設置している。 

・ 本学園の理事会は、法人設置各大学長、評議員からの互選、法人関係者及び学識経験

者からなる理事で構成されており、学長が理事会の一員として学園の意思決定に参画

していることから、本学の使命・目的達成への戦略的意思決定ができる体制は整備さ

れ、機能している。このほか、理事会には常時、監事が出席している。 

・ 理事会は「学校法人常翔学園寄附行為」に基づき、理事・評議員の選任、寄附行為や

重要な規定の改廃、法人全体の予算・決算、財産の管理・運営、設置各学校の学部・

学科改組等についての審議、決定を行っている。これに加えて、学園全体の財政改善

や学園及び設置各学校の将来計画、各学校が直面している課題等について協議してい

る。このほか、日常的な各学校の動向の報告とそれに関する意見交換も行っている。 

・ 寄附行為には、理事長、監事、学長のそれぞれの職務が定められている。さらに理事

は、理事長代理、教学担当、設置学校連携、労務、財務等の職務分担制としており、

使命・目的の達成に向けてきめ細やかな機能性を有している。 

・ 現在の理事会構成員には民間企業の役職歴任者も含まれており、学園運営に関する意

思決定には企業経営の視点等、戦略的な意見が取り入れられる体制となっている。 

・ 理事の選任は「学校法人常翔学園寄附行為」第 11 条に規定されており、定数 13～17

人に対し、現員 17 人である。 

・ 理事の理事会への実出席率は過去 5 年間の平均が 96％で、寄附行為に基づきあらかじ

め委任状（書面による意思表示）を提出した場合は出席とみなしており、それを含め

ると実質出席率は 100％となる。なお、欠席時の委任状は単に委任するだけではなく、

議案ごとの意思表示ができる様式としている。 

 

（3）5－2 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 今後も、理事会構成員に民間企業の現役経営者を含める等、戦略的な意思決定が行な

える体制づくりを継続して進めていく。 

 

5－3 管理運営の円滑化と相互チェック 

 

（1）5－3 の自己判定 

基準項目 5－3 を満たしている。 
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（2）5－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-3-① 法人及び大学の各管理運営機関の意思決定の円滑化 

・ 本学園の経営戦略をはじめとする重要事案については、「経営会議」において協議・検

討している。 

・ 「経営会議」は表 5－3－1 に示すとおり、各設置学校長、常勤理事のほか、理事長が

指名した者として、経営企画室長、広報室長、総務部長、財務部長で構成される。理

事長が招集し、原則、月 2 回の開催日を設定し、年間 15～20 回程度開催している。 

・ 「経営会議」での協議事項は、理事会及び評議員会へ報告し、非常勤理事や評議員へ

の情報共有も行っている。 

・ 各設置学校や各部門における様々な事業や活動、各種調査結果等の連絡・報告事項を

はじめ、私学行政や社会情勢に関する情報提供等、「経営会議」が取り扱う議題は多岐

にわたっている。的確な情況把握、迅速な判断と意思決定ができるよう、幅広い情報

を集約・共有し、業務の円滑化とともに管理運営部門と教学部門間の連携強化のため

の体制として機能している。 

 

表 5－3－1 経営会議の構成（2018 年度） 

理事長、大阪工業大学 学長、摂南大学 学長、広島国際大学 学長、常翔学園中学校・ 

高校 校長、常翔啓光学園中学校・高校 校長、常勤理事（6 人）、広報室長、財務部長、 

大阪工業大学学長室長、摂南大学学長室長、広島国際大学学長室長、経営企画室長（幹

事） 

・ 法人設置各大学長は理事として、大学で検討された学部・学科改組、学則の改正等を

理事会に上程するほか、日常的な大学の動向の報告を行う等、理事会と大学との情報

交換を図っており、適切に連携がなされている。 

 

5-3-② 法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックの機能性 

・ 「経営会議」は、理事長を議長とし、学校長や常勤理事ら経営・教学・事務の責任者

が集まる会議体として、本学園の様々な課題・問題・懸案等の重要事案について、幅

広くかつ中長期的な観点・視点・角度・側面から検討・協議、判断・意思確認を行っ

ており、学園全体の最適化のための的確かつ適正な組織体制となっている。 

・ 監事の選任は、「学校法人常翔学園寄附行為」第 10 条及び第 15 条に規定されており、

定数 2～4 人に対し、現員 4 人である。 

・ 監事は「学校法人常翔学園寄附行為」第 22 条に基づき、法人の業務及び財産の状況

等を監査している。理事会にも出席して意見を述べており、学園の最高議決機関であ

る理事会に対するチェック機能が働いている。また、内部監査室及び監査法人との連

携による「三様監査」体制を敷き、問題点の共有と相互の監査情報を交換・把握する

ことでガバナンスの機能性を高めている。 

・ 監事の理事会、評議員会への実出席率は過去 5 年間の平均が 99％以上であり、適正に

その職務を遂行している。 
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表 5－3－2 監事の理事会への出席状況 

 開催数 第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 第 7回 第 8回 第 9回 第 10 回 第 11 回 第 12 回 

平成 25 

(2013) 

年度 

月日 5/27 7/29 9/20 10/28 12/20 1/29 2/26 3/26 － － － － 

出席状況 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 － － － － 

平成 26 

(2014) 

年度 

月日 5/9 5/27 6/19 7/18 7/29 10/28 11/25 12/22 1/27 2/24 3/23 － 

出席状況 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 － 

平成 27 

(2015) 

年度 

月日 4/28 5/26 7/22 8/27 9/29 10/22 11/24 12/22 1/26 2/23 3/22 － 

出席状況 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 － 

平成 28 

(2016) 

年度 

月日 4/26 5/26 6/21 7/14 7/26 9/27 1018 11/29 12/20 1/31 2/28 3/21 

出席状況 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 

平成 29 

(2017) 

年度 

月日 5/25 7/25 9/26 10/25 11/28 12/19 1/30 2/27 3/22 － － － 

出席状況 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 4/4 3/4 － － － 

 

・ 評議員会は、「学校法人常翔学園寄附行為」に基づき選任された、本法人の職員（16

人以内）、本法人の設置学校卒業者（13 人以上 15 人以内）及びこの法人に関係ある者

または学識経験者（10 人以上 12 人以内）で構成されており、多様な意見を取り入れ

るという観点から、約半数を外部から選任している。 

・ 本学園の理事の定数は学校法人常翔学園寄附行為第 11 条に 13 人以上 17 人以内と規

定されている。評議員会は 43 人で構成されていることから、私立学校法第 41 条第 2

項に規定されているとおり、理事の定数の 2 倍以上の人数である。 

・ 評議員の評議員会への実出席率は過去 5 年間の平均が 98％と適正であり、その職務を

遂行している。 

・ 評議員会では、予算、借入金、基本財産処分等についての諮問を行うほか、学園の最

高議決機関である理事会に対する重要事項のチェックだけでなく、法人と大学が相互

にチェックし合える場ともなっている。 

 

（3）5－3 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 今後さらに法人内部統制の仕組みを強化し、連携・協働のための組織拡充等一層の機

能向上を図っていく。 

・ 監査体制は、監事、内部監査室及び監査法人による「三様監査」体制によりガバナン

ス機能の堅持がなされているが、これまでの各部門による監査結果の共有と問題点の

認識だけでなく、監査計画及び手法等の連携協力を進めることで、一層の監査精度の

向上が見込まれるため、意見交換時に監事監査計画等を三者がそれぞれ報告・提案す

る。 

・ 本学園及び本学における管理運営体制は整備され、適切に機能している。しかし、よ

り効果的に機能させるために、本学を取り巻く環境の変化を調査し、その変化に対応

する形で、各種会議の実施頻度、構成員、審議事項及び会議そのもののあり方等につ

いて見直しを進める。 

・ 今後も管理部門と教学部門がさらに連携を強化できるように、また、さまざまな課題
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に迅速に対応できるように、引き続き、本学の実情と照らし合わせながら各種委員会

や会議の構成員及び開催頻度について改善を進める。 

 

5－4 財務基盤と収支 

 

（1）5－4 の自己判定 

基準項目 5－4 を満たしている。 

 

（2）5－4 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-4-① 中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立 

・本学園は学園創立 100 周年の平成 34(2022)年に向けた長期ビジョンを定め、これを達

成すべく同年度までの期間を 3 期に分け、第Ⅱ期中期計画（5 ヵ年：平成 25(2013)年度

～平成 29(2017)年度が終了し、現在は第Ⅲ期中期計画（5 ヵ年：平成 30(2018)年度～

平成 34(2022)年度）のスタート地点にあたる。本学では、「財政基盤の安定化を図り、

教育研究支援・教育環境整備への予算傾斜配分に取り組む」を財務の基本方針として

掲げており、第Ⅱ期中期計画は表 5－4－1 に示す 3 点を目標とした財務運営を行い、

安定した財務基盤の確立をめざした。 

 

表 5－4－1 第Ⅱ期中期目標・計画 

No 行動計画 めざす成果・指標 成果指標 

1 

収容定員充足率向上や国等から

の大学改革のための補助金（GP

等）獲得に向けた全学的な取り組

み実施 

収容定員充足率向上により安定

的な授業料収入が確保されてい

る状態。さらに国等からの大学改

革のための補助金を獲得するこ

とにより、大学改革に取り組むこ

とができる状態 

1．収容定員充足率 100％ 

2．国等からの大学改革のための補

助金獲得件数毎年 1 件以上 

2 
教育研究経費比率の向上に向け

た予算傾斜配分の実施 

教育・学生サービスへの予算傾斜

配分がなされ、教育研究経費比率

の向上が図られている状態 

教育研究経費比率 34.0％ 

3 
教育・研究系システム更新（平成

26(2014)年 4 月稼働） 

4年毎にシステム更新可能なコス

トレベルまで下げる 

4 年間のトータルコスト 20.0％削減 

（2009 年度更新時 7 億 2,600 万 

円） 

 

・ 表 5－4－1 に示した「第Ⅱ期中期目標・計画」における平成 29(2017)年度の進捗状況

は以下のとおりである。収容定員充足率が 100%を下回り、財政運営がやや厳しくな

っている。 

1)No.1 については、定員充足率 94.0％と前年度対比 0.2％減少し、学生生徒等納付 

金収入も前年度対比 7,600 万円減少した。また、私立大学等改革総合支援事業の採

択（タイプ 1）を得て、経常費補助金の増額（約 2,800 万円）の補助を得た。 

2)No.2 については、平成 29(2017)年度、教育研究経費比率 36.5％と前年度比 4.0％

の増加であるが、これは老朽化した呉キャンパス 3・4・8・9 号館の建物解体にか

かる費用 3 億 9,000 万円を計上した影響が大きい。教育研究経費支出額については、
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教育研究支援・教育環境整備への予算傾斜配分を図ったが、学納金収入の減少に伴

う予算減により、上記建物解体費用及び減価償却費減少分を除くと実質的には前年

度比約 4,000 万円減少した。 

3)No.3 については、平成 25(2013)年度中に教育研究系システム更新を完了し、平成

26(2014)年 4月から稼働し、4年間のトータルコストを 38.8％削減、成果指標の 20％

を大きく上回った。なお、平成 30(2018)年度に次期教育研究系システム更新にかか

る予算を計上し、平成 31(2019)年 4 月から稼動予定である。 

 

5-4-② 安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保 

≪財務比率の比較≫ 

・ 財務状況を把握するため、表 5－4－2 に示すとおり、平成 26(2014)年度の本学園の財

務比率を平成 28(2016)年度の全国平均（医歯系法人を除く）と比較した。 



広島国際大学 

78 

表 5－4－2 財務比率の比較 

比    率 
全国 

平均 

常翔 

学園 
判定  比    率 

全国 

平均 

常翔 

学園 
判定 

貸

借

対

照

表

関

係

比

率 

固定資産構成比率(▼) 86.7 91.0 ×  

事
業
活

動
収
支

計
算
書

関
係
比

率 

人件費比率(▼) 53.6 53.6 ○ 

有形固定資産 
構成比率(▼) 61.2 62.6 ×  人件費依存率(▼) 72.8 70.1 ○ 

特定資産構成比率(△) 21.4 21.7 ○  教育研究経費比率(△) 33.0 33.7 ○ 

流動資産構成比率(△) 13.3 9.0 ×  管理経費比率(▼) 9.0 7.3 ○ 

固定負債構成比率(▼) 7.1 9.9 ×  借入金等利息比率(▼) 0.2 0.1 ○ 

流動負債構成比率(▼) 5.3 4.7 ○  事業活動収支 
差額比率(△) 4.9 9.2 ○ 

内部留保資産比率(△) 24.2 21.8 ×  基本金組入後 
収支比率(▼) 107.8 101.4 ○ 

運用資産余裕比率(△) 1.8 1.9 ○  学生生徒等 
納付金比率(－) 73.7 76.4 － 

純資産構成比率(△) 87.6 85.5 ×  寄付金比率(△) 3.0 0.6 × 

繰越収支差額 
構成比率(△) △14.2 △10.4 ○  経常寄付金比率(△) 1.9 0.4 × 

固定比率(▼) 98.9 106.5 ×  補助金比率(△) 12.3 14.2 ○ 

固定長期適合率(▼) 91.5 95.4 ×  経常補助金比率(△) 12.0 11.7 × 

流動比率(△) 252.2 192.8 ×  基本金組入率(△) 11.8 10.5 × 

総負債比率(▼) 12.4 14.5 ×  減価償却額比率(－) 11.8 16.3 － 

負債比率(▼) 14.2 17.0 ×  経常収支差額比率(△) 4.1 5.4 ○ 

前受金保有率(△) 345.8 296.7 ×  教育活動収支 
差額比率(△) 2.7 2.7 ○ 

退職給与引当 
特定資産保有率(△) 69.2 99.6 ○  ※ 

教育活動資金 
収支差額比率(△) 14.2 18.4 ○ 

基本金比率(△) 97.3 94.0 ×       

減価償却比率(－) 49.6 50.0 －       

積立率(△) 78.9 84.8 ○       

(注 1) 表中の「全国平均」は、日本私立学校振興・共済事業団が発行する「平成 29 年度版今日の私学財政－大学・短 

期大学編－」を参照した 

(注 2) 表中の判定は右記の基準により評価した（△高い値の方が良い、▼低い値の方が良い、－どちらともいえない） 

(注 3) 表中の※は活動区分資金収支計算書から算出した 

 

・貸借対照表関係比率では、全国平均を上回る判定が 6 件、下回る判定が 13 件であっ 

た。事業活動収支計算書関係比率では、全国平均を上回る判定が 10 件、下回る判定 

が 4 件あった。 

・概ね安定した財務基盤が確立され、教育目的の達成のため、収入と支出のバランスが 

保たれている。 

 

≪各種外部資金の獲得≫ 

・本学では、学生同士のグループ学習等の主体的な学修が行える環境整備を進めており、 

資金面では外部資金の導入に取組んでいる。平成 29(2017)年度は私立大学等改革総 
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合支援事業の採択（タイプ 1）を得て、経常費補助金の増額を得た。研究分野では、 

科学研究費、委託・共同研究費が主なものであり、外部資金導入状況の詳細は 

表 5－4－3 のとおりであるが、科研費助成事業においては、大型の研究種目（基盤研 

究 A クラス等）がなく、金額面で伸び悩んでいる。また、全体の教員数を考慮すると 

採択・受入件数はまだ伸びしろがあると言える。 

・ 平成 28(2016)年度より、現行の学内特別研究助成制度を科学研究費助成事業の変更に

沿って、見直しを行った。研究者の研究に対するモチベーション維持を前提に制度構

造のシンプル化や交付額・研究期間等の見直しなど「より堅実に外部資金を獲得する

ため」の支援へと切り替えた。 

・ 委託・共同研究費においては、平成 29 (2017)年度は、国立研究開発法人日本医療研

究開発機構（AMED）事業「橋渡し研究戦略的推進プログラム」岡山大学拠点に共同

研究として採択があったが、広島県の大型事業が平成 28 (2016)年度で終了したため、

金額が伸び悩んだ。 

・ 民間の財団等からの研究助成金については、例年 100 件を超える公募情報を教職員情

報共有サイトに掲載しているが、平成 29 (2017)年度の申請件数は 18 件に留まり、研

究費の採択件数は 3 件であった。 

 

表 5－4－3 外部資金の導入状況 

区  分 

平成 25(2013) 

年度 

平成 26(2014) 

年度 

平成 27(2015) 

年度 

平成 28(2016） 

年度 

平成 29(2017) 

年度 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

科学研究費※ 46 66,300,000 53 75,010,000 59 81,380,000 57 69,160,000 48 53,170,000 

民間の財団等から

の研究助成金 
6 3,060,000 6 3,109,500 1 1,000,000 0 0 3 3,100,000 

委託研究費 9 8,350,464 10 7,864,000 10 7,980,000 7 4,840,000 1 1,350,000 

共同研究費 11 2,544,600 11 13,274,788 12 7,658,888 14 10,078,137 8 3,050,000 

学術指導費 1 378,000 1 330,000 1 330,000 1 500,000 2 600,000 

合  計 73 80,633,064 81 99,588,288 83 98,348,888 79 84,578,137 62 61,270,000 

（単位：円） 

※科学研究費助成事業については日本学術振興会科学研究助成事業交付決定一覧の、年度交付決定額の合計件数及び

金額とする。なお、年度途中の転入・転出については含めない。 

 

≪資産運用収入≫ 

・ 本学園は平成 19(2007)年度から「資金運用規定」を制定し、理事長を委員長とした資

金運用委員会を設置した。この委員会をとおして、流動性、安全性、収益性を考慮し

た分散投資に努め、収入構造の多様化を図っている。また同年度から資金運用基本方

針を策定し、資金運用委員会と理事会の承認を得て、担当理事の決裁により元本が毀

損しないように留意しながら仕組債等の金融商品を購入している。平成 21(2009)年度

からはリスク管理の高度化を目的として外部専門家と資金運用アドバイザリー契約を

締結している。キャピタルゲインよりインカムゲインを得ることに主眼を置いたポー



広島国際大学 

80 

トフォリオを構築した結果、受取利息・配当金の合計額は、平成 28(2016)年度には

13 億円を超え、平成 29(2017)年度までの直近 5 年間の平均額は 10 億円を超えている。 

・ 運用状況は半期ごとに資金運用委員会及び理事会に報告することとしており、ディス

クロージャーは適切に実施されている。また、専門知識を有するコンサルタントとの

アドバイザリー契約により本学園の資金運用ガバナンス体制について独立した第三者

の立場からチェックを受け、その内容を資金運用委員会に報告する等透明性を確保し 

ている。 

・ 事業活動収入に対する受取利息・配当金の割合が、全国平均 1.5％に対し本学園は

2.7％と 1.2 ポイント上回っている。 

 

（3）5－4 の改善・向上方策（将来計画） 

≪財務比率の比較≫ 

・ 平成 29(2017)年度の本学園の教育研究経費比率は 33.7％（本学では 36.5％）と全国

平均（33.0％）を上回っている。今後は、法人全体で、事業活動収支差額比率をプラ

ス状態に保ち、8％を超える比率を目指すべく、各設置学校への配分予算比率の見直

しや経常的経費の精査による支出統制を行う。また、本学では、目標とする教育研究

経費比率 34.0％の達成を目指し、平成 26(2014)年度から実施している教育活性化事業

（予算枠 7,000 万円）をはじめとして事業計画による教育研究支援・教育環境整備へ

の予算傾斜配分を実施する。 

≪各種外部資金の獲得≫ 

・本学ホームページ上に、研究情報に特化したサイトを構築し「研究者要覧」及び研究 

者情報・研究シーズ紹介」などの研究シーズ等を積極的に発信する。 

・ 研究シーズの知的財産化を推進し、「イノベーション・ジャパン」をはじめとした各種

シーズ・ニーズマッチングの場にて講演・展示等を行い、共同研究先を開拓する。 

・ 学内特別研究助成制度の見直しにより、外部資金獲得の件数・金額拡大に向けて支援

し、外部資金増加の全体的な底上げのための仕組みを構築する。 

・ 学園本部との連携及び外部コーディネート機関（特定非営利活動法人 ATACひろしま）

の活用による有益な研究シーズの掘り起こし、及び特許出願等の申請支援強化を図り、

外部資金獲得につなげる。 

≪資産運用収入≫ 

・ 日銀の金融緩和の一環として、国債を大量買入れした影響で、平成 27(2015)年 1 月に

長期金利が初めて 0.1%台に低下した。それ以来同水準の低金利で推移しており、従前

の投資手法で運用益を確保することは困難になっている。一部の学校法人ではデュレ

ーションを伸ばしたり、低格付け債へ投資するなどして運用利回りを向上する動きが

あると聞くが、本学園では、運用コンサルタントに依頼しリスク調整済み収益率や加

重平均格付要因を算出し、適宜軌道修正を行いながら、意図しないリスクを抱え込ま

ない資産運用を今後も続けていく。 
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5－5 会計 

 

（1）5－5 の自己判定 

基準項目 5－5 を満たしている。 

 

（2）5－5 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

5-5-① 会計処理の適正な実施 

・ 本学園の予算編成から執行、決算にかかる全ての会計処理は、学校法人会計基準に基

づき適切に行っている。 

・ 本学園の予算編成は「予算編成規定」に基づき理事長が行う。財務部長が予算編成責

任者となり、理事会の策定した予算編成方針及び財政方針に基づき予算の編成及び執

行にあたる。本学では、学長室長が申請責任者となり、学長の方針のもと長期的な展

望を視野に入れた事業計画を立案し、予算申請を行っている。 

・ 予算の執行は「予算執行規定」に基づき原則として事前に稟議決裁を得なければなら

ない（執行の決裁は、2,000 万円以下は学長、1,000 万円以下は学長室長、100 万円以

下は取扱責任者に委任されている）。予算の取扱部署は、予算の執行に対する妥当な評

価、統制及び把握に努めている。予算執行に係る伝票は、本学園共通の「財務会計シ

ステム」により起票を行い、起案部署から担当部署のチェックを経て学園本部財務部

に回送処理を行う。 

・ 決算の事務は理事長が総括し、財務部長は、理事長の指揮の下に業務を担当する。決

算は、事業報告書、収支計算書、貸借対照表、財産目録の書類について理事会が承認

した後、評議員会へも報告（意見聴取）を行っている。 

・ 会計処理及び補助金業務にかかわる職員は各種研修会等に参加し、その知識・能力の

向上に努めている。 

・ 決算において、予算と著しくかい離のある事案はない。 

 

5-5-② 会計監査の体制整備と厳正な実施 

・ 本学では、私立学校振興助成法に基づく外部監査（公認会計士）、私立学校法に基づく

監事監査（監事室）、本学園規定に基づく内部監査（内部監査室）をそれぞれ実施する

とともに、これらの連携を図るべく「三様監査意見交換会」を適宜実施し、監査計画

及び監査結果等について意見交換及び情報共有の機会を持っている。 

≪外部監査≫ 

・ 本学園は、平成 23(2011)年度から有限責任あずさ監査法人に監査を委託している。平

成 29(2017)年度には 842 時間の年間計画に対し 960 時間の監査が実施され、監査結

果は適正意見であった。 

≪監事監査≫ 

・ 監事監査は、監事により行われており、期中会計監査においては、本学園会計業務の

試査により監査、取引記録簿等の妥当性を検証している。期末会計監査においては、

資産については実在性、負債については網羅性、基本金については合目的性を検証し、

期末の財政状況、さらには予算管理を含めた資金収支・事業活動収支の妥当性を検証
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している。 

・ 監事は理事会、評議員会、その他重要な会議に出席するとともに、理事等から業務執

行の報告を聴取し、重要な決裁書類等の閲覧及び財産の実地監査を行う等必要と思わ

れる会計監査手続を実施している。また、法人本部及び設置各学校の業務について監

査し、その結果を「監事報告書」としてまとめ、理事長に提出するとともに、理事会

において監事から報告している。 

≪内部監査≫ 

・ 内部監査は、学内監査の重要性を鑑み設置した「内部監査室」が行っており、組織運

営、制度運用等にかかる監査をはじめ、予算の編成、執行、決算、資産管理等にかか

る会計監査を行い、経理関係規定に基づく適正な会計業務遂行保持に向け、一層の内

部監査体制の充実を図っている。 

 

（3）5－5 の改善・向上方策（将来計画） 

・監査法人、監事及び内部監査室の連携強化を図り、監査の実効性や客観性をさらに高 

めていく。 

 

［基準 5 の自己評価］ 

・ 教育研究の目的を達成するため、収支のバランスを考慮しながら適切な財務運営を行

い会計処理及び会計監査等を適正に実施している。 

・ 教育・学生サービスへの予算傾斜配分を継続的に行っており、教育施設・設備の充実

への投資を積極的に図っている。 

・ 財務情報の公開においては、学校会計基準に従い、資金収支計算書、事業活動収支計

算書、貸借対照表、財産目録、事業報告書等を作成し本学園ホームページ上に掲載す

ることで、広く一般にも公開しており、透明性を確保している。 

・ 本学の社会的機関としての組織倫理は、行動規範として明確に定められており、組織

倫理を確立するために、本学園の諸規定、委員会が整備され、監事室、内部監査室及

び公益通報窓口を設ける等監視体制も適切に整備されている。 

 

基準 6 内部質保証 

6－1 内部質保証の組織体制 

6-1-① 内部質保証のための組織の整備、責任体制の確立 

 

（1）6－1 の自己判定 

基準項目 6－1 を満たしている。 

 

（2）6－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

6-1-① 内部質保証のための組織の整備、責任体制の確立 

・ 本学では、平成 10(1998)年度の開学直後から自己評価委員会を組織し、自己点検・評

価活動への取り組みを開始している。自己評価委員会は、委員長である学長をはじめ、

副学長、研究科長、学部長、教務部長、学生部長、学長室長、入試センター長、図書
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館長、情報センター長、キャリアセンター長、国際交流センター長、総合教育センタ

ー長、研究支援・社会連携センター長、学科長及びその他必要に応じて学長が任命し

た者で構成され全学的に推進できる体制を整えている。なお、学長が委員長であるた

め、責任体制は明確である。 

・ 平成 27(2015)年度に日本高等教育評価機構による大学機関別認証評価以降、自己評価

委員会により、第Ⅰ期及び第Ⅱ期中期目標・計画について点検・評価を行ってきた。

2018 年度からは第Ⅲ期中期目標・計画を策定し、点検、評価を行っている。 

・ さらに自己評価委員会により、平成 25(2013)年度に、平成 21(2009)年 4 月～平成

25(2013)年 7 月の自己点検を行い、続いて、平成 26(2014)年度に平成 25(2013)年 4

月～平成 26(2014)年 3 月、平成 26(2014)年 4 月～平成 27(2015)年 3 月の自己点検を

行い、引き続いて、平成 27(2015)年度に平成 27（2015）年 4 月～平成 28（2016）年

にそれぞれの自己点検・評価報告書を作成した。報告書は学内外へ公表した。 

 

（3）6－1 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 自己評価委員会が中心となり、定期的に自己点検・評価を継続実施し、その結果を次

年度以降の改善へと繋げ、教育研究活動の改善と水準の向上を図っていく。 

 

6－2 内部質保証のための自己点検・評価 

6-2-① 内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価の実施とその結果の共有 

6-2-② IR(Institutional Research)などを活用した十分な調査・データの収集と分析 

 

（1）6－2 の自己判定 

基準項目 6－2 を満たしている。 

 

（2）6－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

6-2-① 内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価の実施とその結果の共有 

・ 広島国際大学及び広島国際大学大学院は、大学の目的を達成するために、教育研究活

動等の状況について、自ら点検及び評価を行うことを、広島国際大学学則及び広島国

際大学大学院学則に定め、自己点検・評価は広島国際大学自己評価委員会（以下「自

己評価委員会」という）を中心として行うこととしている。 

・ 平成 27(2015)年度に日本高等教育評価機構による大学機関別認証評価を受審し、平成

28(2016)年 3 月に、日本高等教育評価機構が定める大学評価基準を満たしていると認

定された。 

・ 平成 20(2008)年度に、長期ビジョン実現のための具体的な実行プランとして、第Ⅰ期

中期目標・計画（平成 20(2008)年度～平成 24(2012)年度）を策定した。これは、10

の項目で構成され、項目ごとに目標・計画を定め、毎年度、各項目の目標達成度を点

検・評価し、改善策を講じる仕組みとした。 

・ 学校法人常翔学園（以下「本学園」という）創立 100 周年となる平成 34(2022)年に向

けた基本構想「J-Vision22」（平成 26(2014)年度に「New J-Vision 22－常翔学園創立

100 周年に向けて」に改定後、平成 28(2016)年度に New の表記を削除）における長
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期ビジョンを達成するため、第Ⅲ期中期目標・計画（5 ヵ年：平成 30(2018)年度～平

成 34(2022)年度）を策定し、項目毎の目標達成度合や数値目標を設定し、毎年度、各

項目の目標達成度の点検・評価を行っている。 

・ 平成 20(2008)年度以降、自己評価委員会により、年度毎の中期目標・計画の自己点検・

評価を行うことで、広島国際大学、広島国際大学大学院及び広島国際大学助産学専攻

科（以下「本学」という）の運営に反映してきた。この結果については、本学園内に

留め、公表は行っていない。 

・ 平成 20(2008)年度に日本高等教育評価機構による大学機関別認証評価を受審した際

に、自己評価報告書に記載した改善・向上方策について、平成 25(2013)年度末時点の

対応状況を自己評価し、概ね改善できていることを平成 26(2014)年 3 月にホームペー

ジ上に公表した。 

・ 平成 25(2013)年度に、第Ⅰ期中期目標の点検・評価の結果とともに、日本高等教育評

価機構の評価基準項目（基準 1～基準 11）に従って、平成 21(2009)年 4 月～平成

25(2013)年 7 月の自己点検を行い、平成 26 (2014) 年 3 月に「平成 25(2013)年度 自

己点検・評価報告書〔平成 21 年 4 月～平成 25 年 7 月〕」を作成した。 

・ 平成 26(2014)年度に、日本高等教育評価機構の評価基準項目（基準 1～基準 4）に基

づき、平成 25(2013)年度（平成 25(2013)年 4 月～平成 26(2014)年 3 月）の自己点検

を行い、平成 26 (2014) 年 12 月に「平成 25(2013)年度 自己点検・評価報告書〔平成

25 年 4 月～平成 26 年 3 月〕」を作成した。 

・ 両報告書は、いずれも、報告書を学内配付するとともに、本学ホームページに掲載す

ることで学外へ公表した。 

・ 続いて、平成 26(2014)年度（平成 26(2014)年 4 月～平成 27(2015)年 3 月）の自己点

検を行い、平成 27 (2015) 年 3 月に「平成 26(2014)年度 自己点検・評価報告書〔平

成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月〕」を作成した。本報告書は、冊子にせず、本学ホーム

ページに掲載することで学内外へ公表した。 

・ 平成 21(2009)年度に薬学部において、一般社団法人薬学教育評価機構の薬学教育（6

年制）第三者評価・評価基準に基づいて自己評価(自己評価 21)を行った。 

・ 平成 23(2011)年度に公益財団法人日本臨床心理士資格認定協会による臨床心理分野

専門職大学院認証評価を受審し、評価基準を満たしていると認定された。 

・ 平成 26(2014)年度に薬学系人材養成の在り方に関する検討会からの提言に基づき、薬

学研究科医療薬学専攻において、大学院 4 年制博士課程における自己点検・評価を行

った。 

・ 「平成 25(2013)年度 自己点検・評価報告書〔平成 21 年 4 月～平成 25 年 7 月〕」、「平

成 25(2013)年度 自己点検・評価報告書〔平成 25 年 4 月～平成 26 年 3 月〕」及び「平

成 26(2014)年度 自己点検・評価報告書〔平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月〕」を作成

し、学内外へ公表した。 

・ 平成 27 年度に公益財団法人日本高等教育評価機構による大学機関別認証評価を受審

して以降、大学の将来像実現に向けた大学マネジメントシステムの再構築として、大

学改革の達成状況を確認し、着実に実行するための仕組みとして「改革実行シート」

を導入し、自己点検・評価を連動させて、3 年に一度「自己点検・評価報告書」を作
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成し、目標と現状を分析することで目標に対する達成度を点検・評価改善に結びつけ

ることとした。 

・平成 26(2014)年度に総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科作業療法 

学専攻において、一般社団法人リハビリテーション教育評価機構の審査を受審し、評 

価認定を受けた。 

・第Ⅱ期中期目標・計画（5 ヵ年：平成 25(2013)年度～平成 29(2017)年度）について、 

最終年度の平成 29(2017)年度に総括して評価を行い、学内に公表をした。また、評価 

結果を受けて、第Ⅲ期中期目標・計画（5 ヵ年：平成 30(2018)年度～平成 34(2022) 

年度）の作成を行った。 

・平成 28(2016)年度に公益財団法人日本臨床心理士資格認定協会による臨床心理分野専 

門職大学院認証評価を受審し、評価基準を満たしていると認定された。 

・平成 29(2017)年度に総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科理学療法学

専攻及び言語聴覚療法学専攻において、一般社団法人リハビリテーション教育評価機

構の審査を受審し、評価認定を受けた。 

・ 本学では、教育情報を含めた全学的な情報を、ホームページに掲載し公表している。

これらの公表データには数量的なデータが含まれているとともに、複数年度分を公表

することで、透明性の高いものとなっている。自己点検・評価報告書の記載内容は同

データが基礎情報となっており、エビデンスを明確に示しながら自己点検・評価を行

っている。 

 

6-2-② IR(Institutional Research)などを活用した十分な調査・データの収集と分析 

・ IR を組織的に推進できるよう、広島国際大学 IR センター規定を定め、平成 27(2015)

年 4 月に事務組織として IR センターを設置した。 

・IR センターではこれまで調整等に必要なデータの収集、国家試験や休退学にかかる 

分析を行い、分析した情報を関係学部や事務部署にフィードバックすることで教育・ 

研究、大学経営等に活用している。  

 

（3）6－2 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 今後も自己評価委員会が中心となり、定期的に自己点検・評価を継続実施し、社会へ

公表していく。 

・IR と連動した自己点検・評価が適切かつ円滑に実施できる仕組みを構築する。 

 

6－3 内部質保証の機能性 

6-3-① 内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体の PDCA サイクルの仕組

みの確立とその機能性 

 

（1）6－3 の自己判定 

基準項目 6－3 を満たしている。 

 

（2）6－3 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 
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6-3-① 内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体の PDCA サイクルの仕組

みの確立とその機能性 

・ 平成 20(2008)年度の自己点検評価書に記載した改善・向上方策（将来計画）及び日本

高等教育評価機構の評価結果に記載された意見について、自己評価委員会のもと自己

点検・評価を行い、改善状況について「平成 25(2013)年度 自己点検・評価報告書〔平

成 21 年 4 月～平成 25 年 7 月〕」を作成した。続いて、「平成 25(2013)年度 自己点検・

評価報告書〔平成 25 年 4 月～平成 26 年 3 月〕」、「平成 26(2014)年度 自己点検・評

価報告書〔平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月〕」を作成し、公表した。 

・ 本学では、本学園の「J-Vision22」（平成 26(2014)年度に「New J-Vision 22－常翔学

園創立 100 周年に向けて」に改定後、平成 28(2016)年度に New の表記を削除）に基

づいて立てられた中長期目標が着実に達成できているかを定期的に点検・評価・改善

する仕組みとして、平成 25(2013)年度に施策マネジメントシステムを導入した。 

・ 自己評価委員会において、日本高等教育評価機構の評価基準項目に従った自己点検・

評価を行うとともに、施策マネジメントシートを用いて各学部・事務部署から年度目

標・計画に対する達成状況の報告を受け、計画の効率性・有効性等を数値等の客観的

な指標に基づき、PDCA サイクルにより体系的に評価し、改善する体制を整えた。 

・ 自己評価委員会の委員長は学長であるため、委員会での自己点検・評価の結果は随時

大学改革に反映され、ミッション・ビジョンの実現につなげている。 

・平成 30(2018)年度からは施策マネジメントシステムに代わり、改革実行シートを導入 

 し、大学改革にかかる 5 ヵ年の長期目標（2022 年度を到達年度）を全体計画として、

単年度ごとに実行計画を点検・評価・改善していく仕組みを再構築した。 

・改革実行シートは月次で管理を行い、各改革項目の進捗状況を定期的に把握できるよ 

うにしている。また、毎月、全教職員に進捗状況を公開していくことで、全教職員が 

大学改革への共有認識を持ち、一丸となって大学改革を推し進められるよう体制を構 

築している。 

・本学の教育研究上の目的をディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミッシ 

ョンポリシーの「三つのポリシー」に反映させ、教育活動を展開していくとともに、 

自己評価委員会を中心とした自己点検・評価活動と改革実行シート等に基づく大学改 

革の実行を結びつけ、改善・向上に繋げている。 

 

（3）6－3 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 平成 30(2018)年度から導入した改革実行シートが有効に機能できるように評価シス

テムを適宜見直し、改善活動を行うことができるよう精度を高める。 

・ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミッションポリシーの「三つのポ

リシー」に基づき、教育が実施されているかをアセスメントする「アセスメントポリ

シー」の構築を検討している。今後は各ポリシーの評価項目を明確にした上で定期的 

 な見直しや修正を行い、更なる改善、向上に繋げていく。 

 

［基準 6 の自己評価］ 

・ 自己評価委員会を中心に、エビデンスに基づく透明性の高い自己点検・評価を行って
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いる。 

・ 改革実行シートの導入により「大学全体」として立てられた目標・計画を着実に実行

できる体制としている。また、自己評価委員会の点検・評価の結果を踏まえ、定期的

に本シートの内容も見直しを行っていくことで PDCA サイクルが継続実施される体

制としている。 

 

Ⅳ．大学が独自に設定した基準による自己評価 

基準 A．社会連携 

A－1 大学が持っている物的・人的資源の社会への提供 

≪A－1 の視点≫ 

A-1-① 大学施設の開放、公開講座、リフレッシュ教育など、大学が持っている物的・ 

人的資源の社会への提供 

A-1-② 教育研究上における、企業や他大学との適切な関係構築 

A-1-③ 大学と地域社会との協力関係の構築 

 

（1）A－1 の自己判定 

基準項目 A－1 を満たしている。 

 

（2）A－1 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

A-1-①大学施設の開放、公開講座、リフレッシュ教育など、大学が持っている物的・人

的資源の社会への提供 

・ 広島国際大学（以下「本大学」という）の目的は「広島国際大学は、ひとと共に歩み、

こころに届く医療を実践する専門職業人を育成し、加えてあらゆるひとの健康と幸福

に資する研究を推進する。もって広く社会に貢献する。」であり、この目的を達成する

ために、教育・研究に加え、地域社会貢献として、以下に示す大学施設の開放及び公

開講座等を行っている。 

1)大学施設の開放 

・ 図書館を近隣住民に開放しており、貸出・閲覧・複写等のサービスの利用を可能とし

ている。平成 29(2017)年度は実登録者数 68 人で年間延べ 569 人が利用した。 

・ 広島国際大学、広島国際大学大学院及び助産学専攻科（以下「本学」という）の教室

や体育施設についても、教育・研究に支障のない限り、学会・国家試験・公務員試験・

外国語の検定試験等の実施や地域行事等を中心に貸し出しを行っている。 

・ 地元の小・中学校や地域の方々の施設見学や模擬授業等の依頼には積極的に対応して

いる。 

2)公開講座・生涯学習講座等の開催 

・ 東広島キャンパス、呉キャンパスにおいては、地元の社会人野球チームや少年野球チ

ームに野球場を貸与している。 

・ 平成 29（2017）年度は、広島国際大学公開講座「咲楽塾」を前期 16 講座、後期 22

講座の計 38 講座開講し、定員 1,474 名に対し述べ 1,283 名の参加（参加率約 87％）

があった。講座により参加率のバラつきはあるものの、ニーズのある講座提供、生涯
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学習の充実が図られていると考えている。 

また、子ども向け体験講座では、7 月～8 月に東広島・呉キャンパス合わせて 31 講座

（科学・ものづくり体験 17 講座、職業体験 14 講座）を開講し、963 名の定員に対し

て延べ 2,837 名の申込みがあるなど好評で、757 名（参加率約 79％）が参加した。 

・平成 29（2017）年 11 月～12 月に次年度の広国市民大学（仮称）開学に向け、全 5 

回で IT 活用コースをプレ実施したところ、28 名の参加があるなど、一定のニーズが 

確認でき、幸先の良いスタートを切ることができた。 

・ 平成 30（2018）年 4 月に広島国際大学が開学 20 周年を迎え、記念事業として、学生

や教職員だけではなく、地域や社会の全ての人にとって「ともにしあわせになる学び

舎」になることを目指し、誰もが一緒に学びあったり、教えあったり、集ったりしな

がら、健康で楽しい毎日を過ごすための活動の場として「広国市民大学（仮称）」を開

学した。 

平成 30（2018）年度は「こども未来コース」、「IT 活用コース」の 2 コースを開講し、

各コース 25 名の定員に対し、各コース 28 名、21 歳から 81 歳までの幅広い年齢層の

学生計 56 名（定員充足率 112％）が学んでいる。 

・また、広国市民大学（仮称）の開学に伴い、これまでの広島国際大学公開講座「咲楽

塾」を「広国市民大学 公開講座」と名称を変更し、更なる講座の魅力の向上、充実

を目指している。前期は、保健・医療・福祉系 9 講座、教養系 1 講座の計 10 講座の

開講を予定している。その他、県内大学と広島市等が連携して実施している公開講座

「ひろしまカレッジ（シティーカレッジ 4 講座、大学で開講する公開講座 4 講座の計

8 講座）」の開講を予定している。年度末には東広島市との連携事業として、市民に対

して高度で専門的な学習機会を提供する「リカレント講座」の開講を予定している。 

・ さらに、従来より実施している子ども向けの科学・ものづくり・職業体験講座におい

ても、平成 30（2018）年度より、「広国市民大学 子ども向け体験講座」と名称変更

し、更なる講座の充実を目指している。 

・ 広島キャンパスでは、広島県との連携協定に基づく広島県医療介護経営人材育成支援

事業を引継ぎ、独自による医療介護経営人材育成セミナー（基礎研修）を実施してい

る。 

2)地域ボランティア等 

・ 平成 25(2013)年度から、ボランティアセンターを設置し、学内外のボランティア情報

を一元化し、学生の地域ボランティア活動を支援している。 

・ 平成 26(2014)年度から、学生が行っている学内外のボランティア活動や地域貢献活動、

学会・研究会等への参加、大学の各種イベントの運営ボランティア等に対して、ポイ

ントを付与するキャンパスマイレージ制度が導入され、学生が社会貢献する機会の増

加を担っている。 

・ 心理臨床センターでは、様々な心の問題を持つ一般市民の相談に応じ、カウンセリン

グ活動を行っている。 

3)市民交流音楽祭・市民交流フェスタの開催 

・ 平成 17(2005)年度から、東広島キャンパスにおいて、地元市民との交流を深めるため

に「市民交流音楽祭」を開催している。平成 29(2017)年度に呉キャンパスで初めて開
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催した「市民交流音楽祭」には、900 人を超える来場者があった。 

・ 平成 26(2014)年度、呉キャンパスにおいて、地元市民との交流を深めるために「市民

交流フェスタ」を初めて開催した。地元の保育園・中学校・高等学校関係者を招聘し

てのコンサート、地元市民で組織する団体によるフラダンス披露を行い、200 人を超

える来場者があった。 

4)「結図祭（むすびさい）・こども図書館」の開催 

・ 平成 26(2014)年度から各キャンパスの大学祭に合わせて、「結図祭（むすびさい）・こ

ども図書館」を実施している。「古本リサイクル市」、「企画展示」、「図書館オリジナル

グッズの配付」、本学図書館スタッフによる「読み聞かせ会」、「折り紙教室」も実施し

ている。平成 29(2017)年度においては、延べ 944 人の参加があった。 

5)中高大連携（キャリア教育支援等）の実施 

・ 平成 21(2009)年度から、高大連携協定を締結している呉市立呉高等学校の 2 年次生を

対象に、大学体験学習「Let’s Try Campus Life」を毎年継続開催している。さらに平

成 24(2012)年度から、広島県瀬戸内高等学校、広島国際学院高等学校において、総合

学習の時間を利用し、医療・福祉系のキャリア教育支援として、医療分野のキャリア

教育の授業を実施している。 

・平成 28（2016 年度）から、高大連携担当のスタッフを置いたほか、独自の連携教育 

プログラムを作成するなど、連携授業の実施校は毎年増加している。 

・ 中高大連携として、学校法人常翔学園（以下「本学園」という）の姉妹校である常翔

学園中学校・高等学校の正課授業「総合学習の時間」において、姉妹校である大阪工

業大学、摂南大学及び本学が教育プログラムを組んでいる。常翔学園中学校では、生

徒の知的好奇心を養い幅広い教養を身に付けることを目的として「常翔キャリアアッ

プチャレンジ」を実施しており、常翔学園高等学校では、大学進学に向けての目的意

識や進学意欲の向上を図ることを目的として、「夢発見ゼミ」を実施している。また常

翔啓光学園中学校では、大学の学問を幅広く学修・体験することで、実社会や日常生

活とのかかわりを理解し、学修への意欲を高める「Ｋ１クエスト」を実施し、常翔啓

光学園高等学校では、自らが課題を見つけ、自らが学び、主体的に判断する力を育成

する「みらいマップ」を実施している。 

 

A-1-②教育研究上における、企業や他大学との適切な関係構築 

・ 本学は以下に示す企業及び他大学とのネットワークを強化している。 

1)企業との連携 

・ 本学の教員について、専門分野と研究テーマ等を網羅し、産学官の連携を密にするた

めに、「研究者要覧」をホームページ上に掲載している。 

・ 平成 23(2011)年度からは、日本最大の産学官連携イベントのひとつである「イノベー

ション・ジャパン」に毎年申請しており、平成 29(2017)年度は 2 件申請し、2 件とも

採択され、研究シーズの展示発表を行っている。 

・ 東広島市産学金官連携推進協議会に参画し、「東広島市産学金官マッチングイベント」

において、本学の研究シーズの発表と展示を行い、東広島市内に拠点がある大学・研

究機関・企業等とのパイプづくりの強化に努めている。 
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・広島県が代表を務める「ひろしまヘルスケア推進ネットワーク」に参画し、平成 26

（2014）年度～平成 28（2016）年度には「医療・福祉課題解決に向けたデバイス開

発パイロット事業」において、本学・支援機関・県立病院・県内企業との 4 者で共同

研究を行った。また、平成 29（2017）年度～平成 30（2018）年度には「ひろしま医

療関連産業創出支援事業費補助金」により、本学教員が県内企業へ学術指導を行って

いる。 

・平成 29（2017）年度から、超高齢社会を迎えたわが国において、今後、更なる高齢

化が進むにあたり、「予防」と「いざというときの知識の情報発信」を目的とした、フ

ジグラン東広島が開催している「フジ健康フェスタ」に参画し、本学教員 3 名がそれ

ぞれの専門の立場から講演を行った。 

・平成 25（2013）年度から、美と健康・くらしの情報を発信・提案するイベントとし

て、中国新聞・ウォンツが開催している「健康サポートフェア」に協力機関として、

ブース出展するとともに、学生もボランティアスタッフとして運営補助を行っている。 

 平成 29（2017）年度は、薬学部の「錠剤（ラムネ菓子）を作ろう」を出展した。 

2)他大学との連携 

・ 広島県内を中心とした中国地方の大学等が加入している「教育ネットワーク中国」に

加入し、大学間連携を進めている。また、教育ネットワーク中国の主催する「単位互

換制度」に、平成 23(2011)年度に加入し、「単位互換制度に関する包括協定書」及び

「単位互換制度に関する包括協定書についての覚書」を締結している。 

・ 平成 12(2000)年度より、呉市が主催する呉地域の 8 つの各高等教育機関で構成される

「呉地域オープンカレッジネットワーク会議」に参加し、公開講座や研究活動をとお

して他大学等との連携を図っている。 

・ 平成 24(2012)年度より、「大学間連携共同教育推進事業（5 年間）」として、県内 4 大

学（代表校：広島大学）にて、「臨床情報医工学に卓越した地域の先進医療をチームで

担う人材育成」に取組んでいる。 

・ 平成 22(2010)年度よりエリザベト音楽大学と、平成 23(2011)年度には、比治山大学と

包括協定を締結し、施設の相互利用や、大学祭への課外活動団体によるブース出展や

スポーツ大会等の学生交流を行っている。 

・ 本学園の姉妹校である大阪工業大学と摂南大学及び本学で、平成 23(2011)年度から

「常翔学園 3 大学体育会課外活動団体交流戦」を、平成 25(2013)年度から「常翔学園

3 大学文化会課外活動団体交流会」を行い、学園設置大学間の連携強化及び学生間の

交流推進、ならびに各学生支援部門の連携強化を図っている。 

・ 平成 22(2010)年度より、東広島市と、東広島市内に所在する広島大学、近畿大学工学

部、エリザベト音楽大学及び本学とが連携し、東広島市のまちづくりに寄与すること

を目的として連携協定を締結し、大学と地域の共催によるイベントの実施やその情報

発信等を行っている。平成 30（2018）年度は 4 大学が大学紹介や体験イベントとし

て 8 月に開催予定である「まちなかキッズキャンパス in 東広島」に参加を予定してい

る。 

・ 平成 27（2015）年度より、文部科学省補助事業「地（知）の拠点大学による地方創

生推進事業（COC＋）」として、県内 9 大学（申請代表校：広島市立大学）にて、「観
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光振興による『海の国際文化生活圏』創生に向けた人材育成事業」へ参加校として協

定を締結し取り組んでいる。 

 

A-1-③大学と地域社会との協力関係の構築 

・ 本学は主として本学が立地する広島県、広島市、東広島市及び呉市との社会協力関係

を構築し、以下に示す地域における様々な活動を通じて良好な関係を構築している。 

1)広島県との医療・介護・福祉・保健分野における連携協定の締結 

2)広島県との連携協定に基づく広島県医療介護経営人材育成支援事業による医療介護経

営人材育成セミナー（基礎研修、専門研修）の実施 

3)学生が地域で活躍し、地域貢献に繋がることを期待する「広島国際大学チャレンジプ

ロジェクト」の実施 

4)東広島市西条町の「西条酒まつり」、呉市安浦町野路西地区の「秋の収穫祭」、呉市広

の「広土曜夏祭り」等への学生のボランティア参加 

5)「東広島市生涯学習システム」への参加及び「東広島市学園都市づくり交流会議」へ

の加入による東広島市生涯大学システムの構築 

6)東広島市消防局の「学生消防団員」及び呉市消防団への学生の入団 

7)東広島キャンパス及び呉キャンパスと地元自治会との情報・意見交換会の実施による

協力関係構築 

8)呉キャンパス 1 号館前に地域との交流掲示板を設置し、地域と大学の交流を活性化 

9)独立行政法人国立病院機構 呉医療センター、国家公務員共済組合連合会 呉共済病院、

独立行政法人労働者健康福祉機構 中国労災病院の 3 病院との協定の締結 

10)広島キャンパスの「幟町カフェ」を地域へ開放 

11)広島キャンパスに「幟町ギャラリー」を開設し、オープンギャラリーとして、地域の

方へ開放 

12)広島キャンパスにて、毎週 1、2 回キャンパス近隣の清掃活動 

13)大イノコ祭りを支える市民の会主催の「大イノコ祭り」への医療経営学部学生有志 

の企画・運営・出展参加 

14)広島県との連携協定に基づく県立広島病院の待ち時間等の課題分析・改善提案への取

り組み 

15)島根県飯南町のセラピー事業の推進や健康増進、医療・福祉人材の育成支援等を通じ

た地域医療・福祉の充実への貢献及び地域振興等に寄与することを目的とした、島

根県飯南町との連携協力協定の締結 

16)熊野町の保健福祉の推進を通じて、健康増進、介護予防・認知症予防等地域保健・福

祉の充実及び地域で活躍できる人材を育成することを目的とした、広島県安芸郡熊

野町との連携協力協定の締結 

17)呉市における産業振興、健康増進、教育振興、市民協働の推進を図ることを目的とし

た、包括的な連携協定の締結 

18) 安芸太田町における安芸太田型地域包括ケアシステムの構築と継続性を図るととも

に、本学における教育、研究、社会貢献等の充実発展を図ることを目的とした、山

県郡安芸太田町との連携協力協定の締結 
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19) 平成 28（2016）年度から東広島市「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に定める

『子育てするなら東広島』の実現に向け、東広島市全体に子育て支援の輪を広げる

きっかけづくりの位置付けとして「こども未来フェスタ」にブース出展と運営補助

等のボランティアとして学生が参画している。平成 29（2017 年度）には広島国際

大学東広島キャンパスが会場となり、「こども未来フェスタ in 黒瀬」が開催され、

本学からは、リハビリテーション支援学科が「フットプリンターで足型測定をして

みよう！」、医療福祉学科が「アロマオイルハンドマッサージをしませんか？」の出

展を行った。また、実行委員会メンバーとして、心理学部の教員や学生が参画し、

当日の運営補助等のボランティアにも 40 名近くの学生が学生コンシェルジュとし

て協力した。このイベントの参加者は約 4,700 名で、非常に好評であった。 

20)平成 24（2012）年度から東広島市で活動する団体等が日ごろの学習活動やサークル 

活動の成果の発表や作品の展示及び紹介等の場としている「生涯学習フェスティバ

ル（主催：東広島市生涯学習フェスティバル実行委員会）」に参加し、本学ならでは

の体験ブースの出展や取り組みを発表している。平成 29（2017）年度は、総合リハ

ビリテーション学部が「運動機能を知ろう！」、薬学部・看護学部・医療栄養学部が

「骨粗しょう症の発生原因を知り、予防法と治療薬を学ぼう！」の出展を行った。

また、運営補助等のボランティアとして、毎年、心理学部の学生が「地域支援実習：

東広島市生涯学習課との連携授業」の一環として参画している。 

21)黒瀬商工会が地域活性化事業として行う、「東広島グルメ・地産フェスティバル in く

ろせ」に参画し、本学の取組み発信を行うとともに、広国市民大学（仮称）開学に

向けアンケートを実施した。 

22)広島県が推進する「がん検診へ行こう」に平成 27（2015）年度から本学も参画し、

平成 29（2017）年度は、中国新聞社本社で、薬学部の学生が制作したがん検診を啓

発するパネル＜「いのち」に寄りそうプロジェクト～薬学部生の私たちが伝えたいこ

と～＞の展示を行った。 

 

（3）A－1 の改善・向上方策（将来計画） 

・現在行っている多くの社会連携活動をさらに深化させ、一層の地域貢献に寄与してい

く。 

・広国市民大学（仮称）においては、名称の確定を進めていくとともに、平成 30（2018）

年度に 2 コースで開学以降、学生と地域とが運営の主となり本学の教育・研究シーズ

を活用した、企画・運営に携わることを通じ、共に学び、成長できる環境の整備を行

う。 

 

A－2 教育研究成果における学内外への広報 

≪A－2 の視点≫ 

A-2-① 教育研究成果における学内外への広報体制 

（1）A－2 の自己判定 

基準項目 A－2 を満たしている。 
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（2）A－2 の自己判定の理由（事実の説明及び自己評価） 

A-2-①教育研究成果における学内外への広報体制 

・ 本学の広報活動を進めるにあたり、「広島国際大学広報推進委員会」を設置し、広報

戦略の立案を行っている。 

・ 本学ホームページの掲載情報の公正性及び適切性の確認については、企画課において

実施している。また、掲載情報の更新は各部署から随時受け付け、最新の情報を正確

かつ迅速に伝達するように努めている。 

・大学広報業務と入試広報業務は、入試センターが一括して担当していたが、平成 28 

（2016）年度から、大学広報は企画課・広報室、入試広報は入試センターと役割分担し 

協働により、広報活動を行っている。 

・ 研究支援・社会連携センターが研究成果展開コーディネート業務を委託しているコー

ディネーター機関により、大学の研究シーズの発掘及び企業ニーズ調査等を行い、デ

ータベースの構築を行っている。 

・ 各種シーズ・ニーズマッチング催事への参加展示等をはじめ、本学教員の専門分野や

研究テーマ、研究成果を本学ホームページ上に「研究シーズ紹介」という形で発信し

ていることに加え、「中国地域産学官連携コンソーシアム（さんさんコンソ）」による

中国地域技術シーズ・ニーズ検索 Web マッチングシステム「CPAS Net」に件数は少

ないものの本学研究者のシーズを公開する等、積極的な情報発信を行っている。 

 

（3）A－2 の改善・向上方策（将来計画） 

・ 平成 27(2015)年度に広報室を設置したことから、広報室と入試センターが協働し、更

に効果的な広報活動を推進する。 

 

［基準 A の自己評価］ 

・ 広報にかかる組織的な体制は整備されており、本学の教育研究成果はホームページ等

を通じて適切に学内外へ発信されている。 

・ 企業及び他大学、自治体等と連携協定を締結し、相互に協力関係を構築していること

により、地域社会との連携事業を進めている。 

・ 大学施設の開放や公開講座等の開催により、本学が持つ物的・人的資源は地域社会へ

提供されている。 
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Ⅴ．特記事項 

 １．本学独自の「スタンダード科目」を設置 [教育の特色]  

・本学では、5 つの DP に基づいた、より良い健康・医療・福祉従事者の養成をめざ 

 して、コミュニケーション能力や学生が自ら問題を発見し、協働して問題解決する 

 能力を育む「スタンダード科目」を平成 28(2016)年度に導入し、平成 32(2020)年 

度からは全学的に必修科目とする予定である。 

・この「スタンダード科目」の中で、最も特色あるものとして、学部・学科を超えた 

 クラス編成で全学的に実施している「専門職連携教育（IPE:Interprofessional 

   Education）」が挙げられる。IPE については、学生全員が専門職連携（IPW）に 

関する知識・技術を修得するため、平成 24(2012)年度から試行し、平成 25(2013) 

年度より全学で本格的に実施しているものであり、1 学年 1000 人規模で行ってい 

る大学は日本では殆どない。 

・IPE は初年次に行う基礎演習および、2 年次以降に行う総合演習から成り、IPW の 

 基礎となるコミュニケーション能力の修得と共に、学生自らが目指す職業の理解や 

 他職種の理解を深める。また、各職種の専門性を前提としながら、お互いを尊重し 

つつ相互に連携し、利用者の立場に立って問題に対処する大切さを学ぶ。 

・この他に「スタンダード科目」では、「地域創生論」と「防災・危機管理学」を設置 

している。この中では、学んだ知識、技能・能力を元にして、地域社会において必 

要とされている課題の発見と、解決する力を育むと共に、災害発生のメカニズムの 

理解や、「マイタイムライン」作成など実践的な内容の授業を通し、防災・減災への 

備えについて理解を深め、地域貢献に役立てる。 

 

２．地域の健康寿命の延伸に資する本学の取り組み【研究の特色】 

・本学では、健康・医療・福祉分野の総合大学として、その専門性を活かして地域の

健康寿命の延伸に資する取り組みをしている。 

・平成 30（2018）年度私立大学研究ブランディング事業（文部科学省）に「介護予

防に焦点を当てた健康寿命延伸のための地域包括ケアシステムの展開」として、大

学の資源を地域包括ケアシステムへ投入し介護予防を推進することで、健康寿命が

確実に延伸する地域モデルの提案を申請している。※2019 年 2 月 13 日現在 採択

結果未公表 

・平成 31（2019）年 1 月に地域住民の健康寿命を延伸するための機能として「しあ

わせ健康センター」を東広島キャンパス 2 号館に設置する。 

・本センターでは、地域の健康寿命の延伸のために地域の健康状態の把握するため、

地域住民に対する健康相談、健康教室、健康指導などを行う。 

 ・本センターは、平成 32(2020)年 2 月竣工予定の「健康増進センター（仮称）」内に

移転し、より充実した施設において活動することを予定している。 

 ・これらの健康寿命延伸の研究及び地域貢献を果たすことにより、本学の健康・医療・

福祉分野のブランド確立を志向する。 


